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１ 洋野町における海洋教育「ひろの学」について 

「海洋教育『ひろの学』」のめざすところ 

 

 

 

 「海洋教育『ひろの学』」はこれまで各学校で行われてきた教育課程を、「海・海洋」を切

り口に見直すことから始まります。各教科・領域で「海・海洋」（＝身の回りの出来事）と

関連させることで、実生活を意識し、より主体的な学習が期待できます。また、海洋汚染や

海洋ごみ、地球温暖化による豪雨災害や海水温の変化、気候変動などの問題を取り上げるこ

とを通して、自然とのつながり、人とのつながり、自然と人とのつながりを意識しながら、

海と人との共生について考えていくこともできます。 

「海洋教育『ひろの学』」のめざすところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自分たちの生まれ育ってきた地域に愛情と誇りをもち、たくましく生き抜くことが

できる子どもを育てること」です。 

学びに向かう力・人間性 

各
教
科
等
と
関
連
さ
せ

た
単
元
構
成 

知識及び技能 

海の豊かな自然と親しむ活動や身近な地域社会の中で海とのつながりを感じることができる

ような体験活動、海や地域について調べる活動、その保全活動などの体験を通して、海や地域に

対する関心を高めるとともに、海洋環境、水産資源、船舶運輸など海洋と人間の関係及び海を通

した世界の人々との結び付きについて理解させ、社会の形成者としての資質・能力を養う。 

2



【洋野町の海洋教育「ひろの学」の目標】 

各学年の目標を「学びに向かう力・人間性等」の視点で整理する。小学校は１・２年、３・4 年、

５・６年、中学校は１年〜３年共通で目標を設定する。 

「態度」には、生きて働く海や自分たちの住む地域に関する知識・技能を習得すること、理解して

いること・できることをどのように使うか等、未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力を

育成すること、海や地域、社会や世界とかかわりよりよい人生を送るかを考えていくこと（学びを

人生や社会に生かそうとする学びに向かう力・人間性等の涵養）を含む。 

 

 目標＜小学校・中学校＞ 

 海の豊かな自然と親しむ活動や身近な地域社会の中で海とのつながりを感じることができるよう

な体験活動、海や地域について調べる活動、その保全活動などの体験を通して、海や地域に対する

関心を高めるとともに、海洋環境、水産資源、船舶運輸など海洋と人間の関係及び海を通した世界

の人々との結び付きについて理解させ、社会の形成者としての資質・能力を養う。 

【海洋教育「ひろの学」 ４つの視点】 

 海に親しむ 海を知る 海を守る 海を利用する 
海の豊かな自然や身近
な 地 域 社 会 の 中 で の
様々な体験活動を通し
て、海や地域に対する豊
かな感受性や海に対す
る関心等を培い、海の自
然に親しみ、海に進んで
かかわる。 

海や地域の自然や資源、
海や地域をとりまく人
や社会との深いかかわ
りについて関心をもち、
進んで調べようとする。 

海や地域の環境につい
て調べる活動やその保
全活動などの体験を通
じて、海や地域の環境保
全に主体的にかかわろ
うとする。 

水産物や資源、船舶を用
いた人や物の輸送、ま
た、海を通じた世界の
人々との結びつきにつ
いて理解し、それらを持
続的に利用することの
大切さを理解し、自分な
りの考えをもつ。 

 

 

【小学校第１学年から第２学年】 

 生活科で行う 

 

【小学校第３年生及び第４学年】 

 海洋教育の 4 つの視点を意識しながら、洋野町の「人」、「もの」、「こと」をとらえ、海や自分た

ちの住む地域に愛情と誇りをもち、それらを大切にしていこうという態度を育てる。 

 

【小学校第５学年及び第６学年】 

 海洋教育の４つの視点を意識しながら、洋野町の海を取り巻く課題に目を向け、世界とつながる

海や自分たちの郷土を愛する心を育み、海や地域のために主体的に判断し行動し、よりよい未来を

めざそうとする態度を育てる。 

 

【中学校】 

洋野町の魅力を実感するとともに、進んで海や地域に関わり、海洋の機能と役割、海の歴史や民

族、産業に関心をもち、自分なりに分析したり解釈したりして表現することを通して、生態系のバ

ランスや海洋環境保全などについて考え、直面している危機を回避し、持続的・発展的な未来に向

かって、地域や社会とともに取り組もうとする態度を育てる。 
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「海洋教育 『ひろの学』」で育成する資質・能力 

 これまでの海洋教育「ひろの学」においては、特に「言葉に力があり伝え合える子ども（言語能

力）」を育成することを重点において指導をしてきました。 

 言語能力は、話すこと、聞くこと、読むこと、書くこと、言葉を正しく使うことにとどまらず、論

理的な思考・判断・表現、よりよい人間関係を構築するためのコミュニケーション能力、想像力、仲

間と励まし合うこと、お互いに高め合うこと、思いをもって自分の考えを発信すること等を包含す

るものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 海洋教育「ひろの学」で言語能力を育成するためには、他教科や領域での言語活動の充実が必要

となります。また、海洋教育「ひろの学」で育成された言語能力が、他教科や領域における学習活動

を充実させることが期待されます。 

 

小学校は令和２年度より、中学校は令和３年度より、学習指導要領が全面実施となることを考慮

し、学習指導要領の理念をふまえ、海洋教育「ひろの学」で育成する資質・能力を次の３つの柱で捉

えることが求められます。 

（１） 知識及び技能      →「何を理解しているか、何ができるか」 

（２） 思考力・判断力・表現力等→「理解していることやできることをどう使うか」 

（３） 学びに向かう力、人間性等→「どのように社会や世界と関わり、よりよい人生を送るか」 

 

【洋野町の海洋教育「ひろの学」の評価規準】 

子どもたちの学びの姿を次の視点で整理する。（学習評価の在り方ハンドブック参照） 

（１） 知識・技能 

（２） 思考・判断・表現 

（３） 主体的に学習に向かう態度 

  

「言葉に説得力がある子ども」 

 ○洋野町の歴史・文化を尊重し、洋野町、岩手の次代を担う人材としての自覚をもつ子ども 

 ○温かい言葉で心を通い合わせる子ども 

 ○自分の考えを進んで発信することができる子ども 

 ○各教科等で身に付けた知識・技能を積極的に活用・ 

応用し、自分たちの生活や生き方を向上させていく 

ことができる子ども 

 ○友達の考え、思いを肯定的に受け止め、自分の考え 

を再構築したり、進化させたりし合える子ども 

 ○聞く・話す・読む・書くができる子ども 

 ○学習したことを自分の言葉で発信することができる 

子ども 
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「海洋教育『ひろの学』」の指導構想 

 「海洋教育『ひろの学』」の展開にあたって「子どもたちにどんな力を身に付けさせるた

めに、いつ（どの単元で）、どれだけの時数で、何を行うのか」、「その学習を展開すること

で、子どもたちに力が身についたのか」という指導の構想をもって取り組みます。 

 「海・海洋」とどのように関連させるかも大事な視点です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

どの単元で

どのように

身に付いた
力は？

単元構想・・・ 

・学校目標、学年目標とのかかわりは… 

・単元を通してどんな力を身に付けさせるのか 

・そのための題材は・・・ 

・前の学習、その後の学習とのつながりは・・・ 

手立ては・・・ 

・導入では見学を・・・、地域の方のお話を聞くかな… 

・単元の半ばでは発表を位置付けて、 

・単元の後半では、意見交流と振り返りを 

・子どもたちの探究の様子はどうかな…改善点 
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小学校・中学校 7 年間（生活科を含めて 9年間）の探究テーマ 【種市地区】 

 

学 年 探究テーマ 各学校の学習内容 

1 年生 【生活科】 

海（地域）のすばらしさに気付く 

海への親しみ 

・楽しい海、地域 

・海や地域での遊び 

 

2 年生 海への親しみ 

・海や地域にあるもの 

・生命尊重 

 

3 年生 

総 30 時間 

【海洋科・総合的な学習の時間】 

海のすばらしさと、暮らしとの

かかわりに気付く 

海洋生物と環境 

・地域の海や川にすむ

生き物 

・地域の特産 

 

4 年生 

総 30 時間 

水の循環と環境 

・防災  ・安全 

・環境保全 

 

5 年生 

総 30 時間 

【海洋科・総合的な学習の時間】 

地球規模で海洋環境を考え、実

行しようとする 

水産業と環境 

・特産物と水産業 

・洋野町の海洋環境、地

域の環境 

 

6 年生 

総 30 時間 

環境問題と未来 

・環境問題の実態 

・保全の方法 

・自分にできること 

 

中 1 年生 

総 30 時間 

特活 10 時間 

計 40 時間 

【海洋科・総合的な学習の時間】 

発展を目指す洋野町の一員とし

て、自己の役割の自覚とよりよ

い自己実現を目指し、自立して

生きていこうとする態度を育て

る。 

小学校の学習を基に地

域を考える 

・地域の企業 

・自然を活用した様々

な活動 

 

中２年生

総 30 時間 

特活 15 時間 

計 45 時間 

洋野町の未来の姿を考え

る 

・洋野町の課題やよさ 

・他地域との比較 

・世界とのつながり 

 

中３年生 

総 30 時間 

特活 10 時間 

計 40 時間 

自己実現を目指す 

・キャリアアップ 

・未来の洋野町と自分 

 

各
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
海
洋
学
習
の
内
容
を
探
究
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
位
置
付
け
る
。 

子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
柔
軟
に
単
元
を
構
成
し
た
り
、
学
習
活
動
を
位
置
付
け
た
り
す
る
。 

海
洋
科
は
小
学
校
三
年
生
か
ら
六
年
生
は
三
〇
時
間
（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
時
数
よ
り
削
減
）、
中
学
校
は
一
年
生
四
十

時
間
、
二
年
生
四
十
五
時
間
、
三
年
生
四
十
時
間
（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
及
び
特
別
活
動
の
時
数
を
削
減
）
と
す
る
。 

6



小学校・中学校 7 年間（生活科を含めて 9年間）の探究テーマ 【大野地区】 

 

学 年 探究テーマ 各学校の学習内容 

1 年生 【生活科】 

地域（海）のすばらしさに気付く 

地域（海）への親しみ 

・楽しい地域 

・地域や海での遊び 

 

2 年生 地域（海）への親しみ 

・自分の住む地域にあ

るもの 

・生命尊重 

 

3 年生 

総 30 時間 

【海洋科・総合的な学習の時間】 

地域（海）のすばらしさと、暮ら

しとのかかわりに気付く 

地域（海）の環境 

・地域の特産 

・川にすむ生き物 

 

4 年生 

総 30 時間 

水の循環と環境 

・防災  ・安全 

・環境保全 

 

5 年生 

総 30 時間 

【海洋科・総合的な学習の時間】 

地球規模で海洋環境を考え、実

行しようとする 

水産業と環境 

・農林水産業と海洋の関係 

・地域の環境、洋野の海

洋環境 

 

6 年生 

総 30 時間 

環境問題と未来 

・環境問題の実態 

・保全の方法 

・自分にできること 

 

中 1 年生 

総 30 時間 

特活 10 時間 

計 40 時間 

【海洋科・総合的な学習の時間】 

発展を目指す洋野町の一員とし

て、自己の役割の自覚とよりよ

い自己実現を目指し、自立して

生きていこうとする態度を育て

る。 

小学校の学習を基に地

域を考える 

・地域の企業 

・自然を活用した様々

な活動 

 

中２年生

総 30 時間 

特活 15 時間 

計 45 時間 

洋野町の未来の姿を考え

る 

・洋野町の課題やよさ 

・他地域との比較 

・世界とのつながり 

 

中３年生 

総 30 時間 

特活 10 時間 

計 40 時間 

自己実現を目指す 

・キャリアアップ 

・未来の洋野町と自分 

 

各
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
海
洋
学
習
の
内
容
を
探
究
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
位
置
付
け
る
。 

子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
柔
軟
に
単
元
を
構
成
し
た
り
、
学
習
活
動
を
位
置
付
け
た
り
す
る
。 

海
洋
科
は
小
学
校
三
年
生
か
ら
六
年
生
は
三
〇
時
間
（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
時
数
よ
り
削
減
）、
中
学
校
は
一
年
生
四
十

時
間
、
二
年
生
四
十
五
時
間
、
三
年
生
四
十
時
間
（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
及
び
特
別
活
動
の
時
数
を
削
減
）
と
す
る
。 
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【資料：各教科の学習との関連】 

◇小学校◇ 
学 年 社会 理科 

3 年生 ・もっとしりたいみんなの町 ・春のしぜんにとびだそう 
・こん虫を調べよう 

4 年生 
・地震にそなえる 
・水はどこから 

・物の体積と温度 
・水のすがたとゆくえ 
・物のあたたまり方 

5 年生 

・私たちのくらしと国土 
・日本にはなぜ四季があるのか 
・水産業に生きる 
・水産資源を守るために 

・天気の変化 
・魚のたんじょう 
・台風と天気の変化 
・物の溶け方 
・流れる水のはたらき 

6 年生 

・大陸に学んだ国づくり 
・幕府の政治と人々の成⾧ 
・近代国家への歩み 
・新しい時代の夜明け 

・動物のからだのはたらき 
・生き物のくらしと環境 
・大地のつくりと変化 
・人と環境 

 
◇中学校◇ 

 社会 理科 国語 他教科等 
中 1 ・世界の姿 

・世界各地の人々
の生活と環境 

・日本の姿 

・火山の姿 
・地震と災害 
・地層のでき方 
・地層がかかわる 

災害 
・水中ではたらく 
 力 

・話し方はどうか 
 な 
・鮮やかに表現す 
 る 
・質問する 
・意見文を書く 
・順序立てて説明

する 
・案内や報告文章

を書こう 
・グループディス

カッション 

【 英 語 】 The Wonderful 
Ocean 
【美術】レシピ本づくり 
【家庭科】レシピづくり 
【技術】パソコン操作 

中 2 ・世界から見た日
本の自然環境 

・日本の諸地域 
・北海道地方 
 

・水の循環 
・脊椎動物の出現

と進化 
・天気の変化を予

想しよう 
・気象災害への備 
 え 

・問題意識を持っ
て聞こう 

・要約する 
・説明する 
・レポート 
・意見文 
・プレゼンテーション 

・話合い 

【技術】パソコン操作 
【家庭科】地域の恵みを使っ
た調理実習 
【家庭科】接続可能な社会を
考える。 

中 3 ・現代の日本と世  
 界 
・私たちの暮らし

と経済 
・地球社会と私た  
 ち 

・水溶液とイオン 
・炭素の循環 
・自然環境の調査 

と環境保全 
・地球と私たちの

未来のために 
・自然の恵みと災害 

・接続可能な社会
をつくるために 

・評価しながら機 
 構 
・絶滅の意味 
・素材を生かして

表現する 
・説明する 
・条件スピーチ 
・メディアと東日

本大震災 

【技術】パソコン操作 
【家庭科】地域貢献活動 
【家庭科】保険体験学習 
【英語】Clean Energy Sources 
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副読本作成へ向けて 

  令和３年度 海洋教育副読本編集方針 

海洋教育副読本編集委員会では、これまでの経緯を踏まえつつ、海洋教育副読本作成方針について、

以下のように検討しました。 

１ 編集方針 

(1) 洋野町の海洋教育副読本の編集・作成をする。 

(2) 洋野町の海洋教育全体を示すものとなる海洋教育副読本を作成する。 

(3) 副読本を使って海洋教育「ひろの学」の学習活動を充実させたり、副読本を通して町内の

海洋教育の様子について知ったりすることができる資料になるように編集する。 

(4) 指導する先生が、より使いやすいような構成や内容にする。 

 (5) 児童生徒にとって、わかりやすい副読本となるよう、児童生徒の視点に立った表現にする。 

 

２ 編集の視点 

(1) 問題解決的な学習の流れとなるよう、構成を検討する。 

◇合本形式で構成する。 

 ・「海洋教育ひろの学リテラシー」に応じてテーマごとにページを作成する。 

 ・合本にすることで、海洋教育の全体像を理解できるようにする。 

① 全体の流れ（1つの話題について） 

   □内容を象徴するタイトル→ 

□概要（３文～４文で）→ 

□資料や体験、情報などを項目ごとに→ 

□学習の観点を示す「調べてみよう・考えてみよう」  

（見開き、あるいは 1ページで完結するように） 

 (2) どの学年でも使うことができるように配慮する。 

  ① 平易な表現※児童が自力で読んである程度意味がつかめるように。 

  ② ルビ 

③ グラフ表現の吟味 

④ 育てたい三つの資質・能力を意識した構成 

  （児童生徒の表現した例や、考えを書き込めるスペースを設けるなど） 

  ※三つの資質・能力をそれぞれ分離して編集していくことは不可能なので、あくまでも 

   意識してページを作成していく。 

(3) 写真や資料をできるだけ最新のものにする。 

  ① 写真にはできるだけ人を掲載する 

  ② 資料のねらいをより明らかに 

(4) テーマに基づいた内容を掲載する 

  例 自然の恵み（サケ、ウニ、ホヤ） 

※海洋教育ひろの学リテラシーと海洋教育副読本のページ構成（案） 
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３ 編集の方法 

(1)  写真には必ず説明を入れる。 

(2) 見開き、1ページで内容が完結するようにする。 

(3) 内容を一文で示す。（話題の提示） 

(4) 写真は各校で実践したものを使用する。 

(5) イラスト等は、印刷会社委託。趣旨やイメージをメモする。 

 

案
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令和３年度 洋野町海洋教育「ひろの学」年間スケジュール 

 

１ 洋野町海洋教育推進委員会等 

(1) 第１回海洋教育推進委員会 

①  日 時 令和３年５月 11 日（火） 

②  場 所 Zoom ミーティング 

③  内 容 令和３年度洋野町海洋教育の取組について、副読本編集の方針について 

④  参加者 各校海洋教育推進委員（１名悉皆） 

 

(2) 第１回海洋教育副読本編集委員会 

①  日 時 令和３年７月 26 日（月） 

②  場 所 洋野町民文化会館セシリアホール 

③  内 容 海洋教育副読本編集の方針、原稿の校正作業について 

④  参加者 海洋教育副読本編集委員 

 

(3) 第２回海洋教育推進委員会 

①  日 時 令和３年 10 月 27 日（水） （副読本編集委員会②同日開催） 

②  場 所 洋野町種市庁舎・Zoom ミーティング 

③  内 容 教育課程特例校制度、海洋教育海洋教育こどもサミット in 東北等について 

④  参加者 各校海洋教育推進委員（１名悉皆） 

 

(4) 第２回海洋教育副読本編集委員会 

①  日 時 令和３年 10 月 27 日（水）  

②  場 所 洋野町種市庁舎 

③  内 容 海洋教育副読本原稿の校正、副読本活用の方法について 

④  参加者 海洋教育副読本編集委員 

 

(5) 第３回海洋教育推進委員会 

①  日 時 令和４年２月 28 日（月） （副読本編集委員会③同日開催） 

②  場 所 Zoom ミーティング 

③  内 容 各校の実践交流、次年度の事業計画についてについて 

④  参加者 各校海洋教育推進委員（１名悉皆） 

 

(6) 第３回海洋教育副読本編集委員会 

①  日 時 令和４年２月 28 日（月）  

②  場 所 Zoom ミーティング 

③  内 容 海洋教育副読本の確認、次年度以降の活用について 

④  参加者 海洋教育副読本編集委員 
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２ 洋野町海洋教育事業 

(1) 海洋教育事業「海はともだち」 

①  日 時 令和３年７月 26 日（月） 

②  場 所 洋野町沿岸部、洋野町民文化会館セシリアホール 

③  内 容 磯遊び、種市高校実習船乗船体験、講演 

④  対 象 洋野町内希望児童及び引率教員 

 

(2)海洋教育事業「森はめぐる」 

①  日 時 令和３年９月 22 日（水） ※岩手緊急事態宣言発出に伴い中止 

②  場 所 洋野町内山林 

③  内 容 植林体験、講義 

④  参加者 海洋教育副読本編集委員 

 

３ 海洋教育成果発表会等 

 

(1)第９回海洋教育こどもサミット in 東北 

①  日 時 令和４年 11 月 26 日（金）  

②  場 所 Zoom ミーティング 

③  内 容 各校の研究成果の発表 

④  参加者 各校発表児童生徒 

 

(2)第９回全国海洋教育サミット 

① 日 時 令和４年２月 11 日（祝・金）  

② 場 所 Zoom ミーティング 

③ 内 容 海洋教育成果発表、全国海洋教育実践校との交流 

④ 参加者 希望校児童生徒（洋野町立中野中学校） 
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２ 洋野町立各小中学校の

海洋教育の位置付け 

  および学習指導案等 
・洋野町立種市小学校 

・洋野町立角浜小学校 

・洋野町立宿戸小学校 

・洋野町立中野小学校 

・洋野町立大野小学校 

・洋野町立林郷小学校 

・洋野町立帯島小学校 

・洋野町立向田小学校 

・洋野町立種市中学校 

・洋野町立中野中学校 

・洋野町立大野中学校 
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洋野町立種市小学校 
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 令和３年度「ひろの学」（海洋教育・復興教育）指導計画 

１ 目標 

  「いわての復興教育 いきる かかわる そなえる」の理念を根底にしながら、海に生き，海とと

もに歩んできた洋野町の歴史や文化に，「海に親しむ」「海を知る」「海を守る」「海を利用する」の４

つの観点で目を向け「ひろの学」として統合することで、自分たちの生まれ育ってきた地域に喜びと

誇りを感じ，たくましく生き抜くことができる子どもをはぐくむ。 

２ 重点 

 （１）これまでの生活科,総合的な学習の時間を中心に,教育課程を見直し，指導の充実に努める。 

 （２）復興教育の理念をさらに発展させ，海洋教育の推進に努める。 

 （３）キャリア教育、環境教育、ボランティア教育のねらいと関連付け、計画を統合していく。 

３ 内容 

 （１）各教科・領域 

    ・海洋教育に関わる単元のねらいを確認する。 

 （２）特別の教科 道徳 

    ・指導項目（郷土愛,自然愛護,生命尊重）との関わりを確認する。 

 （３）特別活動 

    ・学校行事（海浜清掃、防災訓練）、児童会活動（ボランティア活動）、学級活動（自然愛護,生

命尊重等）で児童の主体的な活動を仕組んでいく。 

     ４ 計画     

テーマ「ふるさと種市～われら海の子～」 

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 

・磯遊び 

・海浜清掃 

・磯遊びで見つ

けたものを描こ

う 

・磯遊び 

・海浜清掃 

・磯遊びで見つ

けたものを描こ

う 

・町探検 

・種市の海の生き

物を調べよう   

・海の生き物図鑑

を作ろう    

・種市の特産メニ

ューを作ろう  

・発信 

・漂着ごみ調査          

・海洋防災教室          

・防災マップで

調べよう     

・津波防災出前

講座        

・発信         

・水質調査            

・植林体験           

・磯掃除     

・自分にでき

ることを考え

よう 

・発信          

 

・磯掃除      

・他地域の様子調べ        

・種市との比較をし

よう 

・種市の町作りを考

えよう        

・学びのまとめ、発

信（海洋サミット）    

５ その他（留意点等） 

 （１）令和３年度「海洋教育子どもサミット」への参加体制を整えていく。 

   ①課題解決学習と発信・発表活動を計画的に仕組んでいく。 

   ②コミュニケーション能力の育成をめざし、様々な学習活動を仕組む。 

   ③学習環境整備にあたっては、洋野町教育委員会や東大海洋アライアンスの協力を積極的に仰ぐ。 

   ＊副読本は令和３年度中に完成・配布予定。 
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「ひろの学」全体構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 海に親しむ（いきる） 海を知る（いきる・そなえる） 海を守る（かかわる・そなえる） 海を利用する（かかわる） 

１ 
年 
生 

・磯遊び 
・磯遊びで見つけたものを描
こう 

【環境】 

・磯遊び 
・磯遊びで見つけたものを描こう 
 
【環境】 

・海浜清掃 【キャリア】 
【ボランティア】 
・海洋環境紙芝居  【環境】 
【防災】 

 

２ 
年 
生 

・磯遊び 
・磯遊びで見つけたものを描
こう 

【環境】 

・磯遊び 
・磯遊びで見つけたものを描こう 
 

【環境】 

・海浜清掃 【キャリア】 
【ボランティア】 
・環境紙芝居【環境】【防災】 

 

３ 
年 
生 

・種市の海の生き物たち 
【環境】 

・種市の宝物（自然・町） 
【キャリア】 

・海の生き物図鑑 【環境】 
【キャリア】 
 

・大野地区体験【キャリア】 
【環境】 

・種市の海の生き物 
【キャリア】 

・海の生き物を守ろう 
【環境】【キャリア】 

・海浜清掃 
【環境】【キャリア】 
【ボランティア】 

・特産メニューを作ろう 
【キャリア】 
 

 

４ 
年 
生 

 

・津波防災教室 【防災】 
・海洋環境教室 【環境】 
・漂着ゴミの調査【環境】 
【ボランティア】 
・防災マップで調べよう【防災】 

・津波防災教室【防災】 
・海洋環境教室【環境】 
・漂着ゴミの調査【環境】 

【ボランティア】 

・種市の町づくり提案 
【キャリア】 

（大野地区見学）【キャリア】 
【環境】 

５
年
生 ・海浜施設・作業見学 

【キャリア】 
 

・種市の海と森（社会科の発展） 
【環境】【キャリア】 
 
 
 

・種市の海と森 
【環境】【防災】 
・海浜清掃 

【環境】【ボランティア】 
 

・種市の海と森（社会科の発展） 
【キャリア】 
【ボランティア】 

 

６ 
年 
生 ・他地域探索 

・他地域 
施設見学【キャリア】 

・ふるさと種市に生きる 
～先人の働きや地域産業等で
働く人～ 

キーワード 
南部もぐり,ウニ栽培,地元漁師,
水産加工場,飲食業など 
 

 

・種市の海 再発見 
【キャリア】【環境】【防災】 
【ボランティア】 
 
＊様々な視点で自分の学びをま

とめる 

 
・津波避難訓練     【防災】  
・3.11 集会       【防災】【キャリア】【ボランティア】  ⇒   
・「ようこそ先輩講演会」 【キャリア】        
・遠足 ・宿泊学習  ・修学旅行   【キャリア】 
 

 

学校教育目標 

・進んで学習する子ども（頭が元気） 

・思いやりのある子ども（心が元気） 

・進んで体をきたえる子ども（体が元気） 

めざす子ども像 

海に親しむ 

海の自然に親しみ，

進んで関わろうとす

る子ども 

海を知る 

海について進んで調

べようとする子ども 

 

海を守る 

海の環境保全に主体

的に関わろうとする

子ども 

海を利用する 

先人達はどのようにして海の

恵みを教授してきたのか,地域

に根ざした産業など,海を持続

的に利用することの大切さを

理解できる子ども 

テーマ   「 ふるさと種市 ―われら海の子― 」 

全校行事 
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学期 １   学   期 ２   学   期 ３   学   期 
総時数 

学年  月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ２ ３ 

 

１ 

 

年 

 

 

  

 

 

 

  

  

 

１ ０ ２ 

 

関連;国語 

   図工 

 

２ 

 

年 

 

 

     

 

１ ０ ５ 

 

関連；国語 

      図工 

 

 

３ 

 

年 

 

 

「 ふ る さ と 種  市 ―われら海の子―」  学年テーマ「種市のたからもの」        ※ コンピュータリテラシー・・各活動とリンク 

    

総合 ４０ 

海洋 ３０ 

 

 

４ 

 

年 

 

「ふ る さ と 種  市 ―われら海の子―」  学年テーマ「すみよい町 種市」         ※ コンピュータリテラシー・・各活動とリンク 

    

総合 ４０ 

海洋 ３０ 

 

 

５ 

 

年 

 

 

 

「 ふ る さ と 種  市 ―われら海の子―」 学年テーマ「森と海の恵み」            ※ コンピュータリテラシー・・各活動とリンク 

  

 

 

 

 

  

 

総合 ４０ 

海洋 ３０ 

 

 

６ 

 

年 

 

 

「 ふ る さ と 種  市―われら海の子―」 学年テーマ「ふるさと種市再発見」            ※ コンピュータリテラシー・・各活動とリンク 

    

総合 ４０ 

海洋 ３０ 

 

みんななかよし【６】 

 １みんなであそぼう（６） 

なかよしたんけんたい【２６】 
１学校を探検しよう（１３） 

２ぽかぽか春探検（３） 

 海遊び 

    

なかよしたんけんたい【１３】 

 ３ぎらぎら夏探検（３） 

 ４海となかよし（１０） 

  

おおきくなあれ【３５】 
１アサガオを育てよう（１１） ２野菜を育てよう（10） ３動物をみにいこう（５） ４収穫祭をしよう（６） 

  令和３年度 種 市 小 学 校   「 生 活 科 」・「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 」・「海洋科」  年 間 単 元 一 覧 表 

 

なかよしたんけんたい【１０】 
 ５はっぱの秋探検（１０） なかよしたんけんたい【３】 

 

みんななかよし【１９】 
 ３なかよし家族（１２） 
 ４ありがとう６年生（３） 

 ５ようこそ１年生（４） 

みんなあつまれ【６】 

キラキラひまわりたんけんたい【８】 
１通学路でみつけよう 

２町のひみつを教えよう 

  磯あそび 

生きものをそだてよう【２４】 
       １野菜を育てよう（１４） ２生き物を探そう（６） ３生き物を飼おう（４） 

キラキラひまわりたんけんたい【１４】 

３乗り物探検（８） 

４海となかよし（６） 

キラキラ秋まつり【２０】 

 １まつり博士 

 ２さあ、まつりだ 

めざせあそび名人【１５】 

  １昔の遊びや外国の遊びを楽しもう 

 ２お正月楽しかったよ 

あしたへ ジャンプ 【１８】  

 １小さい頃のわたし 

 ２私の物語 

 ３もうすぐ３年生 

オリエンテー

ション 

（２ｈ） 

 

      

種市ふるさとのたからもの① 【総合２７】 

・教室をとび出そう  （町見学・インタビュー・調べ学習）（20) 

・心で感じるハンディキャップ （体験学習）               (7) 

  

 

ぼくらは種市たんけん隊；関連社会【海洋３０ｈ】 
・種市の海の生き物を調べよう  (10) 
・海の生き物図鑑を作ろう       (10) 
 （磯あそび発展、海の子絵画） (10 
) 
 

オリエンテ

ーション 

（１ｈ） 

       

すみよい町 種市 ①【総合１０ｈ 海洋１３ｈ】 

・町民生活の問題   （町内施設見学等）  (総 10) 
 ・漂着ゴミ調査                             ( 海 8) 
 ・海洋防災教室               ( 海 5) 

すみよい町 種市 ② 【総合２０ｈ 海洋１２ｈ】 

・広域事業の役割          （総 20）  

（社会科関連 広域連合施設見学） 
・防災マップで調べよう        (海 12) 

 津波防災出前授業 

他地域の海を知ろう【総合１０ｈ  海洋１０】 
・他地域の様子を調べ、産業・文化・歴史に関心を持つ。 (総 10) 

・種市との比較から、違いや繋がりを考える。      (海 10) 

ありがとうをつたえよう 【総合１５ 

・今自分ができること。（感謝行動計画）(10) 
・これからの自分（ふりかえり）       ( 5) 

 

種市の森と海【海洋３０ｈ】 
・森と海と人間が共存するために自分にできることを考え実行する。（海浜清掃、植林） (23)                          ・学びのまとめ、発信  (7) 

「未来に残そう青い海」をテーマに絵を描く。 

よりよい種市にしよう【総合０ｈ  海洋５】 
・種市の町づくり提案 （学習のまとめ発表会）    (総 10  海 5) 

種市の稲作を学ぼう；関連社会【総合４０ｈ】 

・稲作農家見学、インタビュー等（２学期）  （20） 

・種市の稲作の歴史を調べたり、沖縄との関わり・外国との関わりを調べたりし、種市の風土にあった農業を行う方々の思いを考える。（２学期）   (15) 

・学びのまとめ、発信    （5）  

 

オリエンテーシ

ョン 

（１ｈ） 

      

オリエン

テーショ

ン 

（２ｈ） 

      

種市の海・町 再発見 【総合１５ｈ  海洋２０ｈ】 
・他地域との比較から、種市の町つくりを再度見直す。(総 15) 

・学びのまとめ・発信。                            (海 20) 

  （海洋サミット参加をめざして） 

種市ふるさとのたからもの②【総合１３】 

・種市の特産メニューを作ろう (7) 

・瀧澤鶏舞を学ぼう      (2) 

・発信、ふりかえり            (4) 
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「海洋科（ひろの学）」の評価（３～６年） 

目標 

海の豊かな自然と親しむ活動や身近な地域社会の中で海とのつながりを感じることができるような体験活動、

海や地域について調べる活動、その保全活動などの体験を通して、海や地域に対する関心を高めるとともに、海

洋環境、水産資源、船舶運輸など海洋と人間の関係及び海を通した世界の人々との結び付きについて理解させ、

社会の形成者としての資質・能力を養う。 

 

【海洋教育「ひろの学」 ４つの視点】  

海に親しむ 海を知る 海を守る 海を利用する 
海の豊かな自然や身近な地域社会

の中での様々な体験活動を通して、

海や地域に対する豊かな感受性や海

に対する関心等を培い、海の自然に

親しみ、海に進んでかかわる。 

海や地域の自然や資

源、海や地域をとりまく

人や社会との深いかかわ

りについて関心をもち、

進んで調べようとする。 

海や地域の環境について

調べる活動やその保全活動

などの体験を通じて、海や

地域の環境保全に主体的に

かかわろうとする。 

水産物や資源、船舶を用いた人や物

の輸送、また、海を通じた世界の人々

との結びつきについて理解し、それら

を持続的に利用することの大切さを理

解し、自分なりの考えをもつ。 

【育成を目指す資質・能力】 

学年 
探求 

課題 
知識・技能 

思考・判断・表現 
学びに向かう力・人

間性 課題設定 情報収集 整理・分析 まとめ・表現 

３
・
４
年 

自然環境

と防災 

地域には豊かな自然環境が

あることや自分たちの生活

と大きく関わっていること

に気づく。 

身近な地域の環境

や防災に関して、問

いをもち解決方法

を考える。 

既習の方法を生

かして、自分の知

りたい情報を収

集する。 

情報を整理・分析し

自分の考えをもつ。 

目的や相手に応じ

て分かりやすく表

現する。 

主体的・協働的に学ぶ。 

地域に愛情と誇りをもつ 

５
・
６
年 

ふるさと

種市 

身近な自然環境や地球規模

で起きている環境問題につ

いて理解し、持続可能な開発

と自分たちの生き方との関

わりに気づく。 

自然環境のつなが

りや環境保全、未来

の町づくりに関し

て問いをもち、解決

方法の見通しをも

つ。 

適切な方法を考

え調査し、得た情

報の中から必要

なものを取捨選

択する。 

情報を整理・分析し

必要な情報を選び

ながら自分の考え

をもつとともに、実

行可能な方法を考

える。 

目的や相手に応じ

て、調査・分析をも

とにした根拠をも

ち、自分の考えが伝

わるように表現す

る。 

主体的・協働的に学ぶ。 

未来の種市や地球のために、自

分たちができることや地域に

広めていきたいことを考えた

り実際に行動したりする。 

【単元計画 （４つの視点：海に親しむ・海を知る・海を守る・海を利用する）】 

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

視点 海に親しむ 

海を知る 

海に親しむ 

海を知る 

海に親しむ 

海を知る 

海を知る 

海を守る 

海を知る 

海を守る 

海を守る 

海を利用する 

単元名 磯遊び 

環境紙芝居 

磯遊び 

海の絵 

 

〇ぼくらは種市た

んけんたい 

・磯遊び 

・海の生物図鑑 

・海の絵をかこう 

〇私たちの海 

・海浜清掃 

・漂着ごみ調査 

・海洋環境教室 

〇すみよい町種市 

・防災マップで調べよう 

・津波防災教室 

〇種市の森と海 

・海浜清掃 

・水生生物調査 

（水質調査） 

（植林体験） 

・海、山、川のつながり 

〇ふるさと種市再発見 

・環境について見直そう 

〇海洋サミットに参加しよう 

・未来の町づくり 

・環境によい生活 

【指導方法】 

指導方法 指導体制 

〇体験的活動の重視 〇担当者や学年会における連絡調整と支援体制の確立 

〇地域の関係機関、保護者・地域の方との連携（地域 CO） 

評価計画 

〇観点別学習状況を把握するための評価 

〈評価の観点〉  ①知識・技能  ②思考・判断・表現  ③主体的に取り組む態度 

〇作成資料・ノートを活用した評価   〇年間指導計画の改善と実施 

家庭・地域との連携 

〇海洋関係施設への見学等の要請     〇地域の方や団体への協力要請 

〇体験活動や移動の際の保護者の協力   〇教育委員会、その他専門の知識をもつ方の授業援助 

教科との関連 

〇海と関わる学習内容、技能を横断的総合的に関連させていく〈カリキュラムマネジメント〉 
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１ 全学年共通目標  

「いわての復興教育 いきる かかわる そなえる」の理念を根底にしながら、海に生き、海とともに歩んできた洋野町の歴史や文化に「海に親しむ」「海を知る」「海を守る」「海

を利用する」の４つの観点で目を向け「ひろの学」として統合することで、自分たちの生まれ育ってきた地域に誇りを感じ、たくましく生き抜くことができる子どもを育む。 

２ 3学年の重点目標 

  「種市のたからもの」をテーマに身近な地域の自然、社会、文化の様子やそこに住む人々の良さを知る。 

 

学期 １   学   期 ２   学   期 ３   学   期 
備考 

 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ２ ３ 

単 

元 

名 

 

 

「 ふ る さ と 種  市 ―われら海の子―」  学年テーマ「種市のたからもの」        ※ コンピュータリテラシー・・各活動とリンク 

    

 

  

親 

し 

む 

    

 

 

知 

る 

 

 

守 

る 

 

  

 

 

 

 

  

 

  

活 

用 

す 

る 

 

 

  

  種 市 小 学 校   「総合的な学習の時間・海洋科」  ストーリーマップ 

 

オリエン

テーショ

ン（２） 

      

 

種市ふるさとのたからもの① （２７）  【＊総合】 

・教室をとび出そう  （町見学・インタビュー・調べ学習）  (20) 

・心で感じるハンディキャップ （体験学習）                  ( 7) 

 

       

 
ぼくらは種市たんけん隊（３０）   【＊海洋】 
・種市の海の生き物を調べよう (10) 
・海の生き物図鑑を作ろう      (10) 
・海の絵をかこう      (10)  

 

種市ふるさとのたからもの②  （１３）【＊総合】 

・種市の特産メニューを作ろう (7) 

・瀧澤鶏舞を学ぼう      (2) 

・発信、ふりかえり            (4) 

   

 
・磯遊びで発見 （体験学習） 
  ＊地域の方と交流しながら活動させたい。 
 
 

・探検、見学（漁協、栽培センター、産直等） 
・海の生き物調べ（図書館、インターネット、漁協等） 
   

・海の子絵画展作品に取り組む 
 ＊海の良さを表現させたい。 
 ＊生き物の絵はリアルに描かせたい。 
・生き物図鑑、絵画集作成 

 
・特産品を調べる（取材・紹介） 
・GT による出前授業等（郷土食試食） 

 

・町に出よう（探検計画  関連；社会科） 

  ＊町の自慢、行ってみたいところ、お薦めの場所をポイントに計画

させる。 
 
 
・探検。見学、インタビュー（公共施設、商店、観光施設等） 
  ＊施設の機能や景観だけでなく、そこで働く人々の様子や思いを捉

えさせたい。 
  ＊関連してボランティア体験も入れたい。 

 
・見学、インタビューを新聞にまとめる。 
 ＊町の良さ、海の大切さに気付かせたい。 
・新聞掲示、感想交流等 
 ＊今後の課題追求につながるように交流させたい。 

・特産メニューを考える。 
  ＊地元の方に手伝ってもらいながら、

実現可能なメニューを考案する。 
 
・調理、試食（体験学習） 
  ＊生ものはGTが扱い、児童は見学する。 
  ＊海産物だけでなく、様々な食材を教  

＊食と「資源を守る」を関連づけて
考えさせる。 

 
 
・特産品メニューの PR 

（新聞、ポスター、お礼状等） 
 ＊食と「資源を守る」ことを関連づけ

て考えさせる。 
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１ 全学年共通目標  

「いわての復興教育 いきる かかわる そなえる」の理念を根底にしながら、海に生き、海とともに歩んできた洋野町の歴史や文化に「海に親しむ」「海を知る」「海を守る」「海

を利用する」の４つの観点で目を向け「ひろの学」として統合することで、自分たちの生まれ育ってきた地域に誇りを感じ、たくましく生き抜くことができる子どもを育む。 

２ ４学年の重点目標 

  「すみよい町 種市」をテーマに自分たちができる防災や町づくりについて考える。 

 

学期 １   学   期 ２   学   期 ３   学   期 
備考 

 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ２ ３ 

単 

元 

名 

 

 

「 ふ る さ と 種  市 ―われら海の子―」  学年テーマ「すみよい町 種市」        ※ コンピュータリテラシー・・各活動とリンク 

                                     

発展・発信 

追求 

  

 

  

親 

し 

む 

    

 

 

知 

る 

 

 

守 

る 

 

  

 

 

 

 

  

 

  

活 

用 

す 

る 

 

 

  

 

  種 市 小 学 校   「総合的な学習の時間・海洋科」  ストーリーマップ 

オリエン

テーショ

ン（１） 

     

すみよい町 種市 ② （２０） ＊【総合】 

・広域事業の役割 （社会科関連 広域連合施設見学） (20) 
すみよい町 種市 ①(１０) ＊【総合】 

・町民生活の問題   （町内施設見学等）  (10) 
 

よりよい種市にしよう（１０） ＊【総合】 

・種市の町づくり提案 （学習のまとめ発表会） 

 

 
・生活ごみ調査（関連；社会科） 
・ゴミ集積所、町民生活科見学 
・海洋環境教室、海浜清掃、漂着ゴミ調査 
  ＊八戸海上保安庁の出前授業から、課題を見つけて活

動する。 

   

 
・海の子絵画展作品に取り組む（関連；図工） 
 ＊海の良さを表現させたい。 
 ＊海浜清掃活動と関わらせ「いつまでも残そう

青い海」というテーマを意識させる。 
・海浜清掃、漂着ゴミ調査結果を新聞にまとめ、

地域に啓蒙する。 

 
・学習したことを発表原稿、ポスター等にま

とめる。 
  ＊発表を聞き合い、感想を交流すること

で学習成果を確かめさせる。 
  ＊保護者、他学年等、相手意識をもたせ

て発表内容を考えさせえる。 
  ＊防災以外（町づくり）にも、視点を広

げたい。 

 
・津波防災教室①（種市高校海洋開発科の出前授業） 

＊防災とともに、種市高校海洋開発科の取り組み方や、学科

の特性についても学ばせたい。 
・津波防災教室②（消防署、広域連合の出前授業） 
 ＊実際に防波堤や水門、被災の様子を見学することで、防災意

識を高めたり、具体的な防災技能を学ばせたりしたい。 
 

 
・防災マップの活用 
  ＊既成の防災マップを活用し、自分の家、学校、遊び

場等の状況の確認し、防災の趣味レーションをす
る。 

・新聞掲示、感想交流等 
 ＊今後の課題追求につながるように交流させたい。 

 
・学習成果発表会 

＊誰に発表するかも含めて計画させ
る。 

＊GT 等、学習に関わった方々に成果を
お知らせすることで感謝を伝える。 

わたしたちの海  ①(１３) ＊【海洋】 
 ・漂着ゴミ調査                             (8) 
 ・海洋防災教室               (5) 

すみよい町 種市 ② （１２） ＊【海洋】 

・防災マップで調べよう               (12)  
学んだことを広めよう （５） ＊【海洋】 

・発信しよう       (3)  ・まとめ   （2）  
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１ 全学年共通目標  

「いわての復興教育 いきる かかわる そなえる」の理念を根底にしながら、海に生き、海とともに歩んできた洋野町の歴史や文化に「海に親しむ」「海を知る」「海を守る」「海

を利用する」の４つの観点で目を向け「ひろの学」として統合することで、自分たちの生まれ育ってきた地域に誇りを感じ、たくましく生き抜くことができる子どもを育む。 

２ ５学年の重点目標 

  「森と海の恵み」をテーマに、地形、気候等の自然環境との関りで海を捉えななおし、洋野町の種市地域（海側）と大野地域（山側）をつながりでと

して学習する。 

 

学期 １   学   期 ２   学   期 ３   学   期 
備考 

 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ２ ３ 

 

 

単 

元 

名 

 

 

「 ふ る さ と 種  市 ―われら海の子―」  学年テーマ「森と海の恵み」        ※ コンピュータリテラシー・・各活動とリンク 

                                     

 

  

 

  

親 

し 

む 

    

 

 

知 

る 

 

 

守 

る 

 

  

 

 

 

 

  

 

  

活 

用 

す 

る 

 

 

  

 

 

  種 市 小 学 校   「総合的な学習の時間・海洋科」  ストーリーマップ 

オリエン

テーショ

ン（１） 

      

種市の農業を学ぼう（関連；社会）（２０)  ＊【総合】 

・農家農家見学、インタビュー等 （２学期）        

・種市の農業の歴史を調べたり、外国との関わりを調べたりし、 

種市の風土にあった農業を行う方々の思いを考える。  

 

種市の森と海（２３） ＊【海洋】 
・森と海と人間が共存するために自分にできることを考え実行する。（海浜清掃） 
・「未来に残そう青い海」をテーマに絵を描く。 

・水生生物調査 

・雑穀、米粉を使った「こびる」（郷土食）を試食する。（GT） 

・全国の特産品について調べる。 

  ＊郷土食から、土地の自然環境や文化のちがいに興味をもたせたい。 

 

 
・ひろのまきば天文台「天文教室」に参加 
・海浜清掃 
  ＊洋野町を地形・自然環境・産業等の観点から大まか

に捉えさせ、「海」と「森」のつながりを追究すべ
き課題とする。 

 
・学習したことを発表原稿、ポスター等にまとめる。 
・発表会を行う。 
 
  ＊発表を聞き合い、感想を交流することで学習

成果を確かめさせる。 
  ＊保護者、他学年等、相手意識をもたせて発表

内容を考えさせえる。特に、4年生に引き継い
でもらうための発表とさせたい。 

   

 
・「未来に残そう青い海」をテーマに作品を作る。（関連；図工） 
・海と森のつながりをレポートにまとめる。 

＊海浜清掃、植林のように、自然環境を守るために自分ができる
ことを考えさせる。 

                      

・やませ対策、水管理、品種改良について調べる 

（関連；社会科） 

  ＊稲作の苦労・工夫をとらえさせたい。 

   

・「森は巡る」事業に参加 
  ＊植林体験を通し、植物・生物・水・土・

川・、、、、多様な視点で種市（海側）と

山側がつながっていることを捉えさせ

たい。 
 

種市の林業を学ぼう（関連；社会）（２０) 

・林業に関わる工場見学、インタビュー等 （２学期）       

・種市の林業の仕組みを調べ、環境に配慮して林業を行う方々 

の思いを考える。 

 ・植林体験 

種市の森と海（7） ＊【海洋】 

・海、山、川のつながりを考えよう。 

・まとめ 
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１ 全学年共通目標  

「いわての復興教育 いきる かかわる そなえる」の理念を根底にしながら、海に生き、海とともに歩んできた洋野町の歴史や文化に「海に親しむ」「海を知る」「海を守る」「海

を利用する」の４つの観点で目を向け「ひろの学」として統合することで、自分たちの生まれ育ってきた地域に誇りを感じ、たくましく生き抜くことができる子どもを育む。 

２ ６学年の重点目標 

  「ふるさと種市 再発見」をテーマに、これまでの学習をふまえ、ふるさと種市を見つめ直す学習をするとともに、学習のまとめとして自分ができる

活動を計画・実践する。 

 

学期 １   学   期 ２   学   期 ３   学   期 
備考 

 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ２ ３ 

 

 

単 

元 

名 

 

 

「 ふ る さ と 種  市 ―われら海の子―」  学年テーマ「ふるさと種市 再発見」        ※ コンピュータリテラシー・・各活動とリンク 

 

                                   

 

  

 

  

親 

し 

む 

    

 

 

知 

る 

  

守 

る 

 

  

 

 

 

 

  

 

  

活 

用 

す 

る 

 

 

 

 

 

  種 市 小 学 校   「総合的な学習の時間・海洋科」  ストーリーマップ 

オリエン

テーショ

ン（２） 

      

 

・修学旅行の学習計画を立てる 

・事前学習（自然環境、産業、観光 等） 

   ＊種市との比較で他地域の概要・特徴をつかませる。 

 

・修学旅行（漁業・海洋施設見学、観光地散策） 

   ＊実際に見学、散策して気づいたことや疑問に思ったことを

追究課題につなげる。 

 

 

 
・学習のまとめとして自分に出来ることを実践する計画を立てる。 

＊実践の根底に学習できたことへの感謝、地域・学校への感謝
を据えるように助言する。 

・感謝行動を実践。 
・実践のまとめを発表原稿、ポスター等にまとめる。 
・発表会を行う。 
  ＊発表を聞き合い、交流することで学習成果や自分たちの成長を

確かめさせる。 
  ＊保護者、他学年等、相手意識をもたせて発表内容を考えさせる。 

 

・海洋サミット参加する（代表者） 

・海洋サミット報告会（4～6年） 

  ＊自校の学習成果を確かめるとともに、

他地域の実践から刺激を受けたり、学

びとったりさせたい。                     

                       

 
・修学旅行での学習をもとに「種市再発見」の課題を立てる。 
  ＊他地域との比較をポイントに、共通点と相違点に着目

させる。 
・「種市再発見」をテーマに課題追究する。（調べ学習） 
  ＊海洋サミットでの発表をめざす。 
  ＊種市の活性化、防災、PR、等から、グローバルな視

点につながる追究をさせたい。 

 
他地域の海を知ろう（１０） ＊【総合】 
・他地域の海の様子を調べる（地理・産業・歴史等） (10) 

種市の町作りを考えよう １５【総合】 
・他地域との比較から、種市を見つめ直す                    (10) 

・「種市 再発見」学習課題追究。                           (5) 

       （海洋サミット参加をめざして） 

感謝の気持ちをもとう （１５）＊【総合】 

・今自分ができること。（感謝行動計画） 
・これからの自分（ふりかえり） 

環境について見直そう（１０）【海洋】 
・磯掃除 

・地球環境調査  

       （海洋サミット参加をめざして） 
海洋サミットに参加しよう（２０）【海洋】 
・学習したことをまとめ、深めよう（再調査・インタビュー）  （１０） 

・発信準備   ・海洋サミット参加             （１０） 
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第４学年 ひろの学（海洋科）時間指導案 

洋野町立種市小学校 

 

 

１ 単元名「すみよい町 種市① ～漂着ごみ調査～」 

 

２ 単元の目標 

  ・身近な地域の環境問題に目を向け、自然環境を守ろうとする意欲を高める。 

  ・ごみ調査の体験を通して、どんな問題があるか知り、自らが環境改善に対してできる

取り組みを考え、発信・実践しようとする態度を育てる。 

 

３ 単元について 

 （１）児童について 

 児童は、１年生から３年生で磯遊びや海の生き物図鑑作成などを通して、海に親しみなが

ら生き物や自然を大切にしようという思いを深めてきた。また、１年生の時は、八戸海上保

安部の協力のもと、海を守る取り組みについての学習も行っている。 

 ただ、海に関わる経験は学校生活に限定される児童も多く、海と接する機会は多くはない。 

 

 （２）教材について 

現在世界中で、地球温暖化や大気汚染、食料廃棄など多くの問題が挙げられている。中で

も、近年話題に多く取り上げられるのは海洋プラスチック問題である。人類にとってプラス

チックは非常に便利なものでありながらも、ごみとして放置してしまうことにより、巡り巡

って最終的には人間に害を与えるものでもある。 

身近な地域のごみを調査することにより、環境問題に対してより意識を向けさせていき

たい。 

 

 （３）指導について 

海を身近に感じながらも、直接的な経験が乏しい児童に、意図的に海に親しむ経験と、

海の大切さを知り、海を守ろうとする気持ちを育てる活動を行わせたい。また、実際に海

浜清掃とごみの分別調査を実施することで、環境問題に目を向けさせ、自分にできること

を考えさせるとともに、実践していこうとする意欲の増長を図りたい。さらに、八戸海上

保安部さんと連携したり、世界環境デーに合わせて行ったりすることで、海洋に対する視

野を種市から世界へと広げさせたい。 
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４ 指導と評価の計画 

単元計画 ８時間【4年 海洋科  漂着ごみ調査】 ＋関連行事３）   計１１時間 

過

程 

主な学習内容 育てたい力（評価規準と方法） 

親しむ 知る 守る 利用する 

つ 

か 

む 

 

①漂着ごみについて予想

する。 

②漂着ゴミ調査について

知る。 

③漂着ゴミ調査の準備を

する。 

 ・生活経験から

予想する。 

・生活ごみと比

較する。（関連；

社会科） 

・自然環境の

大切さを想起 

（1年時の海

洋教室想起） 

 

調
べ
る
・
体
験
す
る 

（
学
校
行
事
含
む
） 

④八戸海上保安部出前授

業（海洋環境教室） 

 

 

 

⑤～⑦ 

海浜清掃（行事３） 

・４～６年が全員で行

う。 

（八戸海上保安部、保護

者、地域ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの協

力あり） 

  

 

⑧⑨ 

漂着ごみ調査 

・回収したごみを分別

し、調査シートに記録

する。 

 

 

 

 

 

 

・海浜がき

れいになっ

たことを確

かめ、これ

からも地元

の海を大切

にする気持

ちを育て

る。 

・海洋環境保全

について理解す

る。 

・海洋環境が

様々な影響を及

ぼすことを理解

する。 

 

・漂着ごみの様

子（場所、量、

種類等）に気を

つけながら、海

浜清掃をする。 

 

 

・漂着ごみ調査

の仕方を知

る。 

（分別、記録方

法等） 

・海洋環境保

全に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

る 

本

時 

⑩学習したことを発信。 

・調査シートから気づい

たことを共有する。 

・発信する（発表会、新

聞、通信等） 

 

 ・友達と交流

し、環境保全に

関わる知識や考

えを深める。 

・環境保全に

関わる決意

表明や提案

をする。 

・漁業へ

の影響に

気づき、

関係者に

発信す

る。 

ひ 

ろ 

げ 

る 

 

⑪次年度への展望 

・次年度へ向け活動の視

点をもつ。 

・さらに調べてみたいこ

とへの意欲付け。 

 ・今後の学習に

つながる課題を

見つける。（住み

よい町つくり） 
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５ 本時の指導（１０/１１時間） 

 （１）目標 ・ごみ調査のデータから、問題点をみつける。 

 

 （２）展開 

段

階 

学習活動 ・指導上の留意点 

◇評価 

導

入 

 

10

分 

１ 海浜清掃の様子を振り返る 

  ・ごみがたくさんあった。 

  ・調査が大変だった。 

２ ごみ調査のデータを提示する。 

 

 

 

・写真等を用い、想起しやすくする。 

 

・特徴的なデータを全体で確認する。 

 

 

 

◇データから、課題を見つけている。 

展

開 

 

25

分 

３ 調査から分かったことをまとめる。 

 ・缶やペットボトルが多かった。 

 ・ビニール、プラスチックが多かった。 

 ・ガラス等危険物があった。 

 ・生活ごみ（陸からでたもの）が多い。 

 

４ どんな問題があるのか考える。 

 ・海が汚れ、生き物に害がある。 

 ・魚がとれなくなる。 

 ・海が汚れると温暖化等にも影響がある。 

 

・個別学習の後で、班ごとに交流し考

えをまとめる。 

 

 

・班ごとで考えをまとめ発表する。 

◇データを見ながら、生活経験やこれ

までの学習をもとに、問題点を考えよ

うとしている。 

 

ま

と

め 

 

10

分 

５ 調べてみたいことの交流 

 ・海洋汚染の影響について 

・ごみを減らす取り組みについて 

 

 

６ 次時の確認 

・問題点として出されたことから、調

べてみたいことをたくさん出させる。 

 

・本やインターネットを使い、海とご

みに関する調べ学習を行うことを確認

する。 

 

  

○ごみ調査のデータから、問題点をみつけよう。 
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第６学年 ひろの学（海洋科）指導案 

洋野町立種市小学校 

 

１ 単元名「種市の町 再発見」 

 

２ 単元の目標 

  ・これまでの体験や学習してきたことを振り返り、現在の地球規模や地域の問題に再び

目を向けながら、その解決策や種市の未来について考えをまとめる。 

  ・相手意識をもち、明確に伝わる表現方法の工夫をして発表する。 

 

３ 単元について 

 （１）児童について 

 児童は、１年生から３年生で磯遊びや海の生き物図鑑作成などを通して、海に親しみなが

ら生き物や自然を大切にしようという思いを深めてきた。また、４年生から６年生では、浜

清掃の活動を行っている。他にも、植林体験や水質調査、地域の漁業に関わる施設見学など

を通して、海洋についての知識を深めてきた。 

 ただ、現在の問題や取り組みに目を向けることは多かったものの、今後のことについて考

える機会や表現する機会は必ずしも多くなかった。 

 

 （２）教材について 

 今回の学習は、小学校での学習のまとめとして位置づけられる。また、国語科の学習にお

いても、未来の町づくりについて考える単元がある。それらを統合しながら、小学校での海

洋のまとめを、未来の町づくりをテーマにしながら考えさせていく。 

 

 （３）指導について 

国語科の「町の幸福論」と関わらせて、種市の海や町の未来を考えさせていきたい。そ

の際、他の地域が実践していることだけに目を向けさせるのではなく、地域の実態を再度

見直し、「種市だからこそできること」や、「この地域の住民であるからこその願い」な

ども取り入れながら考えさせたい。また、海洋サミットや海洋カンファレンス、校内の下

級生に伝えていくことなど、相手意識を持たせながら表現方法の工夫の仕方も指導してい

きたい。 
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４ 指導と評価の計画 

単元計画 

過

程 

主な学習内容 育てたい力（評価規準と方法） 

知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう力・人間性 

つ 

か 

む 

１ 

①これまでの海洋につい

て体験したことや学んだ

ことを出し合う。 

・環境、防災、資

源、森や川とのつ

ながりなどを想起

する。 

  

調
べ
る
・
ま
と
め
る
７ 

②テーマを決める 

 

 

 

 

③④テーマに沿って、再

調査を行う。 

 

 

 

 

 

⑤⑥⑦発表資料にまとめ

る。 

 ・発表原稿の作成 

 

 

 

⑧発表練習・表現の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

・環境保全の取り

組みについて再調

査する。 

 

 

 

 

・考えを伝えるた

めの説明手順や資

料を工夫する。 

・学習してきたこと

を基に、伝えたいテ

ーマを考える。 

 

 

・他地域での取り組

みや工夫しているこ

との情報を集める。 

・町づくりの視点か

ら海との共存をさぐ

る。 

 

・まとめる過程を通

して、自分の考えを

深め整理する。 

 

 

 

・友達の発表を聞

き、自分の発表を振

り返り修正する。 

・海と関わる産業や

町づくりに目を向け

てテーマを考える。 

 

 

・自分事として捉

え、意欲的に調査を

行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・友達の発表を聞

き、自分の発表をよ

りよいものにするた

めに工夫や修正 

を行う。 

ま 

と 

め 

る 

３ 

⑩～⑫学習したことを発

信。 

・発信する（校内発表・

海洋サミット・海洋カ

ンファレンス） 

 ・根拠をもち、相手

に伝わりやすい発表

をしている。 

 

 

ひ 

ろ 

げ 

る 

１ 

⑬振り返り 全体を振り返りながら、海との共存していくために、振り返りを行

う。 
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５ 本時の指導（８/１２時間） 

 （１）目標 ・発表の仕方を工夫しよう 

 

 （２）展開 

段

階 

学習活動 ・指導上の留意点 

◇評価 

導

入 

 

３

分 

１ グループと発表手順を確認する。 

   

 

 

 

・発表を聞き合い、内容や表現の改善点

を出し合うことを確認する。 

 

 

 

展

開 

 

３

５

分 

２ 発表・交流 

  ・順に発表する。 

  ・改善点を出し合う。 

 

 

３ 友達の発表や意見をもとに、自分

の発表の改善を行う。 

 

・改善点は、表現内容や発表の仕方の両

面に目を向けさせ、どのようにしていけ

ばよいものになるかを具体的に話させる

ようにする。 

 

・提示資料や発表原稿を修正し、交流す

る。 

ま

と

め 

 

７

分 

４ 振り返り 

 

・どのような改善点についての話題やア

ドバイスがあったか、全体で交流する。 

 

 

○発表の仕方を工夫しよう。 
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洋野町立角浜小学校 
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令和３年度 洋野町立角浜小学校 特別の教育課程 海洋教育「ひろの学」 全体計画 ≪ストーリーマップ①≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標 知識・技能 思考力 判断力 表現力等 学びに向かう力 人間性等 

低学年 

（１・２年）

探究的な学習の過程において、角浜地区について

興味関心をもち、角浜地区にある自然や社会、人々

と触れ合いから、大切な情報に気付くなど、探究

の過程に応じた技能を身に付け、探究的な学習の

よさを理解することができる。 

角浜地区にある自然や社会、人々の生き方の中か

ら自己の課題（問い）を見出し、その追究過程に

おいて、自分に必要な情報を収集選択し、自分の

思いや考えを絵や文章でまとめ・表現することが

できる。 

地域の方々とふれあう楽しさや地域を見直し大

切にしていこうとする気持ち高め、自ら進んで

地域社会に関わろうとする態度を育てる。 

中学年 

（３・４年）

探究的な学習の過程において、自己の課題の解決

に必要な角浜地区にある自然や社会、人々の工夫

や努力を理解しながら、情報を比較・分類するな

ど、探究の過程に応じた技能を身に付け、課題に

関わる概念を形成し、探究的な学習のよさを理解

することができる。 

角浜地区にある自然や社会、人々の生き方の中か

ら自己の課題（問い）を見出し、その追求過程に

おいて、自分に必要な情報を収集選択し、集めた

情報の事実や関係を、事象を比較したり分類した

り、数量などで客観的に比較したりして問題状況

における特徴を見付け、まとめ・表現することが

できる。 

地域の方々とふれあう楽しさや地域の環境を見

直し大切にしていこうとする気持ち高め、角浜

地区が人々の努力や工夫によって支えられてい

ることに気付きながら、自ら進んで地域社会に

関わろうとする態度を育てる。 

高学年 

（５・６年）

角浜の産業の良さや課題、地域の願い、自分たち

の生活との関わりを理解しながら、情報を比較、

分類する・関連付けする、多面的・多角的にみる

など、探究の過程に応じた技能を身に付け、課題

に関わる概念を形成し、探究的な学習のよさを理

解するようことができる。 

角浜地区の人々の「思い」をふまえて自己の課題

（問い）を見出し、見通しを持った追求過程にお

いて、目的に応じて手段や情報を収集選択し、集

めた情報の視点を明確にして整理し、問題状況と

事実を関連付けたり、多面的に考察したりして情

報の中にある特徴を見付け、相手や目的、意図に

応じ、まとめ・表現することができる。 

地域の方々とふれあう楽しさや地域の環境を見

直し大切にしていこうとする気持ち高め、角浜

地区が人々の努力や工夫によって支えられてい

ることに気付きながら、自ら進んで地域社会に

関わり、自分と実生活・実社会の問題の解決に

取り組もうとする態度を育てる。 

≪目標を実現するにふさわしい探究課題と探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力については、総合的な学習の時間の全体計画に準ずる≫ 

学年 教科・領域／ねらい 大単元名 学習テーマ 視点 内容 ≪今年度までの実績≫ 共通 

１年 【生活科】 
 
海のすばらしさに 
気づく 

海と仲良し 
～角浜の 
よさを伝えよう～ 

海への親しみ 
・楽しい海、地域 
・海や地域での遊び 

親しむ 
知る 

・磯遊び 
・海の生き物と触れ合う 
・海の作品作り 
・絵や文章でまとめる 
・海産物販売商店見学 
・気になることを調べる 

磯
そ
う
じ
（
７
月
） 

校
内
海
洋
発
表
会
（
２
月
） 

２年 

海への親しみ 
・海や地域にあるもの 
・生命尊重 

親しむ 
知る 

３年 

総 30ｈ 

【ひろの学】 
【総合的な学習の時間】 
 
海のすばらしさと暮らし

とのかかわりに気づく 

角浜調査隊 
～角浜に 

ついて知ろう～ 

海洋生物と環境 
・地域の海や川にすむ生き物 
・地域の特産 

親しむ 
知る 

・防災（避難所）について知る。 
・エモーション活動 ・海岸マップ 
・角浜を探索する。（生物調査・景観） 
・角浜の文献等を調べる 
・課題探究活動 

４年 

総 30ｈ 

水の循環と環境 
・防災 ・安全 ・環境保全 

知る 
守る 

５年 

総 30ｈ 
【ひろの学】 
【総合的な学習の時間】 
 
地球規模で海洋環境を考

え、実行しようとする 

ふるさと角浜 
～角浜の未来に 
ついて考えよう～ 

水産業と環境 
・特産物と水産業 
・洋野町の海洋環境 
・地域の環境 

知る 
守る 

・地域の未来について考える 
・南部潜り見学 
・増殖溝見学 
・乗船体験 
・角浜の文献等を調べる 
・課題研究活動 

※   は個人・グループによる探究的学習 

６年 

総 30ｈ 

環境問題と未来 
・環境問題の実際 
・保全の方法 
・自分にできること 

知る 
守る 

海洋教育 
ひろの学 

４つの視点 

海に「親しむ」 海を「知る」 海を「守る」 海を「利用する」 
海の豊かな自然や身近な地域社会の中で

の様々な体験活動を通して、海や地域に

対する豊かな感受性や海に対する関心等

を培い、海の自然に親しみ、海に進んでか

かわる。 

海や地域の自然や資源、海や地域をとり

まく人や社会との深いかかわりについて

関心をもち、進んでしらべようとする。 

海や地域の環境について調べる活動やそ

の保全活動の体験を通じて、海や地域の

環境保全に主体的にかかわろうとする。 

水産物や資源、船舶を用いた人や物の輸

送、また海を通じた世界の人々との結び

つきについて理解し、それらを持続的に

利用することの大切さを理解し、自分な

りの考えをもつ。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域の実態】 
○三世代同居の割合が高い 
○地域としてのつながりや連携性が高い 
○学校教育に対する理解があり，協力的である 
○地理的環境や指導者となる人材が豊富である 

【地域との連携】 
○地域住民及び関係機関の協力による体験活動の実施 

【○保護者 ・地域の願い】 
○思いやりのある人間関係をつくる 
○基礎的・基本的な知識及び技能の定着 
○思考力，判断力，表現力の育成 
○健康で安全な生活 
○豊かな人間性を身に付けている 
・豊かな体験を通して，郷土を愛する心を持つ 
・自分たちの地域や文化，歴史等に誇りをもつ 
・地域と積極的に関わり，行事等にすすんで参加する 

【児童の実態】 
○明るく素直な児童が多く，物事に対して真面目に取り組む 
○地域を素材とした体験活動には興味をもって取り組む 
○少人数のため，学年を超えてお互いをよく知る 
●自分の思いを表現することを苦手としている 
●自分で決定することや判断することを苦手としている 

【本校の教育目標】 
心豊かにたくましく生きる子どもの育成 
徳：心豊かで思いやりのある子 
知：進んで学び考える子 
体：健康でたくましい子 

日本国憲法 
教育基本法 
学校教育法 
学習指導要領 
岩手県教育指導指針 
洋野町学校教育目標 

海洋教育「ひろの学」で目指す子どもの姿 
○洋野町の歴史・文化・自然環境をよく理解し、尊重できる子ども 
【知識及び技能】 
○洋野町について学んだことや考えたことを伝え合える子ども 
【思考力，判断力，表現力等】 
○次代を担う人材としての自覚をもち、洋野の学習材に主体的に関わろうとする子ども 
【学びに向かう力，人間性等】 

【校訓】地域即学校 大人即教師 
・地域との連携を保ちながら子ども達の

人格形成に努める 

【海洋教育「ひろの学」目標】 
海の豊かな自然と親しむ活動や、身近な地域社会の中で海とのつながりを感じ取れるような体験活動、海

について調べる活動、その保全活動等の体験を通して、海に対する豊かな感受性を培い海に対する関心を高

めるとともに、海洋環境、水産資源、船舶運輸など海洋と人間の関係及び海を通した世界の人々との結びつ

きについて理解させ、持続可能な社会の形成者としての資質、能力、態度を養う。 

【学習活動】 
・地域の実態，児童の実態を踏まえ， 

探究課題を設定する。 
・地域の自然や社会，人々の生き方

を生かした学習活動を行う。 
・学習成果を全校や地域に表現する

場を設定する。 
・地域学習の取り組みを基本とす

る。 
※情報活用に関わる活動は主に総合

的な学習の時間で行う。 
 

【指導方法】 
・児童の課題意識を連続，発展させる 

支援と工夫を行う。 
・個に応じた指導の工夫を行う。 
・体験活動を重視する。 
・各教科等との関連を重視した指導を 

行う。 
・言語により整理，分析したり，まとめ，

表現したりする学習を重視する。 
・協働的な学習を充実させるため，思 

考ツールを積極的に活用する。 

【指導体制】 
・全校指導体制を組織する。 
・校内の連絡調整と指導体制を確立する。 
・メディアセンターとしての余裕教室 

及び学校図書館の整備・充実を図る。 
・地域の教育資源をデータ化するととも

に，日常的な関わりを行う。 
・海洋教育パイオニアスクールプログラム

の講師派遣等を利用し，専門的な知識を

得る機会の充実を図る。 
・地域人材の活用を行う。 

【学習評価】 ※別紙詳細 
・ポートフォリオを活用した評価の充 

実を図る。 
・観点別学習状況を把握するための評 

価規準を設定する。 
・個人内評価，パフォーマンス評価を

重視するため基準となる可視化さ

れた課題を設定する。 
・指導と評価の一体化を充実する。 
・期末，学年末には指導計画を評価・ 

改善し，次年度の計画に生かす。 
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令和３年度 洋野町立角浜小学校  海洋教育「ひろの学」 年間指導計画（１年） ≪ストーリーマップ②≫ 
大単元名 角海と仲良し ～角浜のよさを伝えよう～ 

学年 

目標 

（１）探究的な学習の過程において，角浜地区について興味関心をもち，角浜地区にある自然や社会，人々と触れ合いから，大切な情報に気付くなど，探究の過

程に応じた技能を身に付け，探究的な学習のよさを理解することができる。 

（２）角浜地区にある自然や社会，人々の生き方の中から自己の課題（問い）を見出し，その追究過程において，自分に必要な情報を収集選択し，自分の思いや

考えを絵や文章でまとめ・表現することができる。 

（３）探究的な学習に主体的・協働的に取り組む中で，地域の方々とふれあう楽しさや地域を見直し大切にしていこうとする気持ち高め，自ら進んで地域社会に

関わろうとする態度を育てる。 

学習 

テーマ 

１年［海への親しみ］  ・楽しい海、地域    ・海や地域での遊び 
ねらい 海(角浜地域)のすばらしさに気づく 

２年［海への親しみ］  ・海や地域にあるもの  ・生命尊重 

  

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

角浜の自然 畑作業【通年】     磯掃除【行事】    海の絵を描こう 

地域の伝統 駒踊り                       角小まつり［令和3年度実施なし             駒踊り 

生活科

関連 

１年 学校大好き きれいにさいてね  夏だ遊ぼう 生き物となかよし 楽しい秋いっぱい 作ろう遊ぼう 自分でできるよ   冬を楽しもう もうすぐ2年生 

２年 

春だ今日から2年生 大きくなあれわたしの野菜 どきどきわくわく町探検 

           生き物なかよし大作戦 うごくうごくわたしのおもちゃ   みんなでつかう町の施設 もっとなかよしまちたんけん 

                                       伝わる広がるわたしの生活 あしたへジャンプ 

流れ 

課題 

探求 

 

 

 

１年 

 

２年 

 

計画 

(実施内容) 

 

 

 

関連教科 

 

   

角浜のよさをみつけよう 
 
 

海と仲良し 
 
 

磯遊び①② 海の工作 海洋発表会 磯そうじ 
施設見学 

つくろうあそぼう 海のたからで 

・海のたからものを使ってどんなおも

ちゃができそうか考える 

・集めた自然物を使っておもちゃ作り

をする。 

・作ったおもちゃの遊び方を工夫する。 

・おもちゃ大会をする。 

・活動を振り返る。 

※海に関わる人・もの・こと 

夏だ 海であそぼう 

・海で遊ぶ計画を立てる。 

・海で遊ぶ。 

・活動を振り返る。 

 

 

31



令和３年度 洋野町立角浜小学校  海洋教育「ひろの学」 年間指導計画（２年） ≪ストーリーマップ②≫ 
大単元名 角海と仲良し ～角浜のよさを伝えよう～ 

学年 

目標 

（１）探究的な学習の過程において，角浜地区について興味関心をもち，角浜地区にある自然や社会，人々と触れ合いから，大切な情報に気付くなど，探究の過

程に応じた技能を身に付け，探究的な学習のよさを理解することができる。 

（２）角浜地区にある自然や社会，人々の生き方の中から自己の課題（問い）を見出し，その追究過程において，自分に必要な情報を収集選択し，自分の思いや

考えを絵や文章でまとめ・表現することができる。 

（３）探究的な学習に主体的・協働的に取り組む中で，地域の方々とふれあう楽しさや地域を見直し大切にしていこうとする気持ち高め，自ら進んで地域社会に

関わろうとする態度を育てる。 

学習 

テーマ 

１年［海への親しみ］  ・楽しい海、地域    ・海や地域での遊び 
ねらい 海(角浜地域)のすばらしさに気づく 

２年［海への親しみ］  ・海や地域にあるもの  ・生命尊重 

  

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

角浜の自然 畑作業【通年】     磯掃除【行事】    海の絵を描こう 

地域の伝統 駒踊り                       角小まつり［令和3年度実施なし             駒踊り 

生活科

関連 

１年 学校大好き きれいにさいてね  夏だ遊ぼう 生き物となかよし 楽しい秋いっぱい 作ろう遊ぼう 自分でできるよ   冬を楽しもう もうすぐ2年生 

２年 

春だ今日から2年生  大きくなあれわたしの野菜            うごくうごくわたしのおもちゃ 

      どきどきわくわく町探検  生き物なかよし大作戦  もっとなかよしまちたんけん  みんなでつかう町の施設                                       

伝わる広がるわたしの生活  あしたへジャンプ 

流れ 

課題 

探求 

 

 

 

１年 

 

２年 

 

計画 

(実施内容) 

 

 

 

関連教科 

 

  

角浜のよさをみつけよう 
 
 

海と仲良し 
 
 

磯遊び①② 
海の工作 

海洋発表会 磯そうじ 
施設見学 

もっとなかよし角浜探検 

・町探検の計画を立てる。 

・町探検をする。 

・体験したこと、見つけたことから「す

てきな角浜」を伝える準備をする。 

・「すてきな角浜」を伝え合う。 

・学習を振り返る。 

 

※海に関わる人・もの・こと 

どきどきわくわく角浜探検 

・町探検の計画を立てる。 

・町探検をする。 

・ 
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令和３年度 洋野町立角浜小学校  海洋教育「ひろの学」 年間指導計画（中学年） ≪ストーリーマップ②≫ 
大単元名 角浜調査隊 ～角浜について知ろう～ 

学年 

目標 

（１）探究的な学習の過程において，自己の課題の解決に必要な角浜地区にある自然や社会，人々の工夫や努力を理解しながら，情報を比較・分類するなど，探究の

過程に応じた技能身に付け，課題に関わる概念を形成し，探究的な学習のよさを理解することができる。 
（２）角浜地区にある自然や社会，人々の生き方の中から自己の課題（問い）を見出し，その追求過程において，自分に必要な情報を収集選択し，集めた情報の事実

や関係を，事象を比較したり分類したり，数量などで客観的に比較したりして問題状況における特徴を見付け，まとめ・表現することができる。 
（３）探究的な学習に主体的・協働的に取り組む中で，地域の方々とふれあう楽しさや地域の環境を見直し大切にしていこうとする気持ち高め，角浜地区が人々の努

力や工夫によって支えられていることに気付きながら，自ら進んで地域社会に関わろうとする態度を育てる。 

学習 

テーマ 

３年［海洋生物と環境］  ・地域の海や川にすむ生き物 ・地域の特産 
ねらい 海のすばらしさと暮らしとのかかわりに気づく 

４年［水の循環と環境］  ・防災 ・安全 ・環境保全 

  

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

角浜の自然 畑作業【通年】 田植え  磯そうじ【行事】     稲刈り 

地域の伝統 駒踊り                       角小まつり［令和3年度実施なし             駒踊り 

流れ 

課題 

探求 

 

 

 

３年 

 

４年 

 

学習活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連教科 
 

 

   

角浜を知ろう 
 
 

                
 
 

海岸調査 
エモーション 

海洋発表会 磯そうじ 施設見学 

生き物図鑑 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
１
） 

・
前
学
年
の
海
洋
学
習
を
ふ
り
か
え
る
。 

・
今
年
度
の
学
習
内
容
を
知
り
，
見
通
し
を
も

①『角浜レストラン』（８） 

・海岸散策の計画を立てる。 

・小子内地区の海を散策し、海や海岸

の様子を知る。 

・海岸散策を振り返り、見つけた不思

議を共有する。 

・磯掃除（ツブの駆除）をする。 

・ツブ貝を使ったメニューを考える。 

・作ったメニューを発表する。 

・学習を振り返る。 

※４年生は防災施設の学習も含む。 

③『角浜エモーション』（８） 

・洋野エモーションが生まれた

理由について調べる。 

・角浜のアピールしたいところ

を入れた旗のデザインを考

え、制作する。 

・角浜エモーションをする。 

・学習を振り返る。 

 

海洋発表会に向けて（５） 

１年間の学習をまとめよう 

角浜調査隊 ～角浜について知ろう～（３０時間） 

②『角浜生き物図鑑』（８） 

・図鑑を作る計画を立てる。 

・磯掃除で見つけた生き物

や、植物（シイタケ）につ

いて詳しく調べる。 

・調べたことを整理し、図鑑

にまとめる。 

・学習を振り返る。 
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令和３年度 洋野町立角浜小学校  海洋教育「ひろの学」 年間指導計画（高学年） ≪ストーリーマップ②≫ 
大単元名 ふるさと角浜 ～角浜の未来について考えよう～ 

学年 

目標 

（１）角浜の産業の良さや課題，地域の願い，自分たちの生活との関わりを理解しながら，情報を比較，分類する・関連付けする，多面的・多角的にみるなど，

探究の過程に応じた技能を身に付け，課題に関わる概念を形成し，探究的な学習のよさを理解するようことができる。 
（２）角浜地区の人々の「思い」をふまえて自己の課題（問い）を見出し，見通しを持った追求過程において，目的に応じて手段や情報を収集選択し，集めた情

報の視点を明確にして整理し，問題状況と事実を関連付けたり，多面的に考察したりして情報の中にある特徴を見付け，相手や目的，意図に応じ，まと

め・表現することができる。 
（３）探究的な学習に主体的・協働的に取り組む中で，地域の方々とふれあう楽しさや地域の環境を見直し大切にしていこうとする気持ち高め，角浜地区が人々

の努力や工夫によって支えられていることに気付きながら，自ら進んで地域社会に関わり，自分と実生活・実社会の問題の解決に取り組もうとする態度を

育てる。 

学習 

テーマ 

５年［水産業と環境］ ・特産物と水産業 ・洋野町の海洋環境・地域の環境 
ねらい 地球規模で海洋環境を考え、実行しようとする 

６年［環境問題と未来］ ・環境問題の実際 ・保全の方法 ・自分にできること 

  

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

角浜の自然 畑作業【通年】 田植え  磯そうじ【行事】     稲刈り 

地域の伝統 駒踊り                       棒舞い 角小まつり［令和3年度実施なし             駒踊り 

学年 修学旅行 ヒーローの旅 ≪各年≫ 

流れ 

課題 

探求 

 

 

 

５年 

 

６年 

 

学習活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連教科 

 

５年生…国語「環境問題について報告しよう」 社会「水産業のさかんな地域」 ６年生…国語「町の未来をえがこう」 

 

 

   

角浜の未来について考えよう 
 
 

ふるさと角浜 
 
 

ウニのひみつ調べ 

ゴミ拾い 
海洋発表会 

磯そうじ 施設見学 
ワカメのひみつ調べ 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
１
） 

・
前
学
年
の
海
洋
学
習
を
ふ
り
か
え
る
。 

・
今
年
度
の
学
習
内
容
を
知
り
，
見
通
し
を
も
つ
。 

ふるさと角浜 ～角浜の未来について考えよう～（３０時間） 

海洋発表会に向けて（５） 

１年間の学習をまとめよう 

①『発見！角浜のウニのひみつ』（１２） 

・洋野町（角浜）のウニの美味しさについて問

いをもち、学習計画を立てる。 

・潮風トレイルで地域の海を散策する。 

・ウニ栽培センター、本、インターネット等で

ウニの秘密を調べる 

・伝えたいテーマを中心にウニ新聞を作り、発

表する。 

・学習を振り返る。 

②『ウニの未来・角浜の未来』（１２） 

・ウニが置かれている問題について課題意識

をもち学習計画を立てる。 

・北三陸ファクトリーを見学し、ウニを取り巻

く環境の変化を調べる。 

・ウニを守るために、自分たちができることを

考える。 

・学習をまとめ、発信する。 

・学習を振り返る。 

34



令和３年度 第３・４学年 単元計画 「角浜調査隊～角浜について知ろう～」 

○海洋科の主な学習活動  

学習課題 【学習段階】 

・指導上の留意点  

◆評価規準＜観点・方法＞ 

オリエンテーション 

○海洋学習について知る。（３年）  

○今年度の内容を知り，学習の見通しをもつ。

（１） 

・海洋学習の概要を知らせ，今後の学習への期

待感をもたせる。 

◆海洋学習に関心をもち，学習の見通しをもっ

ている。 

＜主体的に学習に取り組む態度＞[観察] 

1．「角浜レストラン」 

海の不思議を見つけよう。 

○海岸散策の計画を立てる。       （１）

【課題の設定】 

○地域の海を散策し，海の様子を知る。  （２）

（○磯掃除（ツブの駆除）をする。（学校行事））    

【情報の収集】 

 

（○防災施設を知る。（４年）） 

・海の生き物を探したことを想起させる。 

◆主体的に計画を立てている。 

＜主体的に学習に取り組む態度＞[発言・記述] 

・小子内漁港付近を散策し，様々な視点から海

を眺め，海への関心を高めさせる。 

・磯掃除の目的を確認し，駆除ではあるが特産

物にもなることを意識して作業させる。また

今後の学習につなげられるよう，磯掃除をし

ながら生き物を探させる。 

◆見つけたことを整理して記録している。 

＜知識・技能＞[観察・記述] 

レストランのメニューを考えよう。 

○クボ貝（ツブ）を使ったメニューを考える。

（２） 

【整理・分析】 

・グループ毎にテーマを決め，クボ貝と洋野町

の特産品を取り入れた料理を考え，メニュー

表にまとめさせる。 

◆必要な情報を選び，整理してまとめている。 

＜思考・判断・表現＞[記述] 

角浜レストランを発表しよう。 

○クボ貝メニューの発表をする。              

（１） 

               【まとめ・表現】 

・クボ貝の美味しさを伝えるための発表の仕方

を考えさせ，発表させる。 

◆クボ貝と洋野町の特産品のよさを伝えたいと

いう思いをもって発表している。 

＜主体的に学習に取り組む態度＞[観察] 

◆相手意識をもって，学習したことをまとめた

り発表したりしている。 

＜思考・判断・表現＞[観察・記述] 

○学習を振り返る。           （１） 

                 【振り返り】 

◆洋野町の海のよさに気付き，大切にしていこ

うとしている。 

＜主体的に学習に取り組む態度＞[記述] 
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2.「角浜生き物図鑑」 

角浜生き物図鑑を作ろう  

○図鑑を作る計画を立てる。       （１）

【課題設定】 

○見つけた生き物について詳しく調べる。 （３） 

                 【情報収集】 

 

○調べたことを整理し，図鑑にまとめる。 （３） 

                【整理・分析】 

◆主体的に学習計画を立てている。 

＜思考・判断・表現＞[観察・記述] 

・観点を決め，磯掃除で見つけた生き物につい

て詳しく調べさせる。 

◆角浜漁港の生き物について，自分なりの方法

で調べている。 

＜思考・判断・表現＞[観察・記述] 

・調べたことの中から，図鑑に必要な情報を選

ばせ，整理してまとめさせる。 

◆必要な情報を選び，整理してまとめている。 

＜思考・判断・表現＞[観察・記述] 

○学習を振り返る。           （１） 

                 【振り返り】 

◆洋野町の海のよさに気付き，大切にしていこ

うとしている。 

＜主体的に学習に取り組む態度＞[記述・発言] 

3.「角浜エモーション」 

エモーションはなぜ生まれたのだろう。   

○洋野エモーションが生まれた理由や歴史について 

調べる。               （１） 

【情報収集】 

・エモーション活動についての映像や資料を，

提示し，関心を高めるとともに，復興とつな

がっていることも理解させる。 

◆エモーションについて調べ，復興との関わり

があることに気付いている。 

＜知識・技能＞ [発言・記述] 

角浜の旗を作ろう。 

○角浜のアピールしたいところを取り入れた旗のデ

ザインを考え，制作する。       （４）        

【整理・分析】 

・洋野町の特産物や角浜生き物図鑑に入れた生

き物を，列車のお客さんへアピールできるよ

うな旗を制作させる。 

◆相手意識をもち，旗を制作している。 

＜思考・判断・表現＞[観察・記述] 

角浜エモーションをしよう。 

○エモーション活動をする。       （２） 

               【まとめ・表現】 

◆相手意識をもち，活動をしている。 

＜主体的に学習に取り組む態度＞[発言・記述] 

○学習を振り返る            （１）             

【振り返り】 

◆洋野町の海のよさに気付き，大切にしていこ

うとしている。 

＜主体的に学習に取り組む態度＞[発言・記述] 

海洋発表会 

○海洋教育発表会向けて，発表内容を整理し，練習

して発表する。            （４） 

・小単元の学習内容をまとめ，他学年，保護者

に向けて発表させる。 

1 年間のまとめ 

○学習したことを振り返り，思いや願い・新たな問 

い・生かしたいことなどについてまとめ，発表し 

合う。                （１） 

◆１年間の学習を振り返り，次学年での海洋学

習への意欲をもっている。   

＜主体的に学習に取り組む態度＞[記述・発言] 
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令和３年度 第５・６学年 単元計画 「ふるさと角浜～角浜の未来について考えよう～」 

○海洋科の主な学習活動  

学習課題 【学習段階】 

・指導上の留意点  

◆評価規準＜観点・方法＞ 

オリエンテーション 

○前学年の海洋学習を振り返る。 

○今年度の内容を知り，学習の見通しをもつ。

（１） 

・前年度の学習との関連づけを明確にしてスト

ーリー性のある計画を立てさせる。 

◆前学年との関連に気づき，今年度の海洋科学

習への問いをもつことができる。 

＜主体的に学習に取り組む態度＞[観察・記述] 

1．「発見！角浜のウニのひみつ」 

角浜のウニにはどんなひみつがあるのだろう。 

○洋野町のウニの漁獲量の多さや美味しさについて

問いをもち，学習計画を立てる。    （１） 

【課題の設定】 

・洋野町のガイドブック等を参考に，特産品で

あるウニに関心をもたせる。 

◆洋野町角浜のウニの秘密について問いをも

ち，進んで海や地域に関わろうとしている。 

＜主体的に学習に取り組む態度＞[発言・記述] 

洋野町のウニのひみつを調べよう。 

○小子内漁港付近の海岸を散策する。   （２） 

○ウニ栽培センター見学，本，インターネット等で 

 ウニの秘密を調べる。         （４） 

【情報の収集】 

 

 

・地形や砂が海岸によって違うことを知り，海

への関心をさらに高めさせる。 

・ウニの生態や水産業，流通など，視点をもっ

て調べさせる。 

◆調べ学習を通してウニの生態や成長に適した

海洋環境，働く人々の工夫や努力に気付いて

いる。 

＜知識・技能＞[発言・記述] 

ウニのひみつを伝えよう。 

○学んだことを振り返り，何をどのように伝えるの

か考える。              （１） 

                【整理・分析】 

 

○伝えたいテーマを中心に，新聞やプレゼンテーシ

ョンを作り，発表する。        （３） 

【まとめ・表現】 

・今まで学習したことを整理し，どのようにま

とめるのか考えさせる。 

◆学んだことを振り返り，何をどのように伝え

るのか考えている。 

＜思考・判断・表現＞[発言・記述] 

・相手意識をもち，写真や図を用いて分かりや

すく新聞やポスター等にまとめさせる。 

◆相手意識をもって，学習したことをまとめた

り発表したりしている。 

＜思考・判断・表現＞[観察・記述] 

○学習を振り返る。           （１） 

                 【振り返り】 

・小単元での学びを自覚させ，次の学びに活用

させる。 

◆学びを振り返り，進んで海や地域に関わろう

としている。 

＜主体的に学習に取り組む態度＞[記述] 
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2.「ウニの未来・角浜の未来」 

ウニが直面している問題とは？  

○ウニが置かれている問題について課題意識をも 

ち，学習計画を立てる。        （１）

【課題設定】 

・最近のウニの課題について知らせ，課題意識

をもたせる。 

◆主体的に学習計画を立てる。 

＜思考・判断・表現＞[観察・記述] 

最近の海の環境を調べよう   

○ウニを取り巻く環境の変化を調べ，様々な問題が 

あることを知る。           （３）

【情報収集】 

・北三陸ファクトリーの見学や調べ学習をし，

海の環境問題について学ばせる。 

（ゴミ問題，温暖化，生態系の乱れ等） 

◆環境問題について知る。 

＜知識・技能＞ [発言・記述] 

わたしたちができることは何だろう 

○ウニを守るために，自分たちができることを考え 

る。                 （３）

【整理・分析】 

・ウニの成長に適した環境を守るために自分で

もできることについて考え整理する。 

◆海洋環境を守り，洋野町のウニを守るために

自分たちができることを考える。 

＜思考・判断・表現＞[発言・記述] 

◆洋野町のよりよい海洋環境について自分の考

えをもつ。＜主体的に学習に取り組む態度＞ 

[発言・記述] 

わたしたちの思いを伝えよう。 

○ウニを守るために，自分たちができることを考え 

発信する。              （４）             

【まとめ・表現】 

 

・これまでの学習を振り返り，テーマを決めて

海洋サミットに向けた内容を作成し，発表さ

せる。 

◆海を活用し発展してきたふるさとへの誇りを

もち，海との共生共存のために自分たちにで

きることを実践しようとする。 

＜主体的に学習に取り組む態度＞[発言・記述] 

学習したことを振り返ろう 

○洋野町の海洋環境を守ろうという意識をもつ。                

（１） 

【振り返り】 

・これから自分たちが取り組んでいけそうなこ

とを確認し，意識を高めさせる。 

◆環境を守るために実行できそうなことを考え

る。    

＜主体的に学習に取り組む態度＞[発言・記述] 

海洋発表会 

○海洋教育発表会向けて，発表内容を整理し，練習

して発表する。            （４） 

・海洋サミットでまとめた内容をさらに精査し

他学年，保護者に向けて発表させる。 

1 年間のまとめ 

○学習したことを振り返り，思いや願い・新たな問 

い・生かしたいことなどについてまとめ，発表し 

合う。                （１） 

 

◆海を守るためにこれから自分たちができるこ

とを考えている。   

＜思考・判断・表現＞[観察・発言] 
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第３・４・５・６学年 海洋科見学 実施計画書 

洋野町立角浜小学校 

 

１ 目的 

 （１）・地域の海岸を歩き、海岸付近の地形等を観察し、これからの海洋学習への意欲を高める。【３年】 

   ・地域の海岸を歩き、海岸付近の地形等や防災設備等を観察し、海洋学習への意欲を高める。【４年】 

・地域の海岸を歩き、海岸付近の地形や水による地形の変化等を観察し、海洋学習への意欲を高める。

【５・６年】 

 （２）異学年との関わりを通して、互いの交流を深める。 

 （３）集団行動のきまりや乗り物の乗り方のマナーを守って行動する態度を育てる。 

２ 教育課程における位置づけ及び時数 

   ３・４年 単元名 「角浜レストラン」（全８時間） 

            ・海岸散策の計画を立てる。 

            ・地域の海を散策し、海や海岸の様子を知る。 

            ・海岸散策を振り返り、見つけた不思議、防災設備について共有する。 

            ・磯掃除をする。 

            ・海のメニューを考え、発表する。 

            ・学習を振り返る。 

  ５・６年 単元名 「発見！角浜のウニのひみつ」（全１２時間） 

            ・学習計画を立てる。 

            ・地域の海の散策し、海や地形の様子を知る。 

            ・ウニの秘密を調べる。 

            ・伝えたいテーマを中心にまとめ、発表する。 

            ・学習を振り返る。 

３ 期日 

  令和３年５月２８日（金） 

４ 見学箇所 

  ・洋野町小子内付近 

５ 日程等 

   ９：００   学校発（小子内まで海岸の道路を通り、海岸の様子を観察） 

   ９：３０   竜の口（小子内）で児童下車→１０分くらい散策 

                           バスは小子内漁港で待機 

                           １０分後に降りた場所に迎えに来てもらう 

   ９：４５   竜の口発 

   ９：５５   小子内漁協で児童下車（バスは漁協空き地で待機） 

          防潮堤見学 

          海岸散策 

  １０：４０   小子内漁協駐車場発     

１１：２０   学校着 

１１：３０   解散 

 

 

39



６ 参加学年人員、参加率 

  ３年児童３名（男１名 女２名） 

  ４年児童３名（男１名 女２名） 

  ５年児童５名（男４名 女１名） 

  ６年児童５名（男２名 女３名）         １００％ 

７ 引率者の職、指名、事務分担 

  教 諭 貴田  靖子（３・４年担任 児童引率・安全指導） 

  教 諭 山口 有希子（５・６年担任 児童引率・安全指導） 

８ 斡旋業者（交通手段等）及びその連絡先 

  町バスを利用 

９ 所要経費と拠出方法 

 （１）経費 ０円 

 （２）拠出方法 なし 

10 服装、持ち物 

 （１）動きやすい服装、紅白帽子 

 （２）探検バッグ、筆記用具、水筒 

11 実施のための安全計画 

 （１）朝の健康観察の際、具合の悪い児童がいた場合、家庭に連絡し、参加・不参加の相談をする。 

 （２）救急薬品、児童名簿、笛、携帯電話を携帯する。 

 （３）事故などの緊急の場合は、学校に連絡し、適切な対応をする。 

 （４）感染症予防のため、マスクを着用して行動する。 

12 事前、事後指導 

 （１）集団行動の規律を守って安全に行動できるように事前指導する。 

 （２）実施後、学習のまとめができるよう指導する。 
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令和３年度 磯掃除［ツブ拾い］実施計画 

教務部 

１．目的 

(1)海藻の害になるヒトデやツブの除去や磯のゴミ拾いをすることで、地域産業への理

解や環境教育の推進を図る。 

(2)作業を通して、海に生き物を観察させ、自然への関心を高める。 

(3)ボランティア活動を通して、奉仕の心や地域環境美化の意識を高める。 

 

２．期日   令和３年６月２５日（金）【行３】  ※予備日 ７月９日（金） 

３．場所   角浜漁港の北側の磯 

４．対象学年 全学年 

５．日程並びに内容 

 

 

 

内容 時程 

朝の会  8:20～ 8:35 

１校時【教科】  8:35～ 9:20 

２校時【総合・生活】 9:25～ 10:10 

はつらつタイム 休憩 10 分 

集合・出発（バス） 10:20 

漁協前集合 10:30 

始めの式（事前指導） 10:35～10:45 

移動・準備 10:45～11:00 

ツブ拾い 11:00～11:50 

集合・人員確認 11:50 

ごみ拾い 11:55～12:10 

昼 食 12:15～12:45 

自由遊び 12:45～13:15 

集合・人員確認 

漁協へ移動 
13:20 

終わりの式 13:25〜13:35 

解 散 13:40 

 

６．事前・事後指導について 

≪主に始めの会で行うこと≫（教務） 

  ・グループで行動するようにする。（単独行動をしない。） 

  ・波打ち際に近寄らない。（立っている先生より後ろへ行かない。） 

  ・足元に注意する。（コケ等で滑りやすい。） 

・石やツブ等生き物を投げたりしない。 

  ・アワビやウニは採らない。 

  ・回収したごみは分別し、学校へ持ち帰る。 

 

≪主に担任が行うこと≫ 

  ・目的を学年に応じて指導する。 

   （地域産業への理解、勤労生産・ボランティア教育、環境教育との関わり） 

  ・事後指導として、体験作文等、発表・発信（掲示）を計画する。 

 

◇始めの式(司会:教務) 

場所：漁協前 

(1)始めの言葉 

(2)校長先生のお話 

(3)作業の説明[教務] 

※漁協さん紹介含む 

(4)漁協さんからの諸注意 

(5)作業開始(教務指示) 

※学年ごと移動 

実働４０分間 

集合し、ツブを学年ごと置く。 

ごみ拾い１５分間程度 

◇終わりの式(司会:教務) 

場所：漁協前 

(1)校長先生のお話 

(2)漁協さんから 

(3)お礼の言葉（児童会長） 

(4)終わりの言葉 

６月２５日(金) 【干潮 9:34(-93cm)】 

７月 ９日(金) 【干潮 9:06(-70cm)】 
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７．服装及び持ち物 

 長そで、長ズボン、半そで、短パン、濡れても良いズック、バケツ、手袋、タオル等、

弁当、水筒（水かお茶）、レジャーシート 

 

 

８．下校について 

 （１）各地区ごとに整列する。 

 （２）各地区担当を先導に漁協を出発する。 

 （３）途中家が近い子から帰宅する。 

 

９．その他 

（１）磯掃除当日、予備日とも給食なしで、弁当持参とする。 

（２）当日は、持ち物が多くなるので、学習用具は前日に学校に置いて帰らせるか、プ

リントやドリルなど、教科書などを使わない学習を行う。 

（３）時数は【１校時：教科】【２校時：総合・生活】【３～５校時：学校行事】とす

る。 

（４）漁協への依頼は三浦、バス予約は副校長が行う。〔文書・電話連絡〕 

（５）緊急車両として副校長号、物品運搬車両として下苧坪号を用意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区 担当 

渋谷上 加藤・太田 

渋谷下 岩脇 

浜通り 貴田・三浦 

横丁 富山 

学童・伝吉 山口、福田 

 

角浜漁港 

角浜魚協 
バス乗降地 

礒掃除場所 
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洋野町立宿戸小学校 

 

 

 

 

 

 

 

43



 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 育成を目指す資質・能力 

探究課題 知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力 

・人間性等 

生 

活 

科 

〈１，２年〉 

身近な海のす

ばらしさ 

身近な海のすばらし

さに気づいたり親し

みをもったりする。 

思いや願い かかわる ふりかえる 進んで対象に関わ

る。 

自分の成長やよさを

自覚し意欲や自信を

もつ。 

対象との関わりをも

とに思いや願いをも

つ。 

対話を通じて気づき

の質を高める。 

気づきや思いを表現

する。 

対象との関わり方や

自分の成長，よさに

気づく。 

海 
 

洋 
 

科 

〈３，４年〉 

海のすばらし

さと暮らしと

の関わり 

地域が豊かな自然環

境に支えられている

ことや自分たちの生

活と大きな関わりが

あることに気づく。 

課題設定の力 情報収集の力 整理・分析の力 まとめ・表現の力 主体的・協働的に学

ぶ。 

地域に愛情と誇りを

もつ。 

問いをもち，

解決方法を考

える。 

既習の方法を

活かして情報

を収集する。 

情報を整理・

分析し自分の

考えをもつ。 

目的や相手に

応じて分かり

やすく表現す

る。 

〈５，６年〉 

海洋環境と自

分の生き方 

身近な自然環境とそ

こに起きている環境

問題を理解し持続可

能な開発と自分たち

の生き方との関わり

に気づく。 

問いをもち，

解決の見通し

をもつ。 

適切な方法を

考え，情報を

収集する。 

情報を整理・

分析し自分の

考えをもつと

ともに，実行

可能な方法を

考える。 

目的や相手に

応じて根拠を

もって表現す

る。 

主体的・協働的に学

ぶ。 

持続可能な開発のた

めに，考えたり行動

したりする。 

◎ 単元計画 

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

視

点 
海に親しむ・海を知る 

海に親しむ・海を知る 

・海を守る 
海に親しむ・海を知る 海を知る・海を守る 海を知る・海を守る 海を知る・海を守る 

単

元

名 

・ごみゼロ運動 

・八木浜遠足 

○うみであそぼう 

 

・ごみゼロ運動 

・稚ウニ放流 

・八木浜遠足 

○なかよしまちた

んけん 

〇宿戸のすてきを

見つけよう 

 

・ごみゼロ運動 

・種市海浜公園 

徒歩遠足 

○宿戸の自慢探検

（ウニ、岡谷神

社、しいたけ） 

・ごみゼロ運動 

・ウニの森植樹祭 

・種市海浜公園 

徒歩遠足 

・海の生き物探検 

○森と海のつなが

り調査隊！ 

 

・ごみゼロ運動 

・ウニの森植樹祭 

・海の生き物探検 

○洋野町の水産業

調査隊～洋野町

のウニのひみつ

とは？～ 

 

・ごみゼロ運動 

・ウニの森植樹祭 

・海の生き物探検 

○ 宿 戸 の 海 を 守

る！～私たちにで

きること～ 

 

 

  

関連法規等 

日本国憲法 教育基本法 

学校教育法 学習指導要領 

岩手県教育指導指針 

洋野町教育行政方針 

海洋教育の４つの視点 

◯海に親しむ 

◯海を知る 

◯海を守る 

◯海を利用する 

海洋教育『ひろの学』 

自分たちの生まれ育ってきた地域に

愛情と誇りをもち，たくましく生き

抜くことができる子どもを育てる。 

 

児童の実態 

・素直で元気。 
・一人一人が個性豊か 
・消極的で自己中心的な面があ

る。 

父母・教師の願い 

・優しさと思いやりをもち，他と
協力し合う気持ちを育てたい。 

・自分のよさや可能性を伸ばし，
自己肯定感を持てる子どもに育
てたい。 

・目標に向かって前向きに粘り強
く取り組もうとする気持ちを育
てたい。 

 

家庭・地域との連携 

◯町内海洋関係施設への見学等の要請 

◯地域の方や団体への協力の要請 

◯体験活動実施時や移動の際の保護者の協力 

◯教育委員会，その他専門の知識を持つ方の授業支援 

指導方法 指導体制 

◯体験的活動の重視 
◯課題を自分事とし、学年実態と関連させた学習形態の工夫 
 ・思考ツールの活用、ICT機器の効果的な活用 

◯子どもたちの特性に合わせた個別指導 

◯担当者や学年会における連絡調整と支援体制の確立 
◯担任外との連携を密にした授業協力 
◯地域の関係機関，保護者，地域の方との連携 

 

評  価  計  画 

◯観点別学習状況を把握するための評価 
 <評価の観点> 

① 知識・技能  ② 思考・判断・表現  ③ 主体的に学習に取り組む態度 

◯作成資料，海洋ノート（１～６年）を活用した評価 
◯年間指導計画の改善と実施 

 
教  科  と  の  関  連 

海とかかわる学習内容，技能を横断的総合的に関連させていく。（カリ

キュラムマネジメントの推進） 

 

海洋教育全体計画 

本校の目指す児童の姿 

郷土に誇りと愛着をもち， 

未来を考える児童 

学校教育目標 

◯心やさしい子ども 

◯自ら学ぶ子ども 

◯たくましい子ども 

   

海洋教育の目標 

「海と人との共生」をテーマとした探究的な学

習を通して，持続可能な社会を構築するための

資質，能力，態度を育てる。 
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宿戸うみプロジェクト 全体ストーリーマップ 2021 

 種市中学校 3 年 販売、PR                            自己実現を目指す 

2 年 荒巻鮭づくり、鮭とばづくり、ウニ染め販売、PR          洋野町の未来の姿を考える 

1 年 ウニとり、塩ウニづくり、内間木洞見学              小学校の学習をもとに地域を考える 

 テーマ 地域の願い：宿戸の海を知り、大切にし、共存しながら活かしていってほしい。 

６

年 

 

 

 

 

 

地
球
規
模
で
海
洋
環
境
を
考
え
、
実
行
し
よ
う
と
す
る 

環
境
問
題
と
未
来 

・
環
境
問
題
の
実
態 

・
海
と
共
に
生
き
る 

 

 

 

 

 

 

                         夢をもって生きる（南部ダイバー） 

５

年 

 

 

 

 

水
産
業
と
環
境 

・
洋
野
の
海
洋
環
境 

・
海
産
物
と
水
産
業 

４

年 

 

 

 

海
の
す
ば
ら
し
さ
と
、
暮
ら
し
と
の
関
わ
り
に
気
づ
く 

水
の
循
環
と
環
境 

・
防
災
・
安
全
・
歴
史 

・
森
と
海
の
環
境 

３

年 

 

 

 

 

宿
戸
の
自
慢 

・
地
域
の
特
産
物 

・
海
洋
生
物
と
環
境 

２

年 

 海
の
す
ば
ら
し
さ
に
気
づ
く 

海
に
出
よ
う 

・
海
の
生
き
物 

・
船
で
稚
ウ
ニ
放
流 

１

年 

楽
し
い
海 

・
磯
遊
び 

・
水
槽
の
世
話 

   ○宿戸小学校の伝統（「宿小音頭」「ソーラン節」「四季の海」）   

   ○町事業「海はともだち」（８月 ５・６年）      ○子ども会でのゴミゼロ運動、海岸清掃 

   ○地域事業「海辺の生き物探検」（８月）        ○子ども会での B＆G 体験 

※単元名・内容は、実態に合わせて年度ごとに修正・変更を加えていくものとする。 

ウ 
 

ニ 
 

の 
 

森 
 

植 
 

樹 
 

祭 

洋野のウニ、海の秘密とは？ 

・水産教室（吹切守さん） 

・増殖溝 

・ウニの年齢（川崎光博さん） 

津波を知り、そなえる（防災マップを

作ろう） 

・防潮堤見学（津波供養塔、避難路） 

・津波防災教室（宇部義治さん） 

・津波出前授業（種市高校） 

・防災マップづくり 

宿戸探検隊・名人探し隊 

・ウニ漁、荷捌き場見学（種市南漁協） 

・岡谷稲荷神社見学（上岡谷ユミ子さん） 

・シイタケ栽培場見学（高屋敷さん） 

・地域の名人探し、インタビュー 

・郷土料理 

宿戸のすてきをつたえよう 

・船に乗って、沖で稚ウニ放流（吹切守さん） 

・磯遊び（種市南漁協 吹切安蔵さん） 

うみであそぼう 

・磯遊び（種市南漁協 吹切安蔵さん） 
絵で表現 

１・２年徒歩遠足：八木漁港 

・ごみ拾い 

・八木漁港の砂浜で遊ぶ 

・製氷工場、市場見学 

１・２年郊外学習 

：おおのキャンパス 

まとめ、発表 

３・４年徒歩遠足：種市海浜公園 

・ごみ拾い 

・海浜公園で遊ぶ 

３・４年校外学習 

：ひろのまきば天文台 

まとめ、発信 

移動教室：県北青少年の家 

洋野の海は世界とつながっている～海・地球・環境～ 

・海洋環境、マイクロプラスチック、温暖化、SDGS、海との共生 

・生活排水と海の環境（川崎光博さん） 

・水の循環と海洋（東北大学、サミット、カンファレンス） 

５ 
 

３ 
 

０ 
 

ゴ 
 

ミ 
 

ゼ 
 

ロ 
 

運 
 

動 
 

・ 
 

海 
 

岸 
 

清 
 

掃 

修学旅行：仙台、松島方面 

 ・宮城の海 

 ・被災地を学ぶ 

まとめ、発信 

「海洋こどもサミット」 

「カンファレンス」 

水槽の生き物に餌やりの世話を行う・生き物の観察をする 

大野の自慢は？牛乳、木工、星空… 

森と海のつながり 

・植樹体験（阿部先生） 

まとめ、発信 

洋野の水産業 

・栽培漁業センター 

・サケマス孵化場 

・海の環境 

まとめ、発信 
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宿戸うみプロジェクト 第１学年 ストーリーマップ                    洋野町立宿戸小学校 

【テーマ】海に親しむ ・海の生き物 ・海での遊び 

【目 標】海で遊ぶことを通して、海のすばらしさに気づくことができる。 

 生活科（うみプロジェクト）の活動の流れ 関連 

 

４

月 

 

５

月 

 

６

月 

 

７ 

～ 

８

月 

 

９

月 

 

10

月 

 

11

月 

 

 

  

12

月 

 

 

１

月 

 

２

月 

 

 

 

３ 

月 

〇がっこうだいすき（20） 

 ・学校生活を支えている人々や友達 

 ・安心安全で楽しい遊びや生活、登下校 

 

〇きれいにさいてね（8） 

 ・植物の種まき、世話、観察、種をとる 

 

〇なつがやってきた（8） 

 ・校庭で草花や虫探し 

 ・（みんなの公園で遊ぶ） 

 ・水で遊ぶ 

 ・楽しかったことを伝える 

 

 

○いきものとなかよし（6） 

 ・虫さがし、観察、世話 

 ・おおのキャンパス遠足 

 （動物ふれあい館） 

○たのしいあきいっぱい（21） 

 ・秋探し 

 ・葉っぱや実で遊ぶ 

 ・秋のことを伝える 

 ・おもちゃ作り 

 ・一緒に遊ぶ 

 

〇じぶんでできるよ（12） 

 ・自分の一日を見つめる 

 ・できることをする 

 ・これからも続ける 

 ・昔から伝わる遊びを楽しむ 

 

○ふゆをたのしもう（9） 

 ・冬探し 

 ・雪や氷で、外で遊ぶ 

 ・冬のことを伝える 

 

○もうすぐ２ねんせい（18） 

 ・新しい 1 年生を招待し、話し合う 

 ・１年間をふりかえる 

 

〇国語「ひととつながることば」 

挨拶・返事 

〇国語「こえをとどけよう」 

声のものさし 

○国語「みんなにはなそう」   クイズ 

〇ゴミゼロ運動 

○国語「きいてつたえよう」 

○国語「こんなことしたよ」 

〇徒歩遠足：八木漁港 

 

○地域事業 海辺の生き物探検 

〇国語「えにっきをかこう」   絵日記 

 

 

○図工「うみのえをかこう」（海の子絵画展） 

○国語「かいがら」 

 

○国語「はなしたいな ききたいな」 

スピーチ、感想・質問 

○国語「なにに見えるかな」 

○国語「はっけんしたよ」   発見メモ 

○国語「いろいろなふね」 

 

○国語「すきなきょうかはなあに」 わけ 

 

○国語「おもい出してかこう」 

順序を表す言葉 

 

 

 

 

 

 

〇国語「小学校のことをしょうかいしよう」 

    時間を表す言葉 

 

〇国語「１年かんをふりかえろう」 

よみかえす 

 

 

  

「うみであそぼう」 

（生活科の中から全 9 時間） 

 

○磯遊びの計画を立てる（1） 

 ・写真などを見ながら海の生き物の

ことを話し合う。 

○海の生き物となかよしになろう（4） 

 ・磯遊びをする。 

 ・感想を話し合う。 

○作品にあらわそう（図工から 4 時間） 

 ・「うみのえをかこう」（4） 

  ※絵画指導ゲストティーチャー 

：竹高朝子さん 

○作品を発表しよう（3） 

 ・発表の練習をする。 

 ・発表会をする。 

○学習をふりかえろう（1） 
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宿戸うみプロジェクト 第２学年 ストーリーマップ                    洋野町立宿戸小学校 

【テーマ】海に親しむ ・海の生き物 ・海での遊び 

【目 標】磯遊びや稚ウニ放流、乗船体験を通して、海のすばらしさに気づくことができる。 

 生活科（うみプロジェクト）の活動の流れ 関連 

 

４

月 

 

５

月 

 

 

６

月 

 

７ 

～ 

８

月 

 

９

月 

 

10

月 

 

 

～ 

 

 

  

12

月 

 

 

１

月 

 

２

月 

 

 

 

３ 

月 

〇春だ 今日から２年生（6） 

 ・春探し 

 ・春のまちを歩く 

〇ぐんぐんそだて わたしの野さい（10） 

 ・野菜の種まき、苗植え、世話、観察、収穫 

○どきどきわくわく まちたんけん（10） 

 ・町探検 

 ・見つけたことを伝え合う 

 

○生きもの なかよし 

 大作せん（10） 

 ・生き物探し、観察、世話 

 ・生き物のことを伝え合う 

 

 

○うごくうごく 

 わたしのおもちゃ（12） 

 ・動くおもちゃを作る 

 ・遊び方を工夫する 

 

○みんなでつかう 

 まちのしせつ（6） 

 ・図書館利用 

○もっとなかよし 

 まちたんけん（12） 

 ・町探検 

 ・おおのキャンパス遠足 

（動物ふれあい館） 

 ・分かったことを話し合う 

 

 

○つながる広がる 

 わたしの生活（12） 

 ・もっと詳しく調べる 

 ・まちのすてきを伝える 

 

○あしたへ ジャンプ（27） 

 ・自分の成⾧をまとめる 

 ・感謝の気持ちを伝える 

 

○国語「すきなこと、なあに」   対話 

○国語「いくつあつめられるかな」 メモ 

〇国語「こんなことをしているよ」 

はじめ・中・おわり 

○国語「外国の小学校について聞こう」 

聞き取る 

○国語「かんさつしたことを書こう」 

メモ・観察 

○国語「ことばで絵をつたえよう」 説明 

〇ゴミゼロ運動 

○国語「サツマイモのそだて方」 

〇徒歩遠足：八木漁港 

○図工「たのしかったよ ドキドキしたよ」

（海の子絵画展） 

○地域事業 海辺の生き物探検 

 

○国語「うれしくなることばをあつめよう」 

話をつなぐ 

 

○国語「ビーバーの大工事」 

○国語「あそび方をせつ明しよう」 

メモ、カード、説明する文章 

○国語「たからものをしょうかいしよう」 

発表 

○国語「同じところ、ちがうところ」 

比べる 

○国語「「ありがとう」をつたえよう」 

手紙 

 

 

○国語「おばあちゃんに聞いたよ」 

○国語「この人をしょうかいします」 

組み立てカード 

○国語「すきな場しょを教えよう」 

声の大きさ、話す速さ 

○国語「「ことばのアルバム」を作ろう」 

 

○道徳「わたしの学校」 

○道徳「絵がすき 海がすき」 

○道徳「見つけたよ」 

 

「宿戸のすてきをつたえよう」 

（生活科の中から全 14 時間） 

 

○稚ウニ放流の計画を立てる（1） 

 ・稚ウニ放流について知り、活動の見

通しを持つ。 

○稚ウニ放流、乗船体験をしよう（3） 

 ・稚ウニ放流、乗船体験をする。 

※ゲストティーチャー：吹切守さん 

○磯遊びに行こう（4） 

 ・磯遊びで生き物探しをする。 

※ゲストティーチャー：吹切安蔵さん 

○体験したことを伝えよう（5） 

 ・伝える相手に適した表現方法を話

し合う。 

 ・発表の練習をする。 

 ・発表会をする。 

○学習をふりかえろう（1） 
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宿戸うみプロジェクト 第３学年 ストーリーマップ                    洋野町立宿戸小学校 

【テーマ】海と地域 ・地域の特産 

【目 標】海と宿戸の人たちの関わりを調べ、地域の良さを理解し、ふるさとに対する誇りと愛情をもつことができる。 

 うみプロジェクトの活動の流れ 関連 

 

４

月 

 

５

月 

 

 

６

月 

 

７

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８

月 

 

９

月 

 

10

月 

 

11

月 

 

 

  

12

～ 

３ 

月 

〇オリエンテーション 

 ・海について知っていることをイメージマップに書き出してみる。海

洋学習についての見通しを持つ。 

 ・宿戸にはどんな自慢があるのかを知り、学習の見通しを持つ。 

  （ウニ、アワビ、シイタケ、岡谷稲荷神社など） 

〇自慢探検 その１：ウニ、アワビ 

 ・知っていることを話し合い、問いを持つ。 

 ・自分の課題を持ち、調べる。 

 （本、インターネット、人に聞く） 

 ・調べて分かったことを交流する。 

 ・見学に行って取材する。（６月-７月 馬場等さん） 

 ・分かったことをまとめる。 

 ・表す。→国語と関連させる。 

 

 

 

 

 

 

 ※以降、問いを持つ、調べる、交流する、見学に行って取材する、まと

める、表す、を繰り返すことで学び方を身につける。 

 ※インターネットで調べるには、漢字が読めること、言葉の意味を知

っていること、ローマ字入力が便利なこと等、やってみてうまくいか

ない経験をさせながら、国語の力が必要であることを実感させる。 

〇自慢探検 その２：岡谷稲荷神社（８月 上岡谷ユミ子さん） 

 

 

 

 

 

 

 

〇自慢探検 その３：シイタケ（10 月-11 月 高屋敷さん） 

 

 

 

 

 

 

 

〇学びのふりかえり 

〇社会「わたしたちのまち みんなのまち」 

土地の様子・使い方・地図 

〇国語「メモを取りながら話を聞こう」 

メモ 

〇国語「調べて書こう、わたしのレポート」 

レポート 

 

〇ゴミゼロ運動 

 

〇徒歩遠足：種市海浜公園 

 

〇国語「ローマ字」     ローマ字入力 

〇社会「はたらく人とわたしたちのくらし」 

農家の仕事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇国語「パラリンピックについて調べよう」 

事典や図鑑 

〇国語「話したいな、わたしのすきな時間」 

〇国語「案内の手紙を書こう」    手紙 

〇国語「外国のことをしょうかいしよう」 

ポスター 

〇国語「自分の考えをつたえよう」 図や表 

〇国語「言葉でつたえ合う」 

〇社会「市のうつりかわり」 

 

ウニの自慢ポイント 

・甘くておいしい品質のよいウニがたくさんとれる。 

・ウニのエサとなる天然コンブがたくさんある。 

・ウニを育てる工夫（増殖溝）がある。 

 →特産になるように努力してきた宿戸の人たちは、すごい。 

岡谷稲荷神社の自慢ポイント 

・古くから海の安全と大漁を祈願し、遠方からもお参りに来る。 

・病気や災いから皆を守ってくれている。 

・静かで穏やかな気持ちになれる場所。（神様の木、石） 

 →毎年の例大祭に児童も参加。この神社を守り続ける宿戸の

人たちは、すごい。 

シイタケの自慢ポイント 

・「どんこ」品質の良さで何度も岩手県１位。 

・地域の特性、やませ（冷涼な気候）を生かしている。 

・シイタケを育てるよい環境がある。 

 （豊かな山林、コナラ・アカマツが多く自生） 

 →特産になるように試行錯誤してきた宿戸の人は、すごい。 
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宿戸うみプロジェクト 第４学年 ストーリーマップ                    洋野町立宿戸小学校 

【テーマ】海と環境 ・津波と防災 ・水の循環 

【目 標】津波と防災について調べ、地域での取り組みを理解し、自分たちに何ができるかを考えることができる。 

 うみプロジェクトの活動の流れ 関連 

４

月 

 

５

月 

 

６

月 

 

７

月 

 

 

８

月 

 

９

月 

 

 

10

月 

 

 

11

月 

  

12

～ 

３ 

月 

〇オリエンテーション 

 ・これまでの学びを振り返る。 

 ・地震、津波の備えについての問いを持ち、学習の見通しを持つ。 

 

〇自分たちの課題を持ち、調べる。 

 ・復興教育副読本から 

 ・町の防災マップから 

 ・本、インターネットから 

 ・家の人や地域の人への取材活動 

 

□防潮堤見学（県北広域振興局土木部） 

  ・小子内防潮堤のしくみ、役割と限界を知る。 

  ・津波供養塔を調べる。 

  ・避難路を調べたり、実際に歩いたりする。 

 

 

 

 

 

 

□津波防災教室（宇部義治さん） 

  ・津波の歴史 

・東日本大震災の被害状況 

・自主防災組織 

・津波防災施設と避難の大切さ   などについてお話を聞く。 

□津波出前授業（10 月 種市高等学校） 

  ・津波がおこるしくみ 

  ・津波の速度実験 

  ・避難の大切さ     などについて講義を受ける。 

 

〇防災マップづくり（2020 年度は、宿戸・大浜～戸類家・玉川方面） 

 ・フィールドワークで危険個所とその理由を調べ、写真に記録する。 

・写真をもとに話し合い、危険個所の写真と危険な理由を記入した付

箋を地図に貼る。 

 

〇学びのふりかえり 

 

 

※防災マップづくりは、2020 年度で一段落とする。次年度からは、植樹

祭をうけての森・川・海の関係を（社会、理科と関連させて）学習するこ

とも考えられる。 

〇社会「水はどこから」   浄水場見学 

 

〇社会「ごみのしょりと利用」ゴミ処理見学 

〇国語「ヤドカリとイソギンチャク」 

〇ウニの森植樹祭 

〇ゴミゼロ運動 

〇徒歩遠足：種市海浜公園 

〇国語「たしかめながら話を聞こう」 メモ 

〇国語「みんなで新聞を作ろう」   新聞 

〇国語「お願いやお礼の手紙を書こう」手紙 

 

 

 

 

〇地域事業 海辺の生き物探検 

 

〇社会「地震からくらしを守る」防災・減災 

自助、公助、共助 

〇国語「学校についてしょうかいすること

を考えよう」 

〇理科「自然の中の水のすがた」水の循環 

〇社会「きょう土の伝統・文化と先人たち」 

南部もぐりの開祖 磯崎定吉 

〇国語「聞いてほしいな、心に残っている出

来事」 

〇国語「「ふるさとの食」を伝えよう」 

リーフレット 

〇国語「言葉で考えを伝える」 

〇国語「調べたことをほうこくしよう」 

アンケート 

〇理科「水のすがたと温度」 地球温暖化 

 

 

  

ポイント 

・明治、昭和にも大津波があった。 

・防潮堤の高さ 12ⅿは過去の津波の高さをもとに。 

・水門と陸こう。遠隔操作で安全を確保。 

・防潮堤は、避難する時間を稼ぐためのものなので、避難が大事。 
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宿戸うみプロジェクト 第５学年 ストーリーマップ                    洋野町立宿戸小学校 

【テーマ】海と産業 ・水産業 ・海で働く人々 

【目 標】海と仕事の関わりを調べ、地域でつなげている取り組みを理解し、ふるさとに誇りをもつことができる。 

 うみプロジェクトの活動の流れ 関連 

 

４

月 

 

 

５

月 

 

 

６

月 

 

７

月 

 

 

 

 

８

月 

 

９

月 

 

 

 

 

10

月 

 

 

11

月 

  

12

～ 

３ 

月 

〇オリエンテーション 

 ・これまでの学びを振り返る。 

・地域の水産業についての問いを持ち、学習の見通しを持つ。 

 

□水産教室（６月 吹切守さん）＠宿戸漁港 

  ・海の生き物観察 

・増殖溝でのウニとり体験 

  ・荷捌き場でのウニの殻むき体験 

  ・ウニの年齢調べ（川崎さん） 

 

〇自分の課題を持ち、調べる。 

 ・本、インターネットから 

 ・町パンフレットから 

 ・海に携わる人へのインタビュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□サケの採卵見学（10 月 さけますふ化場） 

  ・サケの一生 

  ・さけますふ化場の役割 

 

 

 

 

 

〇「海洋教育サミット」へ向けての校内発表会に参加する。 

 ・６年生の発表を聞いて、今後の学習に生かす。 

 

〇学びのふりかえり 

 ・修学旅行での洋野紹介に向けて、これまでの学びをふりかえる。 

 

〇社会「わたしたちの国土」 

海洋 

〇国語「知りたいことを聞き出そう」 

インタビュー 

〇国語「動物たちが教えてくれる海の中の

くらし」 

〇ウニの森植樹祭 

〇ゴミゼロ運動 

〇移動教室：県北青少年の家 

〇国語「環境問題について報告しよう」 

資料活用・報告文 

〇理科「魚のたんじょう」 

〇国語「問題を解決するために話し合おう」 

原因と結果・意図 

 

 

 

 

〇地域事業 海辺の生き物探検 

〇町事業 海はともだち 

 

〇社会「水産業のさかんな地域」  水産業 

〇国語「和の文化について調べよう」 

パンフレット 

〇国語「伝えたい、心に残る言葉」 

〇国語「反対の立場を考えて意見文を書こ

う」          意見文 

〇国語「資料を見て考えたことを話そう」 

事実と感想 

〇社会「わたしたちの生活と環境」 

環境 

 

 

 

ポイント 

・宿戸にある海に携わる仕事は大きく５つ 

 漁業者、漁協、市場、種苗生産、販売者 

・宿戸で行われている漁業 

  漁船漁業、定置網漁業、採介藻漁業 

・インタビュー 

  漁業者、漁協、市場、栽培漁業協会、宏八屋 など 

  （仕事内容、仕事に対する思い、仕事に就いた理由、工夫や努

力、東日本大震災当時の話や現在の思い など） 
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宿戸うみプロジェクト 第６学年 ストーリーマップ                    洋野町立宿戸小学校 

【テーマ】海と世界 ・海流 ・環境 

【目 標】地球規模で海洋環境を考えることを通して、海を守るために自分たちができることを考えることができる。 

 海プロジェクトの活動の流れ 関連 

 

４

月 

 

５

月 

 

６

月 

 

 

 

７

月 

 

８

月 

 

９

月 

 

 

10

月 

 

 

11

月 

 

  

12

～ 

３ 

月 

 

 

〇オリエンテーション 

 ・これまでの学びを振り返る。 

・学習の見通しを持つ。 

 

 □サケの放流（さけますふ化場） 

  ・サケの習性 

  ・サケや海流、海洋環境についての問いを持つ。 

    世界規模でみた海洋…海流、プラスチックごみ、消えゆく島、 

              生き物への影響、漁業の未来 等 

 

〇自分の課題を持ち、調べる。 

 ・本、新聞から 

 ・町パンフレットから 

 ・家の人や地域の人へのイタンビュー 

 

 □環境教室（岩手県さけ・ます増殖協会 川崎光博さん） 

  ・宿戸の海の現状 

  ・直面している環境問題 

  ・これまでの取り組み 

  ・これから私たちができること 

□サケの採卵体験（さけますふ化場） 

  ・サケやサケを取り巻く海洋環境、これまでの学びの理解を深める。 

 

〇調べてわかったことをまとめ、発信する。（視点をある程度しぼる。） 

・海洋教育こどもサミットに向けての取り組み 

  →国語と関連 

 

○「海洋教育サミット」での発表 

 

 □荒巻サケづくり 

 

〇学びのふりかえり 

〇理科「地球と私たちのくらし」  環境 

〇国語「イースター島にはなぜ森林がない

のか」 

〇国語「友達の意見を聞いて考えよう」 

 

〇ウニの森植樹祭 

〇ゴミゼロ運動 

〇修学旅行：仙台・松島方面 

 

〇国語「防災ポスターを作ろう」 

図表やグラフ・ポスター 

〇理科「生き物のくらしと環境」 

生命・環境 

〇地域事業 海辺の生き物探検隊 

〇町事業 海はともだち 

 

〇国語「話し合って考えを深めよう」 

〇国語「海の命」 

〇理科「大地のつくりと変化」 

土地のつくり・ジオパーク 

 

〇国語「町の未来をえがこう」 

プレゼンテーション 

〇国語「世界に目を向けて意見文を書こう」 

意見文・説得力 

 

〇国語「言葉の学習をふり返る」 

〇国語「聞いてほしい、この思い」 

スピーチ 

〇社会「世界の中の日本」 

〇理科「地球に生きる」      環境 
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…

児童② 
自然環境やウニの特徴、人々の努力や工夫があることによっておいしくたくさんウニが育つと分かり
ました。友達の考えで、自然環境にダイナマイトで爆破したことや、ウニは早めにとった方がいいこ
とに納得できました。 

児童① 
自然環境やウニの特徴に合わせて、人々が努力や工夫をしてきて、今のようにウニが育ちます。ここ
までくるのに、岩盤を掘ったり、自然環境のことを理解して、今のウニができたことが分かりまし
た。 
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３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

2020年 2021年

種市店 36.3 38.6 38.3 43.5 83.4 81.9 82.9 82.7 82.2 81.2 81.5 81.7 81.9 82.7 82.5

前年実績 42.6 42.4 41.4 43.0 42.2 38.5 40.8 42.4 43.8 42.7 42.9 44.8 36.3 38.6 38.3

岩手県の店舗計 37.6 39.2 38.7 41.4 83.2 81.5 81.7 80.8 80.3 78.5 78.6 78.9 79.1 79.5 79.6

青森県の店舗計 80.9 81.0 80.7 82.4 86.4 85.5 86.2 86.0 85.8 84.2 84.4 85.1 82.4 82.7 82.8
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約８０％の方がエコバッグを持

参していることが分かる！
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洋野町立中野小学校 第１学年 ストーリーマップ 
 

【テーマ】海への親しみ ・楽しい海 ・海での遊び 

【目 標】・身近な人々、社会及び自然と触れ合ったり関わったりすることを通して、それらを工夫したり楽しんだりすることができ、活動のよさや大切さに気付き､自分たちの遊びや生活を

よりよくするようにする。 
 

【海洋教育の視点】 「海に親しむ」「海を知る」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な関連機関 内容 

地域ボランティア 児童の安全・見守り 

  

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1・2・3 月 

 

活

動

の

流

れ 

 

 

 

 

関

連 

   ・「えにっきを か

こう」（国語） 

  ・「おしらせしま

す！にっこりニ

ュース」（図工） 

・「おもい出して

かこう」（国語） 

・おにぎりの日 

 

Ｄ（表現・活動） 
〇つくってみよう。 
・学校の周りでとれた物や

有家浜で見つけた物を使

っ て ， 遊 ぶ 道 具 を 作 る 。

（５） 

A（体験） 

〇 う げ は ま に 

いこう 

・有家浜の砂浜で

遊び、砂遊びを楽

しむ。（４） 

 

Ｅ（振り返り） 
〇学習をふりかえる 
・活動を通して，楽しかったことや中野の自然

について感じたことをまとめる。（２） 

B（思い・願い） 

〇ど ん なあそび が

できるかな 

・学校の周りや有家浜

で 見 つ け た 物 を 使 っ

て，どんな遊びができる

か考える。（１） 

A（体験） 

〇うげはまに また 

いこう 

・流木、シーグラス、貝

殻など遊びの道具に

な り そ う な 物 を さ が

す。（３） 

A（体験） 

〇がっこうの

まわりで あ

きをさがそう 

・ 秋の自然の 様

子に気づく。（４） 

 

Ｄ（表現・活動） 

〇 は っ ぱ や 

みで あそぼ

う 

・学校の周りで見

つけた木の実や

葉っぱをつかっ

て遊ぶ。（２） 

 

Ｄ（表現・活動） 
〇あそんでみよう。 
・遊びを交流し、更に楽し

い遊びになるために意見

の交換し、改善する。（３） 

B（思い・願い） 

〇こどもえんのみん

なと おもちゃたい

かいをしよう 

・園児が楽しく遊べるよう

に工夫する。（４） 
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洋野町立中野小学校 第２学年 ストーリーマップ 
 

【テーマ】 地域の自然と生き物 

【目 標】・生き物を探して捕まえる活動を通して，生物が育つ場所，変化や成長の様子が分かり，自 

      分たちと同じように生命をもっていることに気付くとともに，生き物への親しみをもち，大切にしようとすることができる。（１学期） 

     ・海・川・山などへ行き，生き物や草花，水や砂などを見たり，触ったりする活動を通して，それぞれの場所の違いや特徴を見付けたり考えたりすることがで 

      き，自分たちの住んでいる地域は豊かな自然が多くあることに気付くとともに，自然や地域への愛着をもつことができる。（２学期） 

     ・体験したことを伝え合う活動を通して，それらを伝える相手のことを想像したり，伝えたいことや伝え方を選んだりすることができ，伝えたいことが相手に 

伝わるよさや楽しさが分かるともに，進んで伝える相手と触れ合い，交流することができる。（２学期） 

【海洋教育の視点】 「海に親しむ」「海を知る」「海を利用する」 

○主な関連機関 ・内容 

○種市南漁協組合 ・海や川の生き物の取り方や自然のことに 

ついて教えてもらう。 

○ひろのまきば天文台 ・山の生き物の取り方や自然のことについ 

て教えてもらう。 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12・１・２・３月 

海

洋

科

へ

つ

な

げ

る

生

活

科

の 

学

習

の

流

れ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

関

連 

・国語科 

「すきなこ

と，なあ

に」 

「いくつあ 

つめられ 

るかな」 

・生活科 

「春だ今日か 

ら２年生」 

・国語科 

「としょかんへ行こう」 

「たんぽぽ」 

「こんなことしているよ」 

「外国の小学校について聞こ 

う」 

・道徳科「しぜんのいのち」 

「見つけたよ」 
 

・国語科 
「かんさつしたことを書こう」 

「ことばで絵をつたえよう」 

・生活科 

「どきどき わくわく まちたん 

けん」 

 

・国語科 
「サツマイモのそだて方」 

・音楽科 

「ぷっかりくじら」 

 

・国語科 

「うれしく 

なるこ 

とばを 

あつめ 

よう」 

・音楽科 

「虫のこえ」 
「いるかはざんぶらこ」 

「山のポルカ」 

・生活科 

「みんなでつかうまちの 

しせつ」 

・国語科 
「ビーバーの大工事」 

「あそび方をせつ明しよ 

う」 

・生活科 

「もっと なかよし ま 

ちたんけん」 

「つながる 広がる わ 

たしの生活」 

・国語科 

「たからものをしょう

かいしよう」 

「同じところ，ちがう

ところ」 

・道徳科 

「ごめんね，みなみ」 

・海洋教育子どもサミ

ット 

・国語科 

「すきな場しょを教えよう」 

・音楽科 

「はるがきた」 

「海とおひさま」 

・図画工作科 
「しぜんからのおくりもので」 

・道徳科 

「ころきちのバイオリン」 

主な関連機関 内容 

種市南漁協 地域の海の生き物を調べる。 

県北広域振興局 水産部 地域の海の生き物を調べる。 

単元名「生きものと なかよし 大作せん」（７時間） 

サケの稚魚を放流しよう 

・有家川にサケの稚魚を放流する。（学活） 

A（体験） 
〇生き物を探しに行こう。 
・学校の周りの生き物を探す。（１） 

A（体験） 
〇生き物と仲良しになろう。 
・有家浜へ行き，海の生き物を探し 

たり，捕まえたりする。（２） 

A（体験） 
〇海や川，山へ行き，自然と触 

れ合おう。 
・前単元「生きものと なかよし 大作 

せん」を振り返る。（１） 

・海・川・山へ行き，諸感覚を働かせな 

がら，それぞれの場所の違いや特徴を 

見付ける。（６） 

E（振り返り） 
・学習したことを振

り返り，自然に対

する思いや願い・

新たな問いなどに

ついて考え，発表

し合う。（１） 

 

B（思い・願い・気付き） 
〇 どん な 生 き 物 がい た か

な。 
○他にはどこに，どんな生き

物がいるのかな。 
・学校の周りの生き物探しを振り 

返る。（１） 

・海には，どんな生き物がいそうか

考え，話し合う。（１） 

 

B（気付き） 
〇どんな生き物がいたのか

振り返ろう。 
・海にはどんな生き物がいたのか 

振り返る。（２） B（思い・願い・気付き） 
〇海や川，山へ行き，気付いた 

ことを整理しよう。  
・海や川，山へ行って，気付いたことを 

書き出したり，伝え合ったりする。 

（６） 

・海と川，山の中から１番のお気に入り 

を決める。（１） 

D（表現・活動） 
〇ぼく，わたしのお気 

に入りを伝える準備 
をしよう。 

○ぼく，わたしのお気 
に入りを伝えよう。 

・誰に，何を，どのように伝 

えるのか考えたり，選んだ 

りする。（２） 

・相手意識をもちながら，発 

表の準備をする。（４） 

・相手意識をもちながら，グ 

ループごとに発表をする。 

（１） 

単元名「ぼく，わたしのお気に入りは○○～海・川・山との触れ合いを通して～」（２２時間） 
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洋野町立中野小学校 第３学年 ストーリーマップ 
 

 

【テーマ】 海洋生物と環境 ・地域の海洋生物 ・地域の特産 

【目 標】 潮風トレイルを散策する活動を通して，地域の海が豊かな自然環境に支えられていることや自分たちの生活と大きな関わりがあることに気付き，見つけた課

題について探究するとともに，地域の海に誇りと愛情をもって大切にしようと考えることができるようにする。 

（ア）地域が豊かな自然環境に支えられていることや自分たちの生活と大きく関わりがあることに気付く。【知識・技能】 

（イ）地域の海に対する問いをもち，それらを解決する方法を考え，学んだことを分かりやすく伝えることができる。【思考・判断・表現】 

（ウ）探究活動に進んで取り組もうとする。 

地域の海の豊かさに気付き，大切にしていこうとしている。【学びに向かう力・人間性】 

【海洋教育の視点】 「海に親しむ」「海を知る」 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1・2・3 月 

海

洋

科

の 

活

動

の

流

れ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

関連 

 ・社会科「わたした

ちのまちと市」 

・おにぎりの日 

 

 ・理科「こん虫を調

べよう」 

・国語「インタビュ

ーをしてメモを取

ろう」 

・道徳「ひきがえる

とろば」 

・情報教育 

 ◎インターネットに

アクセスすることが

できる。 

 ◎プリンターを使っ

て印刷できる。 

 〇キーボードで文字

入力ができる。 

・海はともだち 

・国語「文字やさ

くいんを活用しよ

う」 

 

・国語「調べて書こう，

わたしのレポート」 

・社会科「働く人とわ

たしたちのくらし」 

・道徳「心をつないだ

合言葉」 

・総合「シイタケを育

てよう」 

・わたしたちの洋野 

ｐ34～37，p64，65 

・おにぎりの日 

・海洋教育子どもサミ

ット 

 

・海洋教育カンファレンス 

・おにぎりの日 

・東大サミット 

【D 表現・活動】 
調べたことを図鑑に

まとめよう。 

○調べたことを整理し，

まとめる。（9） 

 
調べた不思議につい

て発表しよう。 

○調べた不思議について

紹介する。（2） 

【A 体験】 

潮風トレイルで海の 

ふしぎを見つけよう。 

○潮風トレイルの計画を立

てる。（1） 

○地域の海を散策し，海の

様子を知る。（2） 

○潮風トレイルをふりかえ

り，見つけた不思議を全

体で共有する。（1） 

 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
１
） 

・
海
洋
学
習
に
つ
い
て
知
る
。 

・
学
習
の
見
通
し
を
も
つ
。 

 

単元名「 海の不思議を調べてまとめよう 」  （３０時間） 

【C 探究】 

見つけた不思議について

詳しく調べよう。 

○計画を立てる。(2) 

○情報収集。(10) 

・潮風トレイルに探しにいく 

・インターネット  

・図書室 

・詳しい人に尋ねる 

【B 疑問・問題】 
見つけた不思議から,

詳しく調べることを選
ぼう。 
 

○課題を設定し、調べる項

目を選ぶ。(1)  

【E 振り返り】 

・学習を振り

返る(1) 
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洋野町立中野小学校 第４学年 ストーリーマップ 
 

【テーマ】 水の循環と環境 ・防災 ・安全 ・環境保全 

【目 標】 地域の自然について誇りと愛情をもち，環境を守ることができる。 

（ア）地域の自然の様子を知り，具体的な行動をしようとする。【知識・技能】 

（イ）地域の自然について，体験活動を通して情報を整理・分析したり，分かりやすく伝えようとしたりしている。【思考・判断・表現】 

（ウ）地域の自然について意欲的に学び，自分たちができることを考え，行動しようとしている。【学びに向かう力・人間性】 

【海洋教育の視点】 「海を知る」「海を守る」 

 
 

 

 

主な関連機関 内容 

県北広域振興局 水生生物調査をして有家川の水質を調べる。 

久慈地域森林組合 植林体験を通して山の環境が川や海へ影響を与えることを知る。 

まきば天文台 阿部俊夫さん 森の役割と森川海のつながりについて知る。 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12・1・2・3 月 

海

洋

科

の 

活

動

の

流

れ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

関

連 

・算数「折

れ 線 グ

ラフ」 

・国語「確か

めながら

話を聞こ

う」 

・社会科「水

はどこから」 

・理科「自

然 の 中

の 水 の

姿」 

「 雨 水 の

ゆくえ」 

 ・海はともだち 

  

 

 

・学活「災害時の行動」 

 

 ・おにぎりの日 

・海洋教育子ど

もサミット 

・国語「調べたことを報告し

よう」 

・国語「言葉で考えを伝え

る」 

 

B（疑問・問題） 
どうして有家川の水をき
れいにするために，木を
植えるのだろう。  

〇有家川の水質から問いをも

ち，課題を設定する(1) 

〇課題について予想を立て

る。(1) 

D（表現・活動） 
山川海のつながりについ
て分 かっ たこ とをまと
め、伝えよう。 
 

〇整理・分析したことについて

資料（ポスター等）を作成し，

伝える（6） 

自然を守るために，自
分達にできることに取り
組もう。 

〇洋野町の自然に対する思い

や願いを交流する。また，実

行可能な行動を考え，実行す

る。（3） 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
１
時
間
） 

〇
前
学
年
の
海
洋
学
習
を
振
り
返
る
。 

〇
水
は
ど
こ
か
ら
ど
こ
へ
行
く
の
か
考
え
，
問
い
を
も
つ
。 

単元名「水の旅～山から川へ，そして海へ～」  （３０時間） 

A（体験） 

有家川について調べ

よう。 

〇有家川の水質調査の計

画を立てる(1) 

〇有家川の水質調査をす

る(3) 

〇有家川の水質について

まとめる(2) 

C（探究） 
山について調べよう。 
 

  〇植林体験の計画を立てる。(1) 

〇植林体験をする。(3) 

〇ＧＴの話を聞く。(1) 
 

海について調べよう。 

〇洋野の海でとれる海産物について

知る。(1) 

〇洋野以外の地域の海についても調

べる (5) 

  

Ｅ（ふりかえり） 

・学習を振り返る（2） 

水生生物，水の透明度

（汚れ），川の周りの自

然の様子，ごみ… 

プランクトン 

水の循環 

森と海の距離 

海洋汚染 

植林 

  など 
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洋野町立中野小学校 第５学年 ストーリーマップ 
 

【テーマ】 水産業と環境 

【目 標】 ・ウニやサケについて問いをもち,探究的な活動を通して，ウニやサケの成長を支える環境や関わる人々の工夫に気付くことができる。 

・ウニやサケについて，自ら課題を見つけ，疑問の解決のために情報を収集，分析・整理して，まとめることができる。 

（ア）洋野町のウニやサケは地域の海洋環境と関わって育っていることを理解している。【知識・技能】 

（イ）ウニやサケの生態や，地域の環境について，自ら課題を見つけている。【思考・判断・表現】 

（ウ）洋野町のウニやサケの良さに気付き，それらを大切にしようという思いをもち，学んだことを身近な人々に発信しようとしている。【学びに向かう力，人間性】 

【海洋教育の視点】 「海を知る」「海を守る」 

 

  

主な関連機関 内容 

岩手県栽培漁業協会 ウニの生態や海洋環境，育てる人々の工夫や努力を知る。 

有家さけますふ化場 サケの生態や回遊,水産業の仕組みや海洋環境を知る。 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1・2・3 月 

海

洋

科

の 

活

動

の

流

れ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

関

連 

・国語「事実と

考えを区別

しよう」 

・国語「動物た

ちが教えて

くれる海の

中 の く ら

し」 

・国語「知りた

いことを聞き

だそう」 

・社会「自然条

件と人々のく

らし」 

・国語「環境問題につ

いて報告しよう」 

・理科「魚のたんじょ

う」 

 

・国語「新聞記事

を 読み 比べよ

う」 

・社会「水産業の

さかんな地域」 

・ 有 家 浜

清掃・ひ

ろ の エ

モ ー シ

ョン 

・ 海 は と

もだち 

・社会「水産

業のさか

んな地域」 

 

 

・理科「魚のたんじ

ょう」 

・算数「算数で読み

とこう」 

・理科「流れる水の

はたらき」 

・国語「伝えたい，心に残

る言葉」 

 

・理科「流れる水のはたら

き」 

・海洋教育子どもサミット 

・外国語「地域のおすすめを紹介しよう」 

・算数「割合」「帯グラフと円グラフ」 

・理科「生命のつながりを考えよう」 

・社会「森林とともに生きる」 

「環境をともに守る」 

A（体験）ｰ② 

○洋野町のサケを

知ろう。 
・洋野町のサケの漁

獲量等の資料から
問いをもち，学習
計画を立てる。
（１） 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
１
時
間
） 

・
前
学
年
の
海
洋
学
習
を
振
り
返
る
。 

・
５
年
生
の
学
習
内
容
を
知
り
、
見
通
し
を
も
つ
。 

(

ふ
り
返
り)  

・
学
習
し
た
こ
と
を
ふ
り
返
り
，
新
た
な
問
い
や
生
か
し
た
い
こ
と
に

つ
い
て
考
え
，
思
い
や
願
い
を
持
つ
。 

 

単元名「ぼくたち・わたしたちの海のひみつを探ろう」  （３０時間） 

C（探究）-① 

○洋野町でおいしいウ

ニがたくさんとれる

理由を調べよう。 

・宿戸増殖溝を見学し，

課題解決に必要な情報

を集める。（２） 

・調べたことを整理し，

まとめる。（１） 

・まとめたことを交流す

る。（１） 

海
洋
自
由
研
究
（
夏
休
み
） 

海
洋
自
由
研
究
（
冬
休
み
） 

サ
ケ
の
飼
育 

A（体験）-① 

○ウニを知ろう。 
・ウニ栽培センターを見

学し，ウニについて知
る。（２） 

B(疑問・問題)ｰ① 

○洋野町でおいしいウ

ニがたくさんとれる

理由はなんだろう。 

・ウニ栽培センターの見

学で知ったことを分類

し，個人の課題を設定

する。（１） 

・個人の課題について調

べる。（２） 

・増殖溝見学の見通しを

もつ。（１） 

B（疑問・問題）ｰ② 

○洋野町でサケが

よくとれる理由

は？ 

・挙げられた疑問か

ら個人の課題を設

定する。（１） 

C(探究)ｰ② 
○洋野町のサケがよ

くとれる理由とは？ 

・さけますふ化場を見学

し，サケについて知

る。（２） 

・解決できていない課

題を調べる。（３） 

・調べたことを整理

し、まとめる。    

（２） 

D(表現・活動) 

○洋野のウニやサケ

を伝えよう。 

・洋野のウニやサケの

よさや，漁獲量が多

い理由等をグループ

でまとめる。（７） 

・グループでまとめた

ものを発表する。

（２） 

 
日本で唯一の増殖溝，稚

ウニ，栽培センターや増

殖溝に関わる人の努力 

 
サケの漁獲量の

多さ、さけますふ

化場の人の努力 

 

ウニやサケの漁獲量

の多い理由，漁業に関

わる人の努力，自分達

が協力できること 

E 
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洋野町立中野小学校 第６学年 ストーリーマップ 
 

【テーマ】 環境問題と未来  

【目 標】 ・洋野町の水産業が抱えている問題やこれから起こりうるであろう課題に気付き，その原因を考えたり，調べたりすることができる。 

      ・進んで地域へ関わりながら課題解決し，地域の特産であるウニ（サケ）や洋野の海を守るために自分ができそうなことを考え・表現し， 

実践することができる。 

（ア）洋野町の水産業が抱えている問題やこれから起こりうるであろう課題に気付き，その原因を考えたり，調べたりしている。【知識・技能】 

（イ）地域の特産であるウニ（サケ）や洋野の海を守るために自分ができそうなことを考えたり，表現したりしている。【思考・判断・表現】 

（ウ）進んで海や地域へ関わりながら，問いやその原因を考えたり，自分ができそうなことを実践したりしている。【主体的に学習に取り組む態度】 

【海洋教育の視点】 「海を知る」「海を守る」「海を利用する」 
 

主な関連機関 内容 

岩手県栽培漁業組合 ウニに関わる問題や環境問題を知る。 

有家さけますふ化場 サケに関わる問題や環境問題を知る。 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1・2・3 月 

海

洋

科

の 

活

動

の

流

れ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

関

連 

・国語科

「気持ちよ

く対話を続

けよう」 

「原因と結

果に着目し

よう」 

・国語科 

「イースター島にはなぜ森林 

がないのか」 
「友達の意見を聞いて考えよう」 

・理科 

「地球と私たちのくらし」 

 
 

・理科 

「動物のからだのはたらき」 

「植物のからだのはたらき」 

・社会科「わたしたちの暮らし

を支える政治」 

・道徳科 

「チョモランマ清掃登山隊」 

・書写「書く速さ」 

「インタビューのメモを

取ろう」 

・理科「生き物のくらし

と環境」 

・社会科 

「災害からわたしたちを

守る政治」 

・音楽科 

「われは海

の子」 

・海はとも

だち 

・国語 

「海のいのち」 

・国語科「話し合っ

て考えを深めよう」 

・理科 

「大地のつくり」 

 

・国語科 
「町の未来をえがこう」 

・道徳科 
「帰ってきたクニマス」 

・国語科「世界

に向けて意見

文を書こう」 

・海洋教育子ど

もサミット 

 

・国語科 

「プロフェッショナルたち」 

・理科「地球に生きる」 

・社会科 
「地球規模の課題の解決と国際協力」 

（・海洋教育カンファレンス） 

・おにぎりの日 

・東大サミット 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
１
時
間
） 

・
前
学
年
の
海
洋
学
習
を
振
り
返
る
。 

・
６
年
生
の
学
習
内
容
を
知
り
、
学
習
の
見
通
し
を
も
つ
。 

単元名「洋野町の未来を考えよう～洋野の海やウニ（サケ）を守るためにできること～」  （３０時間） 

個人研究に取り組もう 
・個人研究の計画を立てる。 

・個人研究に取り組む。（夏休み中） 

・中間発表会をする。 

サケの稚魚を放流しよう 

・有家川にサケの稚魚を放流する。（２） 

卒業論文を書こう 

（国語科との関連） 
 

A（体験） 
〇ウニ（サケ）の学習を振り

返ろう。 
・前年度学んだことの振り返りを 

する。（１） 

 

 

 

B（疑問・問題） 
〇ウニ（サケ）が直面してい

る問題とは？ 
⇒なぜ，ウニ（サケ）が獲れ

なくなっているのだろう？ 
 なぜウニの身入りが悪くな

っているのだろう？ 
・ウニ（サケ）が抱えている問題に 

ついて課題意識をもち，学習計 

画を立てる。（２） 

・ウニ（サケ）が抱えている問題の 

原因を考える。（２） 

C（探究） 
〇ウニ（サケ）の抱えている 

問題の原因は何だろう？ 
〇ウニ（サケ）の抱えている 

問題の原因を調べよう。 
〇調べたことを整理し，自 

分たちにできることを考 
えよう。 

・ウニ（サケ）が抱えている問題の 

原因をインターネットや本，GT等 

で詳しく調べる。（５） 

・調べたことを整理し，自分たちに 

できることを考える。（２） 

 

D（表現・活動） 
〇洋野のウニ（サケ）を守るた

めに，自分たちにできること
をまとめ,  発表しよう。 

・洋野のウニ（サケ）が抱えている問

題やその原因，自分たちにできるこ

とをグループでまとめる。（８） 

・グループでまとめたものを全校へ発

表する。（２） 

・グループでまとめたものを一つにし

て，海洋サミットで発表する。（４） 

E（ふりかえり） 
・学習したことを振

り返り，思いや願

い・新たな問い・活

かしたいことなど

について考え，発

表し合う。（１） 

 

ウニ⇒磯焼け，身入りが悪い，働く人の減少・

高齢化問題，増えすぎたウニ問題など。 

サケ⇒サケが帰ってこられない，働く人の減少， 

   エサの減少など。 

地球温暖化対策，働く人を増やす方

法，エサを増やす方法，海・川・山を

守る方法 洋野のウニ（サケ）の知名

度を上げる方法 など 
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第１学年 単元計画  

単元名「つくろう あそぼう なかのの たからで」 

（１）目標 

  ・身近な人々、社会及び自然と触れ合ったり関わったりすることを通して、それらを工夫したり 

楽しんだりすることができ、活動のよさや大切さに気付き､自分たちの遊びや生活をよりよくで 

きるようにする。 

（２）評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 ・森や海の自然物を使って，遊び

に使うものを作ったり，遊んだりする

ことに関心をもち，みんなで楽しく

遊ぼうとしている。 

 

・森や海の自然物や身の回りにある

ものを利用して，遊びに使うものを工

夫して作ったり，みんなが楽しく遊べ

るように，約束やルールを考えたりし

ながら，みんなで楽しく遊んでいる｡ 

・森や海の自然物を利用して遊んだ 

り，遊びに使うものを作ったりすること 

の面白さや自然の不思議さ，遊ぶこ 

との楽しさに気付いている。 

 

（３）単元計画（全２９時間） 

【学習段階】学習課題 

○主な学習活動 （時数） 

・指導上の留意点  ◇教科等の関連 

◆評価規準 ＜観点＞ ［方法］ 

【Ａ体験】 

うげはまにいこう 

 ・うげはまの砂浜で遊ぶ。（３） 

・砂浜で砂遊びを楽しみ、身近にある自然のすばら

しさについて気づかせる。 

◆有家浜に出かけ，砂浜で遊び，海での遊びを楽し

みながら砂浜の特徴に気づいている。 

◇国語科「えにっきをかこう」 

〈主体的に学習に取り組む態度〉［発言・観察］ 

【Ａ体験】 

 がっこうのまわりで あきをさがそう 

 ・秋の自然の様子に気づく。（４） 

・色や形、においなど，秋の学校の周りの様子と夏

の様子の違いに気づかせる。 

◆夏と秋の自然の様子の違いについて気づいてい

る。 

◇道徳科「大すき わたしたちのまち」 

〈知識・技能の基礎〉［観察・観察カード］ 

【Ｄ表現・活動】 

 はっぱや みで あそぼう 

 ・学校の周りで見つけた木の実や葉っぱを使

って遊ぶ。（２） 

・集めた自然物を使って，遊び方を考えさせる。 

◆集めた自然物の中から，使ってみたい物を選び，

試し、見立てたりして，遊びを工夫している。 

〈思考・判断・表現の基礎〉［発言・観察］ 

【Ａ体験】 

うげはまに また いこう 

 ・流木、シーグラス、貝殻など遊びの道具に

なりそうな物を探す。（３） 

 

・有家の砂浜には遊びに使える道具がないか考えさ

せる。 

◆砂浜で遊びに使えそうな物を探している。 

◇国語科「おしらせします にっこりニュース」 

〈主体的に学習に取り組む態度〉［発言・観察］ 
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【Ｂ思い・願い】 

 どんなあそびが できるかな 

 ・海で見つけた物を使って，どんな遊びがで

きるか考える。（２） 

・砂浜で集めた自然物も使って，遊び方を考えさせ

る。 

◆集めた自然物の中から，使ってみたい物を選び，

試し、見立てたりして，遊びを工夫している。 

〈思考・判断・表現の基礎〉［発言・観察］ 

【Ｄ表現・まとめ】 

つくってみよう 

・学校の周りや有家浜で見つけた物を使っ

て，遊ぶ道具を作る。（６） 

・集めた自然物を使って遊び方を考え,遊ぶ道具を

作らせる。 

◆集めた自然物の中から，使ってみたい物を選ん

び，試し，見立てたりして，遊びを工夫してい

る。 

〈知識・技能の基礎〉［観察・作品］ 

あそんでみよう 

・遊びを交流し，更に楽しい遊びにするために

意見の交換をする。（４） 

・友達と作品を見合い,遊び,自分の作品がより面白

くなるように話し合わせる。 

◆自分の工夫したところを友達に話したり，友達から聞

いた工夫を自分のおもちゃで試して改良したりしてい

る。 

〈思考・判断・表現の基礎〉［発言・観察・作品］ 

◆自然物を使って，おもちゃや楽器をつくることの面白

さに気付いている。 

〈主体的に学習に取り組む態度〉［発言・観察］ 

【Ｂ思い・願い】 

こどもえんのみんなと おもちゃたいかいを

しよう 

・遊ぶ相手が楽しく遊ぶことができるように工

夫する。（３） 

・こども園の子供達が楽しめるように,遊び方を工夫させ

る。 

◆相手に合わせて,おもちゃで遊ぶ方法を工夫してい

る。 

◇国語科「おもいだしてかこう」 

〈思考・判断・表現の基礎〉［発言・観察・作品］ 

【Ｅ振り返り】 

 たのしかったことを つたえよう 

・活動を通して，楽しかったことや中野の自然

について感じたことをまとめる。（２） 

・おもちゃを改良したり，遊び方を工夫したりして，みん

なで遊びを楽しむとともに，活動を通して気付いたこ

とを振り返り，伝え合わせる。 

◆試しに遊んでみて困ったことや，友達から助言された

ことをもとに，おもちゃや遊び方を工夫している。 

〈主体的に学習に取り組む態度〉［発言・観察・ふ

りかえりカード］ 
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第２学年 単元計画  

単元名「ぼく，わたしのお気に入りは○○～海や川との触れ合いを通して～」 

（１）目標 

  ・海・川などへ行き，生き物や水，砂などを見たり，触ったりする活動を通して，それぞれの場 

所の違いや特徴を見付けたり考えたりすることができ，自分たちの住んでいる地域は豊かな自 

然が多くあることに気付くとともに，自然や地域への愛着をもつことができる。 

  ・体験したことを伝え合う活動を通して，それらを伝える相手のことを想像したり，伝えたいこ

とや伝え方を選んだりすることができ，伝えたいことが相手に伝わるよさや楽しさが分かると

もに，進んで伝える相手と触れ合い，交流することができる。 

 

（２）評価規準 

 

 

単
元
の
評
価
規
準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・海・川などへ行き，生き物や水， 

砂などを見たり，触ったりする 

活動を通して，自分たちの住ん 

でいる地域は豊かな自然が多く 

あることに気付いている。 

・体験したことを伝え合う活動を 

 通して，伝えたいことが相手に

伝わるよさや楽しさが分かって

いる。 

・海・川などへ行き，生き物や水， 

砂などを見たり，触ったりする 

活動を通して，それぞれの場所 

の違いや特徴を見付けたり，考 

えたりしている。 

・体験したことを伝え合う活動を  

 通して，それらを伝える相手の 

ことを想像したり，伝えたいこ

とや伝え方を選んだりしてい

る。 

・海・川などへ行き，生き物や

水，砂などを見たり，触った

りする活動を通して，自然

や地域への愛着をもってい

る。 

・体験したことを伝え合う活 

 動を通して，進んで伝える 

 相手と触れ合い，交流しよ 

うとしている。 

小
単
元
に
お
け
る
評
価
規
準 

１ 

① 海・川などへ行き，生き物や水，

砂などを見たり，触ったり 

する活動を通して，自分たちの 

住んでいる地域は豊かな自然 

が多くあることに気付いてい 

る。 

①海・川などへ行き，生き物や水， 

砂などを見たり，触ったりする 

活動を通して，それぞれの場所 

の違いや特徴を見付けている。 

① 海・川などへ行き，生き物

や水，砂などを見たり，触

ったりする活動を通して，

自然の面白さや不思議さ 

を感じている。 

２ 

② 体験したことを振り返る活動

を通して，自分たちの住んでい

る地域は豊かな自然が多くあ

ることに気付いている。 

②体験したことを振り返る活動を

通して，それぞれの場所の違いや

特徴を考えている。 

②体験したことを振り返る活 

動を通して，自然の面白さや

不思議さを感じている。 

３ 
 ③ 誰に，何を，どのように伝える

のか考えたり，選んだりしてい

る。 

④ 伝える相手のことを想像しなが

ら，発表の準備をしている。 

 

４ ③体験したことを伝え合う活動を 

通して，伝えたいことが相手に伝 

わるよさや楽しさが分かってい 

る。 

 ③体験したことを伝え合う活 

 動を通して，進んで伝える  

 相手と触れ合い，交流しよ

うとしている。 

５ 

  ④単元の学びを振り返ること 

 を通して，自然への愛着を 

もっている。 
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（３）単元計画（全２２時間） 

小単元名（時間） 学習活動 評価規準 評価方法 

１ 【A 体験】 

「海や川へ行き，自然と触れ合お 

う。」    

（７） 

・夏の「生きもの なかよし 大作せん」の学習 

 を振り返る。 

・海・川へ行き，諸感覚を働かせながら，それ 

ぞれの場所の違いや特徴を見付ける。 

※【Ａ 体験】の活動をして，【Ｂ 気付き】の 

 活動をする，これらを２回繰り返す。 

知① 

思① 

態① 

・行動観察，発言分析 

・行動観察，発言分析 

・行動観察，発言分析 

２ 【B 思い・願い・気付き】 

「海や川，山へ行き，気付いたこ

とを整理しよう。」 

（７） 

・海や川へ行って，気付いたことを書き出した 

り，伝え合ったりする。 

・海と川の中から１番のお気に入りを決める。 

知② 

思② 

態② 

・発言と表現物の分析 

・発言と表現物の分析 

・発言と表現物の分析 

３ 【D 表現・活動】 

「ぼく，わたしのお気に入りを伝 

える準備をしよう。」 

（６） 

・誰に，何を，どのように伝えるのか考えたり， 

 選んだりする。 

・相手意識をもちながら，発表の準備をする。 

思③ 

思④ 

・発言と表現物の分析 

・行動観察，発言分析 

 表現物の分析 

４ 【D 表現・活動】 

「ぼく，わたしのお気に入りを伝 

えよう。」 

（１） 

・相手意識をもちながら，グループごとに本単

元の学びを表現する。聞いている人に質問や

感想を話してもらい，互いに応対する。 

・発表したことを振り返る。 

知③ 

態③ 

・発言と表現物の分析 

・行動観察，発言分析 

５ 【E 振り返り】 

「学習したことを振り返ろう。」 

             （１） 

・単元の学びを写真や動画，ノートやプリント

などで振り返る。 

態④ ・発言と表現物の分析 
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第３学年 単元計画  

単元名「 海の不思議を調べてまとめよう 」 

（１）目標 

・ 潮風トレイルを散策する活動を通して，地域の海が豊かな自然環境に支えられていることや自分た

ちの生活と大きな関わりがあることに気付き，見つけた課題について探究するとともに，地域の海に

誇りと愛情をもって大切にしようと考えることができるようにする。 

（２）評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう力・人間性 

・ 地域が豊かな自然環境に支

えられていることや自分た

ちの生活と大きく関わりが

あることに気付く。 

・ 地 域 の 海 に 対 す る 問 いを も

ち，それらを解決する方法を

考え，学んだことを分かりや

すく伝えることができる。 

・ 探究活動に進んで取り組もう

とする。 

・ 地域の海の豊かさに気付き，

大 切 に し て い こ う と して い

る。 

 

（３）単元計画（全３０時間） 

【学習段階】学習課題 

○主な学習活動 （時数） 

・指導上の留意点  ◇教科等の関連 

◆評価規準 ＜観点＞ ［方法］ 

オリエンテーション 

〇海洋学習について知る。 

〇学習の見通しをもつ。（1） 

・海洋学習について知り，学習計画を立てさせる。 

◆４年生の発表を聞き，海洋科学習への問いをもっ

ている。 

＜学びに向かう力・人間性＞［記述］ 

【Ａ体験】 

潮風トレイルで海のふしぎを見つけよう 

〇潮風トレイルの計画を立てる。（1） 

〇地域の海を散策し，海の様子を知る。（2） 

〇潮風トレイルをふりかえり，見つけた不思議

を全体で共有する。（1） 

 

 

・潮風トレイルを歩き，不思議に気付かせる。 

・見つけた不思議を全体で共有させる。 

◆問いをもち，主体的に課題設定している。 

＜学びに向かう力・人間性＞［観察・記述］ 

【Ｂ疑問・問題】 

〇課題を設定し，調べる項目を選ぶ。（１） 

 

見つけた不思議から，詳しく調べることを

選ぼう。 

・見つけた不思議の中から特に興味をもったもの

を，調べ学習の学習課題につなげさせる。 

 

 

◆見つけた不思議の中から詳しく調べる項目を選

び，解決の方法を考えている。 

＜学びに向かう力・人間性＞［観察・記述］ 

【Ｃ探求】 

見つけた不思議について詳しく調べよう 
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〇計画を立てる。（１） 

〇情報収集。（１０） 

・ 潮風トレイルに調べに行く。 

・ インターネットで調べる。 

・ 図書室で調べる。 

・ 詳しい人に尋ねる。 

・情報を得るために色々な手段で調べる。 

◆色々な調べ方を体験し，多くの情報を集めてい

る。 

【Ｄ表現・活動】 

〇調べたことを整理し，まとめる。（９） 

調べたことをまとめよう。 

・調べたことの中からまとめに必要な情報を選び，

まとめさせる。 

◆調べたことの中から，相手意識をもって情報を取

捨選択している。 

＜思考・判断・表現＞［記述・発言］ 

〇調べた不思議について発表する。（２） 

調べた不思議について発表しよう。  

・調べたことについて発表の仕方を考え，発表させ

る。 

◆調べたことを発表するのにふさわしい方法を考え

ている。 

＜思考・判断・表現＞［記述］ 

【Ｅ振り返り】 

〇学習を振り返る。（２） 
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第４学年 単元計画  

単元名「水の旅〜山から川へ，そして海へ～」 

（１） 単元の目標 

・地域の自然環境について問いをもち，体験活動を通して山・川・海のつながりを調べることで，水

の循環のしくみを理解したり，洋野町で海産物が豊富にとれる理由を考えたりすることができる。 

・地域の自然環境への誇りと愛情をもち，それらを守るために自分にできることを具体的に考え，行

動することができる。 

（２）単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう力・人間性 

・地域の山や川，海が良い環境

となっていることを理解して

いる。 

・自然環境と自分の生活に関わ

りがあることに気付いてい

る。 

・収集した情報の中から必要な

ものを選び，整理してまとめて

いる。 

・目的や相手に応じて分かりや

すくまとめたり，表現したりし

ている。 

・主体的・協働的に学び，地域の

豊かな自然環境に誇りと愛情

をもっている。 

・自然環境を守るためにできる

ことを具体的に考えている。 

 

（２） 単元計画（全３０時間） 

【学習段階】学習課題 

○主な学習活動 （時数） 

・指導上の留意点  ◇教科等の関連 

◆評価規準 ＜観点＞ ［方法］ 

オリエンテーション 

〇前学年の海洋学習を振り返る。 

〇水はどこからどこへ行くのか考え、問いをも

つ。（1） 

・前年度の学習との関連づけを明確にして，つなが

りのある学習計画を立てさせる。 

◆前学年で調べた地域の海との関連をもとに，水の

ゆくえへの問いをもっている。 

＜学びに向かう力・人間性＞［記述］ 

【Ａ 体験】 

有家川について調べよう 

〇有家川の水質調査の計画を立てる。（1） 

〇有家川の水質や周りの環境を知る。（3） 

〇有家川の水質についてまとめる。(2) 

・有家川の水質について，生息する生物の種類と数

を手がかりとして調べさせる。 

◆主体的に調査の計画を立てている。 

＜学びに向かう力・人間性＞［観察・記述］ 

・水質調査やゲストティーチャーから学ばせる。 

◆さまざまな方法で有家川の水質や，周りの環境に

ついて調べている。＜知識・技能＞［観察・記述］ 

◆調査の結果をもとに，生息する生き物の種類の豊

富さや自然環境や水質のよさについて気付いてい

る。＜知識・技能＞［記述・発表］ 

【Ｂ 疑問・問題】 

どうして有家川の水をきれいにするために，木 

を植えるのだろう。 

 

〇有家川の水質から問いをもち，課題を設定す

る。(1) 

〇課題について予想を立てる。(1) 

       

・有家川の水がきれいな理由を予想する過程で、町

の植林活動について知り，そのつながりについて

問いをもたせる。 

・既習をもとに，水の視点から問いをもたせる。 

◇社会科「水はどこから」 

◇理科「雨水のゆくえ」 

◆有家川と山のつながりについて課題意識をもつこ

とができる。 

＜思考・判断・表現＞［記述・発表］ 
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【Ｃ 探究】 

山について調べよう。 

〇植林体験の計画を立てる。(1) 

〇植林体験をする。(3) 

〇ＧＴの話を聞く。(1)   

  

 

 

 

 

海について調べよう。 

〇洋野の海でとれる海産物について知る。(1) 

〇洋野以外の地域の海についても調べる。(5) 

 

 

 

 

 

 

 

・植林体験の計画を立てさせる。 

・植林体験を通して、植林の目的，森と川・海の

関係について学ばせる。 

・ＧＴの話で、森と川・海の関係についての理解を

深めさせる。  

◇理科「雨水のゆくえ」 

◇理科「自然の中の水のすがた」 

◇洋野町海洋教育事業「植林体験『森は巡る』」 

◇ＧＴ ひろのまきば天文台長 阿部俊夫さん 

 

・洋野の海は海産物が豊富であることを知り，そ

の理由について分析し考えをもたせる。 

・本やインターネット等も活用し，川がきれいで

ない場合や森を整備していない場合等の海への

影響について調べさせる。 

◆山・川・海のつながりを意識してその関係を調べ

ている， 

◆植林の意味と森からの栄養のある水が海によい環

境を与えていることを理解している。 

＜知識・技能＞［観察・記述・発言］ 

【Ｄ 表現・活動】 

山・川・海のつながりについてわかったことを 

まとめ，伝えよう。 

 

○整理・分析したことについて資料（ポスター

等）を作成し，伝える。(6) 

 

 

 

 

 

 

〇洋野町の自然に対する思いや願いを交流す

る。また，実行可能な行動を考え，実行する。

（3） 

 

 

 

 

自然を守るために，自分達にできることに取

り組もう。 

・仲間に分ける，順序立てる，関連させるなどさま

ざまな方法を用いて整理させる。 

◆調べたことの中から必要な情報を選び，整理して

まとめている。 

＜思考・判断・表現＞［記述・発言］ 

・整理・分析したことについて重要な順に序列化さ

せ，それを生かして表現させる。 

◇国語「調べたことを報告しよう」 

◇国語「言葉で考えを伝える」 

◆整理・分析したことをもとにまとめ，相手意識を

もって伝えている。 

＜思考・判断・表現＞［記述・発言］ 

 

・海産物が育つ洋野の環境は人々の努力や工夫によ

って続いてきたものであり，守っていかなけれ

ば，この先も続いていくことは難しいことに気付

かせ，自分たちも何か行動しなければならないと

いう必要感をもたせる。 

◆学びをもとに自然を守る方法を考え，実行しよう 

としている。 

＜学びに向かう力・人間性＞［発言・行動］ 

【Ｅ 振り返り】 

学習を振り返ろう。 

〇学習を振り返る。（2） 

・取り組んだ感想を伝え合い，地域の豊かな自然環

境をこれからも大切にしていきたいという思いを

もたせ，継続的に取り組んでいこうとする意欲を

高めさせる。 

◆学習を振り返り，改めて地域の自然環境への誇り 

と愛情をもつ。 

＜学びに向かう力・人間性＞［発言］ 
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第５学年 単元計画  

単元名「洋野のウニやサケの秘密を探ろう」 

（１）目標 

 ・ウニやサケについて問いをもち,探求的な活動を通して,ウニやサケの成長を支える環境や関わる

人々の工夫に気付くことができる。 

・進んで地域へ関わりながら課題解決をし,地域の特産であるウニやサケを守るために自分ができそ

うなことを実践することができる。 

（２）評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう力・人間性 

・ウニやサケの生態やとりまく

環境（水産業,海流など）を理

解し,ウニやサケが生きるこ

とができるようにするため

の地域の在り方や自己の生

き方に気付いている。 

・学んだことから必要な情報を

整理し,自己の生き方を考え,

相手意識や目的意識をもちな

がら表現している。 

・問いをもちながら主体的・協働

的に学習活動に取り組み,進

んで地域に関わり,自己の生

き方を考えようとしている。 

 

（３）単元計画（全３０時間） 

【学習段階】学習課題 

○主な学習活動 （時数） 

・指導上の留意点  ◇教科等の関連 

◆評価規準 ＜観点＞ ［方法］ 

オリエンテーション 

〇前学年の海洋学習を振り返る。 

〇洋野町の水産業について問いをもち,１年間

の学習の見通しをもつ。（１） 

・前年度の学習との関連づけを明確にして，つなが

りのある学習計画を立てさせる。 

◆前学年との関連をもとに，５年生の海洋科学習へ

の問いをもっている。 

＜学びに向かう力・人間性＞［観察・記述］ 

【Ａ体験－①】 

洋野町のウニを知ろう。 

〇洋野町のウニの漁獲量や美味しさについて,

ウニ祭りや増殖溝の写真等の資料から問いを

もち,学習計画を立てる。（１） 

・洋野町のウニについての資料を用い,問いをもた

せる。 

◆洋野町のウニについて問いをもち，進んで海や地

域に関わろうとしている。 

＜学びに向かう力・人間性＞［発言・記述］ 

【Ｂ疑問・問題－①】 

〇挙げられた疑問から個人の課題を設定する。

（1） 

洋野町で美味しいうにが良くとれる理由は

なんだろう。 

・ウニの生態や特徴,関わる人々など,視点を絞って

課題を設定させる。 

◆洋野町のウニについての問いをもとに,深く知り

たいことについて課題を設定している。 

＜学びに向かう力・人間性＞［観察・記述］ 

【Ｃ探求－①】 

洋野町のウニが美味しい理由を調べよう。 

〇ウニ栽培センターやウニ増殖溝を見学し,ウ

ニについて知る。（４） 

・ウニ栽培センターや増殖溝の見学を通してウニに

触れ,実感的に学ばせる。 

・見学したことを通して新たな疑問やさらに深く知

りたいことについて焦点を絞り,調べさせる。 
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○解決できていない課題を調べる。（３） 

○調べたことを整理し,まとめる。（１） 

◇理科「魚のたんじょう」 

◆調べ学習を通して,ウニの生態や洋野町の水産業,

人々の努力に気付いている。 

＜知識・技能＞［記述・観察］ 

【Ａ体験－②】 

洋野町のサケを知ろう。 

○洋野町のサケの漁獲量等の資料から問いをも

ち,学習計画を立てる。（１） 

・洋野町のサケの漁獲量を表すグラフの考察や,八

木漁港見学から問いをもたせる。 

◇社会科「水産業のさかんな地域」 

◇社会科「自然条件と人々のくらし」 

◆洋野町のサケについて問いをもち,進んで海や地

域に関わろうとしている。 

＜学びに向かう力・人間性＞［発言・記述］ 

【Ｂ疑問・問題－②】 

洋野町でサケがよくとれる理由はなんだろう。 

○挙げられた疑問から個人の課題を設定する。

（１） 

・サケの生態や,洋野町のサケの特徴,関わる人々な

ど,視点を絞って課題を設定させる。 

◆洋野町のサケについての問いをもとに,深く知り

たいことについて課題を設定している。 

＜学びに向かう力・人間性＞［観察・記述］ 

【Ｃ探求－②】 

洋野町のサケがよくとれる理由を調べよう。 

○さけますふ化場を見学し,サケについて知

る。（２） 

○解決できていない課題を調べる。（３） 

 

・さけますふ化場見学において,実際にサケの様子

を見たり,採卵体験をしたりして,実感的に学ばせ

る。 

・見学,体験を通して新たな疑問やさらに深く知り

たいことについて焦点を絞り,調べさせる。 

◇理科「魚のたんじょう」 

◇算数「ならした大きさを考えよう」 

◆調べ学習を通して,サケの生態や洋野町の水産業,

豊かな環境に気付いている。 

＜知識・技能＞［記述・観察］ 

洋野町のサケの秘密についてまとめよう 

○調べたことを整理し,まとめる。（２） 

・サケの疑問について調べたことをもとに,洋野町

のサケの特徴を捉え,情報を整理させる。 

◆学んだことを分析し,適切に整理してまとめてい

る。 

＜思考・判断・表現＞［記述・観察］ 

【Ｄ表現・まとめ】 

〇洋野のウニやサケのよさ,漁獲量が多い理由

等をグループでまとめる。（７） 

洋野のウニやサケを分かりやすく伝える方法

を考えよう。 

・洋野町のサケやウニについて調べたことをもと

に,目的や相手に合わせて情報を整理させる。 

・伝える内容や方法を吟味し,助言し合いながらよ

り分かりやすく伝える方法について考えさせる。 

・助言をもとにグループで十分検討させ,分かりや

すく伝わる方法で発表準備をさせる。 

◇国語科「問題を解決するために話し合おう」 
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◆学んだことを伝える目的や相手に合わせて整理,

分析し,適切な方法で伝えようとしている。 

＜思考・判断・表現＞［記述・発言］ 

〇グループでまとめたものを発表する。（２） 

洋野のウニやサケのよさを伝えよう。 ・相手,目的意識をもって発表等を行わせる。 

・助言したことを生かして相手グループの発表の際

にそれぞれ協力し,自分事として捉えながら発表

させる。 

◇国語科「伝えたい,心に残る言葉」 

◆相手意識や目的意識をもってそれぞれのグループ

でまとめ,表現している。 

＜思考・判断・表現＞［発表・記述］ 

【Ｅ振り返り】 

１年の学習をふり返ろう 

〇学習したことをふり返り,新たな問いや生か

したいことについて考え,思いや願いをも

つ。（１） 

・導入時と終末時の知識や考えを比較しながら,学

びを自覚させる。 

・学びをもとに,ウニやサケの漁獲量を保ち,守って

いくために自分達ができることについて考えさせ

る。 

◇社会科「水産業のさかんな地域」 

◆学びをふり返り,サケについて考えたり,新たな問

いをもったりして,進んで海や地域に関わろうと

している。 

＜学びに向かう力・人間性＞［発言・記述］ 
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第６学年 単元計画  

単元名「洋野町の未来を考えよう～洋野の海やウニ（サケ）を守るためにできること～」 

（１）目標 

  ・洋野町の水産業が抱えている問題やこれから起こりうるであろう課題に気付き，その  

   原因を考えたり，調べたりすることができる。 

 ・進んで地域へ関わりながら課題解決し，地域の特産であるウニ（サケ）や洋野の海を 

  守るために自分ができそうなことを考え・表現し，実践することができる。 

（２）評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう力・人間性 

・洋野町の水産業が抱えている

問題やこれから起こりうるで

あろう課題に気付いている。 

・洋野町の水産業が抱えている 

 問題や起こりうるであろう 

 課題の原因を考えたり，調べ 

 たりしている。 

・地域の特産であるウニ 

（サケ）や洋野の海を守るた

めに自分ができそうなこ

とを考えたり，表現したり

している。 

・進んで海や地域へ関わりなが

ら，問いやその原因を考えた

り，自分ができそうなことを

実践したりしている。 

 

（３）単元計画（全３０時間） 

【学習段階】学習課題 

○主な学習活動 （時数） 

・指導上の留意点  ◇教科等の関連 

◆評価規準 ＜観点＞ ［方法］ 

オリエンテーション 

〇前学年の海洋学習を振り返る。 

〇６年生の学習内容を知り，学習の見通しをも

つ。（1） 

・前年度の学習との関連付けを明確にして，つなが

りのある学習計画を立てさせる。 

◇国語科「気持ちよく対話を続けよう」 

◇国語科「友達の意見を聞いて考えよう」 

◆６年生の学習内容に関心をもち，進んで海や地域

へ関わろうとしている。 

 ＜学びに向かう力・人間性＞［観察・発言］ 

サケの稚魚を放流しよう。 

〇５年生時から育ててきたサケの稚魚を，２年

生とともに，有家川で放流する。  

                  （２） 

・何のために放流するのかやどんな思いをもって放

流するのか，目的意識や思い，願いをもたせる。 

◇国語科「気持ちよく対話を続けよう」 

◆思いや願いをもって，進んでサケの稚魚を放流し

ている。＜学びに向かう力・人間性＞ 

             ［観察・発言・記述］ 

【Ａ体験】 

ウニ（サケ）の学習を振り返ろう。 

〇前年度学んだこと（ウニやサケどちらかに絞

る）の振り返りをする。（１） 

 

・前年度の作成物や海洋ノートを用いて振り返らせ

る。 

・可能であれば，ウニ栽培センターやさけますふ化

場へ行き，前年度の学びを振り返らせる。 

◇国語科「気持ちよく対話を続けよう」 
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◇国語科「友達の意見を聞いて考えよう」 

◆問いをもち，主体的に課題設定している。 

＜学びに向かう力・人間性＞ 

［観察・発言・記述］ 

【Ｂ疑問・問題】 

ウニ（サケ）が直面している問題とは何だろ

う。 

〇ウニ（サケ）が抱えている問題について課題

意識をもち，学習計画を立てる。（２） 

※ウニ⇒磯焼け，身入りが悪い，働く人の減

少，高齢化問題，増えすぎたウニ問題など。 

※サケ⇒サケが帰ってこられない，働く人の減

少，エサの減少など。 

・前年度は，ウニ（サケ）のプラス面を学習した。

しかし，マイナス面（抱えている課題）などもあ

ることを資料を使って知り課題意識をもたせる。 

◇国語科「原因と結果に着目しよう」 

◇国語科「イースター島にはなぜ森林がないのか」 

◇理科「地球と私たちのくらし」 

◇社会科「わたしたちのくらしを支える政治」 

◆ウニ（サケ）が抱えている問題について問いをも

ち，解決するための学習計画を立てている。 

＜学びに向かう力・人間性＞ 

◆洋野町の水産業が抱えている問題やこれから起こ

りうるであろう課題に気付いている。 

＜知識・技能＞［観察・発言・記述］ 

ウニ（サケ）が直面している問題の原因はなん 

だろう。 

〇ウニ（サケ）が抱えている問題の原因を考え 

る。（２） 

・様々な問題の原因を，海洋科の既習や各教科の学 

びを活かしながら多面的・多角的に考えさせる。 

◇理科「動物のからだのはたらき」 

◇理科「植物のからだのはたらき」 

◆ウニ（サケ）が抱えている問題の原因を，海洋科 

の既習や各教科の学びを活かして考えている。 

＜知識・技能＞［観察・発言・記述］ 

個人研究に取り組もう。 

〇個人研究の計画を立てる。（理科との関連） 

〇個人研究に取り組む。 

（夏休み中）（理科との関連） 

〇中間発表会をする。（理科との関連） 

・夏季休業を利用して，５年生からの継続研究に取 

り組ませる。 

◆問いをもち，それを解決するための方法を具体的 

に考え，表現している。 

＜学びに向かう力・人間性＞ 

＜思考・判断・表現＞［記述・発表］ 

【Ｃ探求】 

ウニ（サケ）が抱えている問題の原因を調べよ 

う。 

〇ウニ（サケ）が抱えている問題の原因を GT 

やインターネット，本を使って調べる。

（５） 

・問題の原因を観点に沿って調べさせる。（ワーク 

シートの活用） 

◇理科「生き物のくらしと環境」 

◇社会科「災害からわたしたちを守る政治」 

◇道徳科「チョモランマ清掃登山隊」 

◇書写「書く速さ」「インタビューメモを取ろう」 

◆ウニ（サケ）が抱えている問題の原因を詳しく調 

べている。＜知識・技能＞［観察・発言・記述］ 

123



調べたことを整理し，自分たちにできることを 

考えよう。 

〇調べたことを整理し，自分たちにできること

を考える。（２） 

※地球温暖化対策，働く人を増やす方法，エサ

を増やす方法，海・川・山を守る方法，洋野

のウニ（サケ）の知名度を上げる方法など。 

・自分たちにできそうなことと，洋野町として考え

てほしいことなど，分けて考えさせる。 

・海洋科の既習や理科，家庭科など，各教科の学び

を活かして，教科横断的に考えさせる。 

・もし問題が続くと，ウニ（サケ）はどうなるの

か，洋野町はどうなるのか，未来を予想させる。 

◇国語科「海のいのち」 

◇国語科「話し合って考えを深めよう」 

◇音楽科「われは海の子」◇理科「大地のつくり」 

◆調べたことを整理し，地域の特産であるウニ 

（サケ）や洋野の海を守るために，自分たちにでき

そうなことを具体的に考えている。 

＜思考・判断・表現＞［観察・発言・記述］ 

【Ｄ表現・まとめ】 

〇洋野のウニ（サケ）や海が抱えている問題や 

その原因，自分たちにできることを，グルー 

プごとにまとめる。（８） 

洋野のウニ（サケ）や海を守るために，自分

たちにできることをまとめよう。 

・相手意識や目的意識をもたせて，活動に取り組ま

せる。 

・一人一人にウニ（サケ）や海がどうなってほしい

のか，思いや願いをもたせる。 

◇国語科「町の未来をえがこう」 

◇国語科「世界に向けて意見文を書こう」 

◇道徳科「帰ってきたクニマス」 

◆洋野のウニ（サケ）や海が抱えている問題やその 

原因，自分たちにできることを具体的に考えた 

り，相手意識や目的意識をもってまとめたりして 

いる。＜思考・判断・表現＞ 

［観察・記述・発言］ 

〇各グループでまとめたものを，全校へ発表す

る。（２） 

〇各グループでまとめたものを，一つにして海

洋教育サミットで発表する。（４） 

洋野のウニ（サケ）や海を守るために，自分

たちにできることを発表しよう。 

・相手意識や目的意識をもたせながら，発表させ

る。 

・一人一人にウニ（サケ）や海がどうなってほしい

のか，思いや願いをもたせながら，発表させる。 

◇国語科「プロフェッショナルたち」 

◆洋野のウニ（サケ）や海が抱えている問題やその 

原因，自分たちにできることを相手意識や目的意 

識をもって表現している。＜思考・判断・表現＞ 

［発表］ 

卒業論文を書こう。 

〇卒業論文を書く。（国語科との関連） 

〇卒業論文発表会をする。（国語科との関連） 

◆２年間の研究を整理・分析し，自分にできること

を具体的に考えている。 

＜学びに向かう力・人間性＞ 

＜思考・判断・表現＞［記述・発表］ 
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【Ｅ振り返り】 

〇学習したことを振り返り，思いや願い，新た

な問い，活かしたいことなどについて考え，

発表し合う。（１） 

・今年度活用した海洋ノート，まとめたものなどを

活用しながら振り返らせ，中学校への学びへとつ

なげる。 

◇理科「地球に生きる」 

◇社会科「地球規模の課題解決と国際協力」 

◆学習したことを振り返り，思いや願いなどをも

ち，進んで海や地域へ関わろうとしている。 

＜学びに向かう力・人間性＞［記述・発言］ 
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第 1学年 生活科学習指導案 

 

  日 時 令和３年１０月５日（火）２校時 

児 童 男子８名 女子５名 計１３名 

指導者 松浦 ふみか         

 

１ 単元名 「つくろう あそぼう なかののたからで」 

 

２ 単元について 

（１）教材について 

学習指導要領第 1学年及び 2学年の目標(２)は，｢身近な人々，社会及び自然と触れ合ったり関

わったりすることを通して，それらを工夫したり楽しんだりすることができ，活動のよさや大切さ

に気付き，自分たちの遊びや生活をよりよくするようにする。｣である。また，本単元の主たる内

容（６）は，｢身近な自然を利用したり，身近にあるものを使ったりするなどして遊ぶ活動を通し

て，遊びや遊びに使うものを工夫してつくることができ，その面白さや自然の不思議さに気付くと

ともに，みんなと楽しみながら創り出そうとする。｣である。本単元は，身近な自然物や，身の回

りにあるものを使って，おもちゃを工夫して作ったり，遊び方を工夫したりして，遊びの面白さや

自然の不思議さに気付き，安全に気を付けて，みんなで遊びを楽しむことができるようにすること

をねらいとしている。 

 

（２）児童について 

本学級の児童は，校地内の植物で草遊びをしたり,栽培している朝顔の花でたたき染めをしたり

する活動を通して身近な自然に触れ合い楽しんできた。また,7月には有家浜へ出かけて砂浜での遊

びを通して自然と親しんだ。しかし,校地内に樹木がなく徒歩で気軽に行ける公園もないため,自然

豊かな地域ではあるが,「たのしいあきいっぱい」では,十分に木の葉や実を集めて触れ合う体験が

できなかった。 

児童は，意欲的に学習に臨む態度が身についていると言える。また,観察して気付いたことや体

験して思ったことなどを書いたり発表したりして伝え合う活動も意欲的に行っている。しかし，草

花遊びをしてきた児童は少なく,教師の手本がないと活動をすることが難しい。そのため,いろいろ

な遊びを紹介し,遊ばせ,活動を広げていく必要がある。  

 

（３）指導について 

学習を進めるにあたり，本校の自然に囲まれた豊かな環境を生かし，学区で採取してきた木の

実，貝殻やシーグラスなどの自然物を材料とし，それらに十分に触れさせて特徴を生かしたおもち

ゃを作らせたい。活動を広げるために,今までの活動を紹介し,自然を生かした遊びを楽しむことが

できるようにしたい。 

 

３ 単元の指導計画 

（１）単元の目標 

  自然と関わる活動を通して,遊びや遊びに使うものを工夫してつくったり,身近な自然の違いや特 

徴を見つけたりすることができ,自然の様子や四季の変化に気付いたり,遊びの面白さや不思議さに 

気付いたりするとともに,身近な自然を取り入れ自分の生活を楽しくしようとすることができるよう 

にする。 
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（２）評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 自然と関わる活動を通して,自然 

の様子や四季の変化,季節によっ 

て生活の様子が変わること,遊び 

や遊びに使うものを工夫してつくる 

ことの面白さや自然の不思議さに 

気付いている。 

自然と関わる活動を通して,身近な

自然の違いや特徴を見付けたり,身

近な自然を使って遊びや遊びに使う

物を工夫して作ったりしている。 

自然と関わる活動を通して,身近な

自然を取り入れ,みんなと楽しみなが

ら遊びを創り出し,自分の生活を楽し

くしようとしている。 

 

（３）単元計画（全２８時間 本時 14／28） 

【学習段階】学習課題 

○主な学習活動 （時数） 

・指導上の留意点  ◇教科等の関連 

◆評価規準 ＜観点＞ ［方法］ 

一 たんけん なかの 

【Ａ体験】 

うげはまにいこう 

 ・うげはまの砂浜で遊ぶ。（４） 

・砂浜で砂遊びを楽しみ,身近にある自然のすばらし

さについて気づき,砂浜での遊びを楽しもうとする

ことができるようにする。 

◆有家浜に出かけ,砂浜で遊ぶ活動を通して,みんな

と遊びを楽しくしようとしている。 

〈主体的に学習に取り組む態度〉［発言・観察・振り

返りカード］ 

◇国語科「えにっきをかこう」 

【Ａ体験】 

 がっこうのまわりで あきをさがそう 

 ・秋の自然の様子に気づく。（４） 

・夏と秋の校庭の自然の様子の違いに気づかせる。 

◆夏と秋の自然の様子の違いを感じ,自然の事象の不

思議さに気づいている。 

〈知識・技能の基礎〉［観察・観察カード］ 

◇道徳科「大すき わたしたちのまち」 

【Ｄ表現・活動】 

 はっぱや みで あそぼう 

 ・学校の周りで見つけた木の実や葉っぱを

使って遊ぶ。（２） 

・集めた自然物を使って，遊び方を考えさせる。 

◆自分たちが集めた自然物に関心を持ち，重ねたり

並べたりして楽しもうとしている。 

〈主体的に学習に取り組む態度〉［発言・観察］ 

【Ａ体験】 

うげはまに また いこう 

 ・流木,シーグラス,貝殻など遊びの道具に

なりそうな物を探す。（３） 

 

・秋の砂浜の様子を観察し,遊びに使える自然物がが

ないか考えさせたり探したりする。 

◆砂浜で遊びに使えそうな物を探したり,新たな発見

や遊びに使う自然物を選んでいる。 

〈思考・判断・表現の基礎〉［発言・観察］ 

二 おもちゃを つくろう 
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【Ｂ思い・願い】 

 どんなあそびが できるかな 

 ・学校の周りや有家浜で見つけた物を使っ

て，どんな遊びができるか考える。（１） 

本時 

・集めた自然物の中から遊びに使う物を選び,イメー

ジをもたせる。 

◆楽しみたい遊びを思い描きながら,遊びに使う物を

選んでいる。 

〈思考・判断・表現の基礎〉［発言・観察・作品カー

ド］ 

【Ｄ表現・活動】 

つくってみよう 

・学校の周りや有家浜で見つけた物を使っ

て，遊ぶ道具を作る。（５） 

・集めた自然物を使って遊び方を考え,遊ぶ道具を作

らせる。 

◆集めた自然物の中から，予想したり,確かめたり,

見直したりしながら,遊びに使う物を作っている。  

〈知識・技能の基礎〉［観察・作品］ 

◆みんなで楽しく遊びたいという願いをもち,粘り強

く遊びを創り出そうとしている。 

〈主体的に学習に取り組む態度〉［発言・観察］ 

三 みんなで あそぼう 

【Ｄ表現・活動】 

あそんでみよう 

・遊びを交流し，更に楽しい遊びにするため

に意見の交換をする。（３） 

・友達と作品を見合い,遊び,自分の作品がより面白

くなるように話し合わせる。 

◆約束やルールが大切なことやそれを守って遊ぶと楽し

いことに気付いている。 

〈知識・技能の基礎〉［観察・観察カード］ 

◆比べたり,遊んだり,見立てたりしながら,遊びを楽しんで

いる。 

〈思考・判断・表現の基礎〉［発言・観察・作品］ 

◆友達のよさを取り入れたり,自分との違いを生かしたりし

て,遊びを楽しくしようとしている。 

〈主体的に学習に取り組む態度〉［発言・観察・振り

返りカード］ 

【Ｂ思い・願い】 

こどもえんのみんなと おもちゃたいかい

をしよう 

・遊ぶ相手が楽しく遊ぶことができるように

工夫する。（４） 

・こども園の子供達が楽しめるように,遊び方を工夫させ

る。 

◆みんなで楽しく遊ぶ際,道具や用具の準備や片付け,掃

除,整理整頓をしている。 

〈知識・技能の基礎〉［観察］ 

◆相手に合わせて,遊びの約束やルールなどを工夫しな

がら遊んでいる。  

〈思考・判断・表現の基礎〉［発言・観察・作品］◇

国語科「おもいだしてかこう」 

【Ｅ振り返り】 

 たのしかったことを つたえよう 

・活動を通して，楽しかったことや中野の自

然について感じたことをまとめる。（２） 

・おもちゃを改良したり，遊び方を工夫したりして，活動を

通して気付いたことを振り返り，伝え合わせる。 

◆遊びを工夫したり,友達と楽しく遊んだりしたことを振り

返り表現している。 

〈思考・判断・表現の基礎〉［発言・観察］ 
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◆みんなで遊ぶと生活が楽しくなることを実感し,毎日の

生活を豊かにしようとしている。 

〈主体的に学習に取り組む態度〉［発言・観察・ふり

かえりカード］ 

 

４ 本時の学習 

（１） 本時の目標 

  楽しみたい遊びや楽器を思い描きながら,遊びに使う物を選び,イメージをもつことができる。 

（２） 展開案 

学習内容 ○発問・主な子供の反応 〈手立て〉・留意点 ◆評価規準〈観

点〉〔方法〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

分 

１ 学校の周りの自然物を使って遊んだ時のことを想

起する。 

 ○きれいなかんむりができた。 

 ○葉っぱで動物の顔を作った。 

 ○有家浜でとってきた物もつかって,何か作りたい。 

もりやうみのものをつかって どんなあ

そびができるかな。 
 

・前時に葉っぱや実で遊んだ写真を

提示し，それぞれの工夫を振り返

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 

分 

２ 自分たちが集めた森や海の自然物を確認し、どん

なものができるか考える。 

○2，3年生が作った物や教科書を見て,どんな遊び道

具ができるか知ろう。 

 

○作りたい物を決めよう。 

 ・こま ・ジェットコースター ・迷路  

・マラカス ・的当て ・魚釣り  など 

 

○どんな材料を使って,何を作るかで考えよう。 

 ・ドングリや松ぼっくりを使って的当てを作って

みたい。 

 ・迷路が面白そう。 

 ・ドングリと貝を使って作りたいな。 

 ・貝殻のマラカスを作ってみたい。 

 

３ 発表しよう。 

  ・どんな材料で何を作るか。 

〈手立て２〉今までの活動の写真か
ら、遊び道具のイメージと遊びへの
関心をもつ。 

・有家浜で集めた海の物を確認し,地

域の自然物の豊かさを感じさせる 

 

・自然物を触りながら,どんな使い方

があるか考えさせる。 

 

 

・作りたい物でグループ分けをし,自

分で作りたい物を決める。 

〈手立て（３）〉グループでの話し合

う場の設定 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

分 

４ 本時の振り返りをする 

○今日の学習を振り返って感想を発表しよう。 

◆遊びの楽しさや遊びを工夫したり,

遊びを創り出したりする面白さに

気付いている。 

〈思考・判断・表現の基礎〉［発言・

観察］ 
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第 ２ 学 年  生 活 科 学 習 指 導 案 
 

日 時  令和３年１０月 ５日（火）３校時 

児 童  男子１０名 女子５名 計１５名 

指導者  花 田 栄 順   

 
１ 単元名  「ぼく，わたしのお気に入りは○○～洋野町の海・川・山との触れ合いを通して～」 
 
２ 単元について 
 (1) 教材について 
    本単元は，学習指導要領の内容（５）「身近な自然を観察したり，季節や地域の行事に関わったりするな 
   どの活動を通して，それらの違いや特徴を見付けることができ，自然の様子や四季の変化，季節によって 
   生活の様子が変わることに気付くとともに，それらを取り入れ自分の生活を楽しくしようとする。」と内容

（８）「自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々と伝え合う活動を通して，相手のことを想像したり，伝 
   えたいことや伝え方を選んだりすることができ，身近な人々と関わることのよさや楽しさが分かるととも 
   に，進んで触れ合い交流しようとする。」を中心に，次年度以降の特別な教科「海洋科」につながるように 
   設定した。 
    この単元を学習することにより，生活科のねらいを達成するだけではなく，海・川・山など，洋野町の 

恵まれた自然そのものに関わることを通して，次年度以降の海洋科の学習の素地を養うことができると考 
える。 
 また，この単元は昨年度のカリキュラム見直しの時点で，設定しなかった単元である。今年度新たに計 
画・実施し，改善を図り，次年度以降のカリキュラムの作成・見直しにつなげていく。 

 
 (2) 児童について 
    児童は，１学期の生活科「生きもの なかよし 大作せん」の学習で，学校の周りや海にいる生き物を  
   探したり，飼育したりする活動を通して，生き物の特徴や住んでいる場所に気付くことができた。また， 
   様々な生き物へ親しみをもち，大切にしようとする姿が見られた。 

 しかし，この生活科の学習では，海の生き物に親しむことはできたが，海に関わるもの（海水や砂など） 
に親しむことは不十分であり，海そのものに愛着をもつ児童の姿はあまり見られなかった。また，海の生 
き物に触れ，気付いたことや感じたことを誰かに発表することもなく，学習を終えた。 
 

 (3) 指導について 
上記の反省を踏まえ，子どもたちに自然や地域へ愛着をもたせ，次年度以降の特別な教科「海洋科」の 

学習へつなげるために，以下のように指導していく。 
① 夏の海の生き物探しを振り返る活動から，もう一度海へ行き，海に関わるもの（海水や砂など） 

に目を向けさせ，見たり触れたり，様々な体験活動を通して，海の面白さや不思議さを感じさせた

りしていく。 
② 海の近くの川や山の存在に気付かせ，行ってみたい，何か活動をしたいという思いをもたせてから，

実際に川や山へ行き，自然と触れ合わせる。 
③ 川と山の面白さや不思議さなど，体験活動を通して感じさせ，気付いたことを整理することを通し

て，それぞれの場所の違いや特徴に気付かせていく。 
④ それぞれの場所には違いや特徴がある中で，自分のお気に入りとその理由を決めさせ，自然に対す

る愛着をもたせていく。また，海・川・山が全てあるのが洋野町，中野小学校区であることに気付

かせ，地域への愛着をもせていく。 
⑤ 単元の後半時には，誰に，どんなことを，どのように伝えるのかを考えさせ，発表させることによ

り思考力や表現力を高めていく。 
 
３ 単元の目標並びに評価規準 

（１） 単元の目標 

 ・海・川・山などへ行き，生き物や草花，水や砂などを見たり，触ったりする活動を通して，それぞ 

れの場所の違いや特徴を見付けたり考えたりすることができ，自分たちの住んでいる地域は豊かな 

自然が多くあることに気付くとともに，自然や地域への愛着をもつことができる。 
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 ・体験したことを伝え合う活動を通して，それらを伝える相手のことを想像したり，伝えたいことや 

  伝え方を選んだりすることができ，伝えたいことが相手に伝わるよさや楽しさが分かるとともに，   

  進んで伝える相手と触れ合い，交流することができる。 

 

（２） 単元の評価規準 

 

 

単
元
の
評
価
規
準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・海・川・山などへ行き，生き物や草 

花，水や砂などを見たり，触ったり 

する活動を通して，自分たちの住ん 

でいる地域は豊かな自然が多くあ 

ることに気付いている。 

・体験したことを伝え合う活動を通 

 して，伝えたいことが相手に伝わる 

 よさや楽しさが分かっている。 

・海・川・山などへ行き，生き物や草 

花，水や砂などを見たり，触ったり 

する活動を通して，それぞれの場所

の違いや特徴を見付けたり，考えた

りしている。 

・体験したことを伝え合う活動を通 

 して，それらを伝える相手のことを 

 想像したり，伝えたいことや伝え方 

 を選んだりしている。 

・海・川・山などへ行き，生き 

物や草花，水や砂などを見た 

り，触ったりする活動を通し 

て，自然や地域への愛着をも 

っている。 

・体験したことを伝え合う活 

 動を通して，進んで伝える相 

 手と触れ合い，交流しようと 

 している。 

小
単
元
に
お
け
る
評
価
規
準 

１ ①海・川・山などへ行き，生き物や草 

花，水や砂などを見たり，触ったり 

する活動を通して，自分たちの住ん 

でいる地域は豊かな自然が多くあ 

ることに気付いている。 

①海・川・山などへ行き，生き物や草 

花，水や砂などを見たり，触ったり 

する活動を通して，それぞれの場所

の違いや特徴を見付けている。 

①海・川・山などへ行き，生き 

物や草花，水や砂などを見た 

り，触ったりする活動を通し 

て，自然の面白さや不思議さ 

を感じている。 

２ ②体験したことを振り返る活動を通 

して，自分たちの住んでいる地域は 

豊かな自然が多くあることに気付 

いている。 

②体験したことを振り返る活動を通し 

 て， それぞれの場所の違いや特徴を 

考えている。 

②体験したことを振り返る活 

 動を通して，自然の面白さや 

 不思議さを感じている。 

３  ③誰に，何を，どのように伝えるのか 

 考えたり，選んだりしている。 

④伝える相手のことを想像しながら， 

 発表の準備をしている。 

 

４ ③体験したことを伝え合う活動を通 

 して，伝えたいことが相手に伝わる 

 よさや楽しさが分かっている。 

 ③体験したことを伝え合う活 

 動を通して，進んで伝える相 

 手と触れ合い，交流しようと 

 している。 

５   ④単元の学びを振り返ること 

 を通して，海への愛着をもっ 

 ている。 

 

（３）指導と評価の計画 （全２２時間 本時 ９／２２） 

小単元名（時間） 学習活動 評価規準 評価方法 

１ 【A体験】 

「海や川，山へ行き，自然と触れ 
合おう。」    

（７） 

・夏の「生きもの なかよし 大作せん」の学習を 

 振り返る。 
・海・川・山へ行き，諸感覚を働かせながら，それ 
ぞれの場所の違いや特徴を見付ける。 

※【Ａ 体験】の活動をして，【Ｂ 気付き】の活 

動をする，これらを３回繰り返す。 

知① 

思① 
態① 

・行動観察，発言分析 

・行動観察，発言分析 
・行動観察，発言分析 

２ 【B 思い・願い・気付き】 
「海や川，山へ行き，気付いたこ

とを整理しよう。」 

（７）本時 

・海や川，山へ行って，気付いたことを書き出した 
り，伝え合ったりする。 

・海と川，山の中から１番のお気に入りを決める。 

知② 
思② 

態② 

・発言と表現物の分析 
・発言と表現物の分析 

・発言と表現物の分析 

３ 【D 表現・活動】 

「ぼく，わたしのお気に入りを伝 
える準備をしよう。」 

（６） 

・誰に，何を，どのように伝えるのか考えたり，選 

 んだりする。 
・相手意識をもちながら，発表の準備をする。 

思③ 

思④ 

・発言と表現物の分析 

・行動観察，発言分析 
 表現物の分析 
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４ 【D 表現・活動】 
「ぼく，わたしのお気に入りを伝 

えよう。」 
（１） 

・相手意識をもちながら，グループごとに本単元の 
 学びを表現する。聞いている人に質問や感想を 

 話してもらい，互いに応対する。 
・発表したことを振り返る。 

知③ 
態③ 

・発言と表現物の分析 
・行動観察，発言分析 

５ 【E 振り返り】 

「学習したことを振り返ろう。」 

             （１） 

・単元の学びを写真や動画，ノートやプリントなど 

で振り返る。 

態④ ・発言と表現物の分析 

 
４ 本時の学習 

(１) 本時の目標 

    海へ行き，気付いたことを伝え合う活動を通して，海の特徴を考えたり，海の面白さを感じたりする 

   ことができる。 

(２) 展開案 

時

間 
学習内容 〇発問 ・主な子どもの反応 ＜手立て＞ ・留意点 ◆評価規準＜観点＞〔方法〕 

 
 
３ 
分 

１ 既習を振り返り，学習の見通しをもつ。 
 〇海へ行き，気付いたことを付箋紙に書き出しました 

ね。今日は，気付いたことをみんなで伝え合いまし 
ょう。そして海の面白いところはどんなところか考 
えましょう。 

 
 

・前時までのノートやプリント，板書や見学の際の写真を  
 基に振り返り，本時の学習の見通しをもたせる。 

  

  
 
 
 
 
 
 
 

37 
分 

２ 個の気付きをグループで伝え合い，対話をする。 
 〇書いた付箋紙を１枚ずつ出し合いましょう。 
 ・砂は，冷たかったね。海水はどうだった？ 
 ・夏と比べて生き物はいなかったね。どうしてかな。 
 ・夏に行った場所が海水で覆われていたね。 
 
 
 
 
 
３ グループでの気付きを基にして，海の面白いところ 
 を考える。 
 〇気付いたことをグループで伝え合い，海のどんなと 
  ころが面白いと思いましたか。その理由も考えまし 
  ょう。 
 ・ぼくは，夏に行ったところが海水で覆われていたと 
  ころが面白いなと思いました。海は日によって変わ 
  ることが面白いと思いました。 
 ・私は，海にわかめが流れていることが面白いと思い 
  ました。夏に来たときはなかったので，何が流れて 
  くるのか面白いと思いました。 

・グループは，気付きが深まるように，意図的なものとし 
 て，伝え合わせる。 
・前生活科の単元「みんなで使う町の施設」の学習でも同 
 じように学習を進めているので，それを想起させ，グル 
 ープ活動に取り組ませる。イメージがわかない場合，そ 
 の学習を例として，教師がやってみせる。 
・机間指導をしながら，対話が進むような声掛けをする。 
＜手立て（２）＞なぜ？どうして？などの問いが生まれた 
 場合，その発言を価値付け，その答えは，次年度の海洋 
 科の学習で行うことを伝えて，意欲を持続させる。 
＜手立て（３）＞たくさんの気付きの中から，海の面白い 
 ところを理由付けて考えさせる。 
・全員に発表させ，海にはたくさんの面白さがあることを 
 価値付ける。 
・面白いと思ったところを分類しながら板書し，注目した 
 視点を価値付ける。 
◆体験したことを振り返る活動を通して，海の特徴を考えて 

 いる。＜思考・判断・表現＞［行動観察・発言分析］ 

◆体験したことを振り返る活動を通して，海の面白さを感 

 じている。 

 ＜主体的に学習に取り組む態度＞［発言と表現物の分析］ 

 
 
５ 
分 

４ 本時の振り返りをする。 
 〇海の勉強をして思ったことを振り返りましょう。 
 ・勉強をする前は，あまり海のことは考えなかったけ 
  れど，海が少し好きになりました。 
５ 次時の見通しをもつ。 

・海を視点として振り返りをすることで，次時以降の学習 

 やこれからの海洋科の学習へつなげさせる。 

 
 
＜手立て（１）＞写真から海の近くの川の存在に気付か 
 せ，川へ行きたいという思いをもたせる。 

 
 

 海で気づいたことをつたえ合い，海のおもしろいところを考えよう。 

133



                         - 4 -

（３）板書計画 
 

 

 

 

 

海で気づいたことをつたえ合い，海のおもしろいところを考えよう。 

グループ１ 

海のべんきょうをして思ったこと 

グループ２ 

グループ３ 

グループ４ 

グループ５ 

海のおもしろさ 

海水 ひょうちゃくぶつ 

風 すな 
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第３学年 海洋科学習指導案 

日時  令和３年８月３１日（火）２校時  

児童  男子７名 女子８名 計１５名 

指導者 野田 健友 

１ 単元名  「 海の不思議を調べてまとめよう 」 

 

２ 単元について 

（１）教材について 

本単元では，体験活動「潮風トレイルで海のふしぎを見つけよう」で歩くことで見つけた物や感じ

たことを課題に設定した探究的な学習を行うことで，課題解決の手段や情報収集，整理・分析，まと

め・表現などの学び方を身につけさせるとともに，海のある地域のよさを実感し，地域の海を大切に

していこうとする心情を持つことができるようになることをねらいとしている。 

（２）児童について 

本校では，第３学年から海洋科に取り組んでいる。海がある地域に暮らす児童ではあるが，実際に

海に入って遊んだり，海の生き物に触れたりするという経験は多くない。しかし，体験活動「潮風ト

レイルで海の不思議を見つけよう」では，地域の海の海岸線を約１．５ｋｍに渡って歩き，たくさん

の発見をすることができた。波の様子，風や潮のにおい，砂の感触や色，海に関する施設，砂浜の生

き物，海のゴミなどを，実際に五感を通して感じ，海に対しての興味や自分なりの問いをもち，海洋

科の学習に意欲的に取り組んでいる。 

（３）指導について 

   体験活動から生まれた問いをもとに課題を設定することで，海洋科の学習の導入期でもある３年

生の児童に，課題解決の手段や情報収集，整理・分析，まとめ・表現などの学び方を身につけさせる

とともに，海を自分たちにとって身近なものとして捉えさせ，自ら海に関わっていくことができるよ

うにしていく。 

 

３ 単元の指導計画 

 

（１）単元の目標 

潮風トレイルを散策する活動を通して，地域の海が豊かな自然環境に支えられていることや自分たち

の生活と大きな関わりがあることに気付き，見つけた課題について探究するとともに，地域の海に誇り

と愛情をもって大切にしようと考えることができるようにする。 

（２）単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう力・人間性 

・ 地域が豊かな自然環境に支

えられていることや自分た

ちの生活と大きな関わりが

あることに気付く。 

・ 地 域 の 海 に 対 す る 問 いを も

ち，それらを解決する方法を

考え，学んだことを分かりや

すく伝えることができる。 

・ 探究活動に進んで取り組もう

とする。 

・ 地域の海の豊かさに気付き，

大切にしていこうとする 
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（３）単元計画（全３０時間 本時６/３０） 

【学習段階】学習課題 

○主な学習活動 （時数） 

・指導上の留意点  ◇教科等の関連 

◆評価規準 ＜観点＞ ［方法］ 

オリエンテーション 

〇海洋学習について知る。 

〇学習の見通しをもつ。（1） 

・海洋学習について知り，学習計画を立てさせる。 

◆４年生の発表を聞き，海洋科学習への問いをもっ

ている。＜学びに向かう力・人間性＞［記述］ 

【Ａ体験】 

潮風トレイルで海のふしぎを見つけよう 

〇潮風トレイルの計画を立てる。（1） 

〇地域の海を散策し，海の様子を知る。（2） 

〇潮風トレイルをふりかえり，見つけた不思議

を全体で共有する。（1） 

 

・潮風トレイルを歩き，不思議に気付かせる。 

・見つけた不思議を全体で共有させる。 

◆地域の海に対する問いを持ち，それを伝えようと

している。＜思考・判断・表現＞［観察・記述］ 

〇課題を設定し，調べる項目を選ぶ。（２） 

【Ｂ疑問・問題】 

本時 

見つけた不思議から，詳しく調べることを

選ぼう。 

・見つけた不思議の中から学習課題につなげさせ

る。 

 

◆問いを持ち，主体的に課題設定している。 

＜学びに向かう力・人間性＞［観察・記述］ 

【Ｃ探究】 

見つけた不思議について詳しく調べよう。 

〇計画を立てる。（１） 

〇情報収集（１０） 

・潮風トレイルに探しに行く 

・インターネット 

・図書室 

・詳しい人に尋ねる。 

 

 

・情報収集に適した方法を考えさせる。 

・調べたことを発信する相手と方法を考えさせる。 

◆情報収集に適した調べ方を選び，調べている。 

【Ｄ表現・まとめ】 

〇調べたことを整理し，まとめる。（９） 

調べたことをまとめよう。 

・調べたことの中から必要項目を選び，まとめさせ

る。 

◆調べたことの中から，相手意識をもって情報を取

捨選択している。 

＜思考・判断・表現＞［記述・発言］ 

〇調べた不思議について紹介する。（２） 

調べた不思議について発表しよう。 ・調べたことについて発表の仕方を考え，発表させ

る。 

◆調べたことを発表するのにふさわしい方法を考え

ている。 

＜思考・判断・表現＞［記述］ 

【Ｅ振り返り】 

〇学習を振り返る。（１） 
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４ 本時の学習 

（１）本時の目標 

   潮風トレイルで見つけた不思議の中から，詳しく調べる内容と方法を選ぶことができる。 

（２）展開案 

時間 学習内容 ○発問 ・主な子供の反応 ＜手立て＞・留意点◆評価規準＜観点＞［方法］ 

 

 

 

 

 

 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35 分 

 

 

 

 

 

５分 

１ 前時までに考えた，調べたいことを紹介

する。 

・琥珀・ゴミ・砂浜・波・生き物（ウミウシ，

ウニ）・石，岩 

２ 本時の学習の流れと課題を説明する。 

イメージマップでアイデアを広げ，くわし

く調べる内容を決めよう。 

２ 友達のイメージマップにアイデアを広

げる。 

〇 １か所につき３分間アイデアを出しま

す。３分経ったら次のテーマのイメージマ

ップに移動します。 

 

３ 詳しく調べる内容を決める。 

〇 イメージマップから，詳しく調べる内容

を選び，選んだ理由をワークシートに書き

ましょう。 

○ ワークシートに調べる方法を考えて書き

ましょう。 

 

４ 調べる内容を確認，修正する。 

○ 選んだ内容を発表しあいましょう。 

○ 調べる方法が選んだ内容を調べやすそう

か確認しあいましょう。 

（グループ学習） 

 

５ 本時の振り返りをする 

〇 イメージマップを使った感想や，友達の

アイデアを書いてもらった良さなど書き

ましょう。 

 

６ 次時の学習内容の確認をする。 

・ 調べたい内容ごとにグループ分けする。 

 

・ 友達のイメージマップに多くの考えを書き

出し，その中から詳しく調べる内容を決める

ことを確認する。 

 

 

・ グループごとに移動させ，多くのアイデアを

出させる。 

＜手立て（３）＞ 

 イメージマップを活用し，様々なアイデアを

出させる。 

 

 

・ 海に関わる言葉だけに着目させ，詳しく調べ

る項目を選ばせる 

＜手だて（３）＞ 

調べる内容と選んだ理由，調べる方法をワー

クシートに記入させる。 

 

◆ 調べる内容と調べる方法を選んでいる。 

＜思考・判断・表現＞[観察・記述・発言] 

・ 友達の発表を聞いて，質問や意見を伝えさせ

る 

 

 

 

 

 

 

 

・次時，調べる計画を立てることを確認する。 
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第４学年 海洋科学習指導案 

日 時 令和３年８月３１日（火）３校時 

   児 童 男子０名 女子１０名 計１０名  

指導者 日影 知子           

１ 単元名  「水の旅～山から川へ，そして海へ～」 

２ 単元について 

（１） 教材について 

    地域の海は海産物が豊富である。森から流れ出る栄養のある水が，その一因となっていると考え

られている。この教材は，山から川，海へと流れる水の循環の視点から，地域が豊かな自然環境と

なっている事実に誇りと愛情を持つとともに，人々の生活と関わりの大きい地域の環境を守るため

に，実行可能な自らの行動を考えることをねらいとしている。 

（２） 児童について 

児童は，海洋科に対して関心意欲が高い。海洋科と自分たちの生活との関わりを感じながら学び

に必要感をもち，探究的な学習のよさを感じている様子である。他教科等と関連させたり，既習を

活用したりすることも少しずつ意識できるようになってきている。1 学期には地域の有家川の水質

調査を行い，きれいな水が流れていることを理解している。社会科「水はどこから」では，水が，

水源となる山の森林から川，海へつながっていることや，人々の生活用水に利用されていることを

学んでおり，水が人々の生活と密接に関わっていることに気付いている。 

（３） 指導について 

   地域では多くの海産物を獲ることができることについて，水を視点とした森と海との関係を調べ

ることによって気づかせていく。同時に，必ずしも洋野町と同じ状況ではなく，水質汚染など海洋生

物にとって環境の悪い地域もあるといった多様な見方・考え方により，知識の汎用性をもたせたい。

また，人々の生活と大きな関わりのある自然環境を守りたいという思いをもち，自分でも実行できそ

うなことについて考えさせたい。 

３ 単元の指導計画 

（１） 単元の目標 

  ・地域の自然環境について問いをもち，体験活動を通して山・川・海のつながりを調べることで，水 

の循環のしくみを理解したり，洋野町で海産物が豊富にとれる理由を考えたりすることができる。 

  ・地域の自然環境への誇りと愛情をもち，それらを守るために自分にできることを具体的に考え，行

動することができる。 

（２） 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう力・人間性 

・地域の山や川，海が良い環境

となっていることを理解し

ている。 

・自然環境と自分の生活に関わ

りがあることに気づいてい

る。 

・収集した情報の中から必要な 

ものを選び，整理してまとめ 

ている。 

・目的や相手に応じて分かりや 

すくまとめたり，表現したり

している。 

・主体的・協働的に学び，地域の

豊かな自然環境に誇りと愛情

をもっている。 

・自然環境を守るためにできる

ことを具体的に考えている。 
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（３） 単元計画 （全３０時間 本時 ８／３０） 

【学習段階】学習課題 

○主な学習活動 （時数） 

・指導上の留意点  ◇教科等の関連 

◆評価規準 ＜観点＞ ［方法］ 

オリエンテーション 

〇前学年の海洋学習を振り返る。 

〇水はどこからどこへ行くのか考え、問いをも

つ。（1） 

・前年度の学習との関連づけを明確にして，つなが

りのある学習計画を立てさせる。 

◆前学年で調べた地域の海との関連をもとに，水の

ゆくえへの問いをもっている。 

＜学びに向かう力・人間性＞［記述］ 

【Ａ 体験】 

有家川について調べよう 

〇有家川の水質調査の計画を立てる。（1） 

〇有家川の水質や周りの環境を知る。（3） 

〇有家川の水質についてまとめる。(2) 

・有家川の水質について，生息する生物の種類と数

を手がかりとして調べさせる。 

◆主体的に調査の計画を立てている。 

＜学びに向かう力・人間性＞［観察・記述］ 

・水質調査やゲストティーチャーから学ばせる。 

◆さまざまな方法で有家川の水質や，周りの環境に

ついて調べている。＜知識・技能＞［観察・記述］ 

◆調査の結果をもとに，生息する生き物の種類の豊

富さや自然環境や水質のよさについて気付いてい

る。＜知識・技能＞［記述・発表］ 

【Ｂ 疑問・問題】 

どうして有家川の水をきれいにするために，木 

を植えるのだろう。 

〇有家川の水質から問いをもち，課題を設定す

る。(1)      本時（８／３０） 

〇課題について予想を立てる。(1) 

・有家川の水がきれいな理由を予想する過程で，町

の植林活動について知り，そのつながりについて

問いをもたせる。 

・既習をもとに，水の視点から問いをもたせる。 

◇社会科「水はどこから」 

◇理科「雨水のゆくえ」 

◆有家川と山のつながりについて課題意識をもつこ

とができる。 

＜思考・判断・表現＞［記述・発表］ 

【Ｃ 探究】 

山について調べよう。 

〇植林体験の計画を立てる。(1) 

〇植林体験をする。(3) 

〇ＧＴの話を聞く。(1)   

  

 

 

 

海について調べよう。 

〇洋野の海でとれる海産物について知る。(1) 

〇洋野以外の地域の海についても調べる。(5) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・植林体験の計画を立てさせる。 

・植林体験を通して、植林の目的，森と川・海の

関係について学ばせる。 

・ＧＴの話で、森と川・海の関係についての理解を

深めさせる。  

◇理科「雨水のゆくえ」 

◇理科「自然の中の水のすがた」 

◇洋野町海洋教育事業「植林体験『森は巡る』」 

◇ＧＴ ひろのまきば天文台長 阿部俊夫さん 

 

・洋野の海は海産物が豊富であることを知り，そ

の理由について分析し考えをもたせる。 

・本やインターネット等も活用し，川がきれいで

ない場合や森を整備していない場合等の海への

影響について調べさせる。 

◆山・川・海のつながりを意識してその関係を調べ

ている， 

◆植林の意味と森からの栄養のある水が海によい環

境を与えていることを理解している。 

＜知識・技能＞［観察・記述・発言］ 
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【Ｄ 表現・活動】 

山・川・海のつながりについてわかったことを 

まとめ，伝えよう。 

 

○整理・分析したことについて資料（ポスター

等）を作成し，伝える。（6） 

 

 

 

 

 

 

 

〇洋野町の自然に対する思いや願いを交流す

る。また，実行可能な行動を考え，実行する。

（3） 

 

 

 

 

自然を守るために，自分達にできることに取

り組もう。 

・仲間に分ける，順序立てる，関連させるなどさま

ざまな方法を用いて整理させる。 

◆調べたことの中から必要な情報を選び，整理して

まとめている。 

＜思考・判断・表現＞［記述・発言］ 

 

・整理・分析したことについて重要な順に序列化さ

せ，それを生かして表現させる。 

◇国語「調べたことを報告しよう」 

◇国語「言葉で考えを伝える」 

◆整理・分析したことをもとにまとめ，相手意識を

もって伝えている。 

＜思考・判断・表現＞［記述・発言］ 

 

 

・海産物が育つ洋野の環境は人々の努力や工夫によ

って続いてきたものであり，守っていかなけれ

ば，この先も続いていくことは難しいことに気付

かせ，自分たちも何か行動しなければならないと

いう必要感をもたせる。 

◆学びをもとに自然を守る方法を考え，実行しよう 

としている。 

＜学びに向かう力・人間性＞［発言・行動］ 

【Ｅ 振り返り】 

学習を振り返ろう。 

〇学習を振り返る。（2） 

・取り組んだ感想を伝え合い，地域の豊かな自然環

境をこれからも大切にしていきたいという思いを

もたせ，継続的に取り組んでいこうとする意欲を

高めさせる。 

◆学習を振り返り，改めて地域の自然環境への誇り 

と愛情をもつ。 

＜学びに向かう力・人間性＞［発言］ 
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４ 本時の学習 

（１） 本時の目標 

有家川と山のつながりについて，課題意識をもつことができる。 

（２） 展開案 

時間 学習内容 〇発問 ・主な子供の反応 ＜手立て＞・留意点◆評価規準＜観点＞［方法］ 

 

 

 

 

 

７ 

分 

１ 既習を振り返る。 

〇有家川にはどんな水生生物がいました

か。そのことから水質についてどのよう

なことがわかりましたか。 

・～   ・～ 

・どれもとてもきれいな水に住む生き物。 

・水質は、とてもきれいだとわかった。 

 

・有家川での水生生物調査でわかったことを発表

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 有家川の水がきれいである理由につい

て予想を立てる。 

〇有家川の水がきれいなのは、どうしてだ

と思いますか。 

・～ではないか。 

・～ではないか。 

 

３ 植林体験という洋野町の取り組みを知

り、目的について問いをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 木を植える理由について予想を立て

る。 

〇どうして、川のために山に木を植えるの 

でしょう。 

・～ではないか。 

・～ではないか。 

 

 

 

 

・社会科「水はどこから」や理科「雨水のゆく

え」などの既習をもとに，考えさせる。 

 

 

 

・昨年の植林体験の様子を、写真等で紹介する。 

 

 

 

＜手立て（2）＞ 

 川とは無関係に思える山への植林について，児

童がもつであろう疑問をもとに，課題を設定す

る。 

◆有家川と山のつながりについて課題意識をもつ

ことができる。 

 ＜思考・判断・表現＞［記述・発言］ 

 

・個々に考えた後に，グループで話し合わせる。 

＜手立て（3）＞ 

 小グループでの話し合い活動を取り入れ，主体

的に思考し，表現する場を設定する。 

 

・出された予想を確かめる場として、今年も植林

体験の機会があることを知らせる。 

 

８ 

分 

 

 

５ 本時の振り返りをする。 

〇今日の学習の振り返りをしましょう。 

・今日の学習で考えたことは～。 

 

６ 次時の学習内容の確認をする。 

 

・本時での児童の頑張りを認め，次時への意欲につ

なげる。 

 

 

どうして、有家川の水をきれいにするために木を植えるのだろう。 
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第５学年 海洋科学習指導案 

日 時 令和３年６月２４日（木）２校時 

児 童 男子７名 女子４名 計１１名  

指導者 石澤 牧子           

１ 単元名  「ぼくたち・わたしたちの海のひみつを探ろう」 

２ 単元について 

（１） 教材について 

 昨年度の６年生が稚ウニを育てている姿や現在の６年生がサケの稚魚を育てている様子を見てい

た子ども達は，洋野町と言えばウニやサケと話し，ウニやサケを身近なものとして感じている。そこ

で本単元では，洋野町のウニやサケについて生態を学び，なぜ多くのウニやサケが洋野町で獲れる

のか，なぜ美味しいのか等，ウニやサケのひみつについて問いをもち，探究する活動を行う。また，

ウニ栽培センターや増殖溝，さけます孵化場等を見学して話を聞き，ウニやサケが生きるために洋

野の自然環境と人々が関わっていることについて捉えることをねらいとしている。 

（２） 児童について 

 本学級の子どもたちは，４年生の海洋科で，水を視点とした山・川・海のつながりについて調べ，

洋野町で海産物が豊富にとれる理由について学んできた。また，洋野町の恵まれた環境は，人々の努

力があって守られていることに気付いた。このことから，自分たちの生活と関わりのある自然環境

を守りたいという思いをもち，自分にできることを考え実践してきており，洋野町の自然環境につ

いて興味・関心を抱いている。  

（３） 指導について 

ウニ栽培センターやさけます孵化場でウニやサケが育っている様子を見学し，実際の体験からウ

ニやサケについて問いをもたせたい。なぜ洋野町でウニを育てたり，サケの稚魚の放流を行ったり

しているのかに触れ，漁獲状況を他の地域と比較することで，洋野町ならではのウニやサケの生育

環境や人々の努力について気づかせたい。また，実際に見学へ行く際には，ウニやサケを取り巻く

環境について予想し，見学の視点をもつことで，課題解決に必要な情報を，見通しをもって集めら

れるようにしたい。 

３ 単元の指導計画 

（１） 単元の目標 

  ・ウニ（サケ）について問いをもち，探究的な活動を通して，ウニの成長を支える環境や関わる

人々の工夫や努力に気付くことができる。 

  ・ウニ（サケ）について，自ら課題を見つけ，疑問の解決のために情報を収集，分析・整理して，

まとめることができる。 
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（２） 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 洋野町のウニ（サケ）は，地

域の海洋環境と関わって育って

いることを理解している。 

 洋野町のウニ（サケ）につい

ての調べ学習を，目的や対象に

応じて実施することができる。 

  

 ウニ（サケ）の生態や，地域

の環境について，自ら課題を見

つけている。 

 課題解決に必要な情報を，見

通しをもって収集し，特徴をも

とに分類・比較したり，関連付

けたりして，解決に向けて考え

ている。 

 課題の解決に向けて，主体

的・協働的に学習に取り組んで

いる。  

 洋野町のウニ（サケ）の良さ

に気付き，それらを大切にしよ

うという思いをもち，学んだこ

とを身近な人々に発信しようと

している。 

 

（３） 単元計画 小単元名「洋野町のウニの秘密を探ろう」（全１１時間 本時７／１１） 

【学習段階】学習課題 

○主な学習活動 （時数） 

・指導上の留意点  ◇教科等の関連 

◆評価規準 ＜観点＞ ［方法］ 

オリエンテーション 

〇前学年の海洋学習を振り返る。 

〇ウニについて問いをもち,１年間の学習の見

通しをもつ。（１） 

・前年度の学習との関連づけを明確にして，つなが

りのある学習計画を立てさせる。 

・ウニ栽培センター見学のための視点をもたせる。 

◆５年生の海洋科学習への問いをもっている。 

＜学びに向かう力・人間性＞［観察・記述］ 

【Ａ体験－①】 

ウニを知ろう。 

〇ウニ栽培センターを見学し,ウニについて知

る。（２） 

・ウニ栽培センターを見学し，ウニに触れ，実感的

に学ばせる。 

◆ウニについて問いをもち，進んで海や地域に関わ

ろうとしている。 

＜学びに向かう力・人間性＞［発言・記述］ 

【Ｂ疑問・問題－①】 

〇ウニ栽培センターの見学で知ったことを分類

し，個人の課題を設定する。（１） 

〇個人の課題について調べる。（２） 

〇ウニを育てるための工夫を予想し，ウニ増殖

溝見学のための視点をもつ。（１）本時 

洋野町でおいしいウニがたくさんとれる理

由はなんだろう。 

・ウニ栽培センターの見学で知ったことを分類し，

自分の関心のあることがらを，自ら課題として設

定できるようにする。 

・自らの課題に応じて，インターネットや本などの

調べ方を選ばせる。 

・なぜ洋野町の特産品としてウニが有名なのか，ウ

ニの生産状況を他の地域と比較することで，洋野

町ならではのウニの生育環境や人々の努力につい

ての視点をもたせる。 

・ウニ増殖溝見学のための視点をもたせる。 

◆洋野町のウニ（サケ）についての調べ学習を，目

的や対象に応じて実施することができる。 

   ＜知識・技能＞［記述・観察］ 

◆課題の解決に向けて，主体的・協働的に学習に

取り組んでいる。  
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   ＜学びに向かう力・人間性＞［発言・記述］ 

◆ウニの生態や，地域の環境について，自ら課題

を見つけている。 

＜思考・判断・表現＞［観察・記述］ 

【Ｃ探究－①】 

洋野町でおいしいウニがたくさんとれる理由

を調べよう。 

〇ウニ増殖溝を見学し,必要な情報を集める。

（２） 

○調べたことを整理し,まとめる。（１） 

○まとめたことを交流する。（１） 

 

・知りたいことを解決するために，見学の視点に沿

って，必要な情報を集めさせる。  

・増殖溝の見学を通してウニや，ウニを育てるため

に環境に触れ，実感的に学ばせる。 

・洋野町のウニについての探求的な学習を通して学

んだことや，自分自身の意見をまとめさせる。 

◇理科「魚のたんじょう」 

◆洋野町のウニは，地域の海洋環境と関わって育っ

ていることを理解している。 

＜知識・技能＞［記述・観察］ 

 

４ 本時の学習 

（１） 本時の目標 

 洋野町でおいしいウニがたくさん獲れる理由と，自分の考えを関係づけながら，具体的に調べ

ることを，根拠をもって決めることができる。 

（２） 展開案 

時間 学習内容 〇発問 ・主な子供の反応 ＜手立て＞・留意点◆評価規準＜観点＞［方法］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

分 

１既習を確認する。 

〇自分の課題について，インターネットで

調べましたね。解決できたことは何です

か。 

・コンブにどんな栄養があるか 

・ウニがどんな場所に多いか 

・ウニの卵の産み方 

・いつから漁師さんがいるのか 

・解決できなかった 

 

〇それは，洋野町ならではの情報ですか。 

・全部のウニのこと 

・洋野町も含まれているかも 

 

２本時の課題を確認する。 

 

 

・インターネットでの調べ学習で解決した疑問に

触れ，解決した疑問でも，課題解決のための疑

問になっているのか，検討する必要があること

を伝える。 

 

 

 

 

 

・自分の調べることが，「洋野町でおいしいウニ

がたくさんとれる理由」に迫ることができてい

るものか考えさせる。 

 

 

  

洋野町でおいしいウニがたくさんとれる理由を探

るために，確かめてくることを決めよう。 
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30 

分 

３個人の調べることが「洋野町でおいしい

ウニがたくさんとれる理由」に迫ること

ができるものかを考える。 

〇自分が調べることの中で，特にどれが，

「洋野町でおいしいウニがたくさんとれ

る理由」とつながっていそうですか。つ

ながっている理由も考えましょう。 

・洋野町の海水には，何か，ウニに必要な

栄養が入っているのか。 

 ウニに必要な栄養が入っていれば，おい

しいウニになると思うから。 

・増殖溝が無くなると，どのようなことが

おきるのか。 

 増殖溝がなくなると，ウニをたくさん獲

ることはできなくなると思うから 

・ウニを獲りやすくする方法 

 ウニが獲りやすいと，たくさんウニを獲

って売ることができるから。 

 

〇確かめてくると決めたことが，本当に

「洋野町でおいしいウニがたくさんとれ

る理由」につながっているか，確認して

いきましょう。 

 

 

 

 

＜手立て２＞自分の調べることが，「洋野町でお

いしいウニがたくさんとれる理由」につながっ

ているか，根拠を考えさせる。 

・クラゲチャートで具体的にした自分の調べるこ

とを参考に，根拠を考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全体で，「おいしい」ウニを育てることにつな

がっているか，「たくさん」ウニを育てること

につながっているかという観点で整理すること

で，増殖溝を見学する際の視点を明確にする。 

 

 

 

５ 

分 

５本時を振り返る。 

〇今日の学習の振り返りをしましょう。 

・今日の学習で考えたこと 

・増殖溝見学へ向けて 

 

・本時での児童の考えのよさを認め，次時の学習

への意欲をもてるようにする 
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第６学年 海洋科学習指導案 

日 時 令和３年６月２４日（木）３校時 

児 童 男子７名 女子７名 計１４名  

指導者 小暮 美麻           

１ 単元名  「洋野町の未来を考えよう～洋野の海やサケのためにできること～」 

２ 単元について 

（１） 教材について 

本単元では，洋野町において多くの漁獲量を誇るサケを中心教材として扱う。サケや洋野の海が

直面している問題について考えることで，既習を活かして森や川とのつながりを確かめ，洋野町の

未来を想像しながら自分たちにできることを考え，実行していくことをねらいとしている。 

（２） 児童について 

児童は，海洋科に対しての関心意欲が高い。疑問や考えを多くもちながら，他教科と関連させた

り，既習を活用したりして探究的に活動することができる。また，児童は５年時にサケの生態や稚

魚を育てるときの注意点等を低学年に教えたり，洋野町のサケの漁獲量やサケマスふ化場について

パンフレットにまとめたものを地域の施設に設置し，広めたりする活動を行っている。それらの活

動を通して洋野町のサケについてさらに知り，自分たちにできることを考え，実行していきたいと

いう思いを強くもっている。 

（３） 指導について 

本単元では，初めに前学年までの既習を活かして，洋野町のサケが抱える問題について意見を出

し合い，大きく５つの視点で思考を深めさせる。グループごとに問題とその原因を考えていく中で

他の問題との共通点を見付け，核となる原因を絞っていく。多角的に思考する中で洋野の海や海産

資源，環境問題，水産業に関わる人々と関連付けながら自分たちにできることを見付け，実践につ

なげたい。また，他者へ発信するために個人の思考を全体に広げたり，グループで十分に交流した

りする言語活動を取り入れ，対話的な学習を進めながら表現する場を確保していく。 

３ 単元の指導計画 

（１） 単元の目標 

  ・洋野町の水産業が抱えている問題やこれから起こりうるであろう課題に気付き，その原因を考え

たり，調べたりすることができる。 

  ・進んで地域へ関わりながら課題解決し，地域の特産であるサケや洋野の海を守るために自分がで

きそうなことを考え・表現し，実践することができる。 

（２） 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・洋野町の水産業が抱えている

問題やこれから起こりうるで

あろう課題に気付いている。 

・洋野町の水産業が抱えている

問題や起こりうるであろう課

題の原因を考えたり，調べた

りしている。 

・地域の特産であるサケや洋野 

 の海を守るために自分ができ

そうなことを考えたり，表現

したりしている。 

・進んで海や地域へ関わりなが 

 ら，問題やその原因を考えた

り，自分ができそうなことを

実践したりしている。 
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（３） 単元計画 （全３０時間 本時１２／３０） 

【学習段階】学習課題 

〇主な学習活動 （時数） 

・指導上の留意点 ◇教科等の関連 

◆評価規準 ＜観点＞ ［方法］ 

【Ａ 体験】オリエンテーション  

〇前学年の海洋学習を振り返る。 

〇６年生の学習内容を知り，学習の見通しをも

つ。（１） 

 

・前年度の作成物や海洋ノートを用いて，前年度の

学習との関連付けを明確にして，つながりのある

学習計画を立てさせる。 

◇国語科「友達の意見を聞いて考えよう」 

◆６年生の学習内容に関心をもち，進んで海や地域

に関わろうとしている。 

＜学びに向かう力・人間性＞〔観察・発言〕 

サケの稚魚を放流しよう。 

〇５年生時から育ててきたサケの稚魚を，２年

生とともに，有家川で放流する。（２） 

 

・何のために放流するのかやどんな思いをもって放

流するのか，目的意識や思い，願いをもたせる。 

◆思いや願いをもって，進んでサケの稚魚を放流し

ている。 

＜学びに向かう力・人間性＞〔観察・発言・記述〕 

【Ｂ 疑問・問題】 

サケが直面している問題は何だろう。 

〇サケが抱えている問題について課題意識をも

ち，学習計画を立てる。（１） 

 

・前年度調べたサケのよさに加え，問題を抱えてい

ることについて考え，課題意識をもたせる。 

◇国語科「原因と結果に着目しよう」 

◇国語科「イースター島にはなぜ森林がないのか」 

◇理科「地球と私たちのくらし」 

◆サケが抱えている問題について問いをもち，解決

するための学習計画を立てている。 

＜学びに向かう力・人間性＞〔観察・発言・記述〕 

サケが抱えている問題の原因は何だろう。 

〇サケが抱えている問題の原因を考える。

（２） 

・様々な問題の原因を，海洋科の既習や各教科の学

びを活かしながら多面的・多角的に考えさせる。 

・前時に挙げた問題の中で共通点を見付け，視点を

絞らせる。 

◇理科「動物のからだのはたらき」 

◆サケが抱えている問題の原因を，海洋科の既習や

各教科の学びを活かして考えている。 

＜知識・技能＞〔記述・発表〕 

【Ｃ 探究】 

サケが抱えている問題の原因を調べよう。 

〇サケが抱えている問題の原因を調べる。

（５） 

・問題の原因や実際の状況について調べさせる。 

・いくつかの視点から，問題の核となるものの共通

点を見付け，さらに視点を絞らせる。 

・ゲストティーチャーに現状や思いを聞き，調べた

ことと総合して考えさせる。 

◇理科「生き物のくらしと環境」 

◇社会科「災害からわたしたちを守る政治」 

◆サケが抱えている問題の原因を詳しく調べてい

る。＜知識・技能＞〔観察・発言・記述〕 

調べたことを整理し，自分たちにできることを

考えよう。 

〇調べたことを整理し，自分たちが実際にでき

ることや協力してもらってできることを考え

る。（２）本時 

・自分たちにできそうなことと，洋野町として考え

てほしいことなどを分けて考えさせる。 

・海洋科の既習や各教科の学びを活かして，教科横

断的に考えさせる。 

◇国語科「話し合って考えを深めよう」 

◇理科「大地のつくり」 
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◆調べたことを整理し，地域の特産であるサケや洋

野の海を守るために，解決策を具体的に考えてい

る。 

＜思考・判断・表現＞〔観察・発言・記述〕 

個人研究に取り組もう 

〇個人研究の計画を立てる。（理科との関連） 

〇個人研究に取り組む。（夏休み中） 

〇中間発表会をする。 

・夏季休業を利用して，５年生からの継続研究に取

り組ませる。 

◆問いをもち，それを解決するための方法を具体的

に考え，表現している。 

＜学びに向かう力・人間性＞＜思考・判断・表現＞

〔記述・発表〕 

【Ⅾ 表現・まとめ】 

洋野のサケや海を守るために，自分たちにでき

ることをまとめよう。 

〇洋野のサケや海が抱えている問題やその原

因，自分たちにできることをグループごとに

まとめる。（９） 

・相手意識や目的意識をもたせて，活動に取り組ま

せる。 

・考えた案を実践し，今後の活動につながるように

まとめさせる。 

◇国語科「町の未来をえがこう」 

◇国語科「世界に向けて意見文を書こう」 

◇道徳科「帰ってきたクニマス」 

◆洋野のサケや海が抱えている問題やその原因，自

分たちにできることを具体的に考えたり，相手意

識や目的意識をもってまとめたりしている。 

＜思考・判断・表現＞〔観察・記述・発言〕 

洋野のサケや海を守るために，自分たちにでき

ることを発表しよう。 

〇各グループでまとめたものを，全校（中・高

学年）へ発表する。（３） 

〇各グループでまとめたものを，一つにして海

洋教育サミットで発表する。（４） 

・相手意識や目的意識をもたせながら発表させる。 

・一人一人にサケや海がどうなってほしいのか，思

いや願いをもたせながら発表させる。 

◇国語科「プロフェッショナルたち」 

◆洋野のサケや海が抱えている問題やその原因，自

分たちにできることを相手意識や目的意識をもっ

て表現している。＜思考・判断・表現＞〔発表〕 

卒業論文を書こう 

〇卒業論文を書く。（国語科との関連） 

〇卒業論文発表会をする。 

◆２年間の研究を整理・分析し，自分にできること

を具体的に考えている。 

＜学びに向かう力・人間性＞＜思考・判断・表現＞

〔記述・発表〕 

【Ｅ 振り返り】 

〇学習したことを振り返り，思いや願い，新た

な問い，活かしたいことなどについて考え，

発表し合う。（１） 

・海洋ノート，まとめたもの等を活用しながらふり

返らせ，中学校への学びへつなげる。 

◇理科「地球に生きる」 

◇社会科「地球規模の課題解決と国際協力」 

◆学習したことを振り返り，思いや願いなどをも

ち，進んで海や地域へ関わろうとしている。 

＜学びに向かう力・人間性＞〔記述・発言〕 
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４ 本時の学習 

（１） 本時の目標 

洋野町のサケが抱える問題について，実行可能な解決策を具体的に考えることができる。 

（２） 展開案 

時間 学習内容 〇発問 ・主な子供の反応 ＜手立て＞・留意点◆評価規準＜観点＞［方法］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

分 

１ 既習を振り返り，本時の見通しをも

つ。 

〇洋野町のサケが抱える問題やその原因は

どのようなものがありましたか。 

・知名度が低い。 

・サケが戻ってこない。 

・働く人が少ない。 

 

 

 

 

 

 

・さけますふ化場の澤尻さんに聞いた事実と，調

べたことを根拠に発言させる。 

＜手立て（２）＞ 

 洋野町の特産物であるサケや海産資源，海など

の環境について学習してきたことを活かし，地

域に住む自分たちに関わる問題として捉えさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

分 

 

 

 

８ 

分 

２ サケの抱える問題から，解決策を考え

る。 

〇それぞれのグループで，問題に対する解

決策はどのようなものがあるか話し合い

ましょう。 

・ウニが有名になった方法を参考にしてサ

ケも有名にしたい。 

・放流するサケを増やしたらいい。 

・海の環境を良くしたい。 

・おいしいレシピを考えて広めたい。 

 

３ グループごとに解決策を提案する。 

〇グループで出た解決策を発表しましょ

う。 

 

４ 提案された解決策について意見を交流

し，深める。 

〇出た解決策について話し合いましょう。  

・浜清掃なら自分たちにもできる。 

・レシピを作るのは自分たちだけでは難し

い。 

・ウニの方法を参考にするならもう少し詳

しく調べたほうがいい。 

 

 

・解決策を実践することでどのような変化が起き

るのかも予想させる。 

・調べたことやさけますふ化場の澤尻さんに聞い

たことを参考に，根拠をもって解決策を考えさ

せる。 

・マインドマップ型を用い，拡散的な思考を促

す。 

 

 

 

・グループごとに，挙げられた解決策について整

理して発表させる。 

 

＜手立て（3）＞ 

 小グループでの話し合い活動を取り入れ，主体

的に思考し，表現する場を設定する。 

・お互いのグループの解決策についても吟味する

ことで，多角的・多面的な思考を育ませる。 

・新たに調べる必要があることは，どんな方法で

調べればよいかも考えさせる。 

◆意見交流を通して，洋野町のサケが抱える問題

について具体的な解決策を考えることができ

る。  ＜思考・判断・表現＞［記述・発言］ 

 

 

 

 

 

 

 

20 

分 

 

 

５ 

分 

５ 本時の振り返りをする。 

〇今日の学習で考えたことやそれぞれのグ

ループで生かせることを書きましょう。 

・調べたことと澤尻さんの思いに合う解決

策を考えることができた。 

・いくつかの方法を考えたけれど，全部は

難しいのでもう少し話し合いたい。 

 

・本時の学習を生かし，どのような点について考

えていけばよいか確認する。 

 

洋野町のサケを守るための解決策を考えよう。 
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生活科実践記録 

                            指導者名 松浦 ふみか 

学年 単元名（時数） 

１年 「つくろう あそぼう なかののたからで」（２８時間） 

実施期日 令和３年 ６月～１２月 

海洋教育の視点 親しむ   知る   守る   利用する （複数選択可） 

１ 単元のねらい 

  身近な人々、社会及び自然と触れ合ったり関わったりすることを通して、それらを

工夫したり楽しんだりすることができ，活動のよさや大切さに気付き、自分たちの遊

びや生活をよりよくできるようにする。 

２ 学習活動について 

自然に囲まれた豊かな環境を生かし学校の周りや砂浜へ出

かけ、自然の中で遊びながら地域に親しめるようにした。児

童は、自然と直接関わる体験の中で自然の変化を目で見たり

触れたり新しい発見をした。学校の周りでの草花遊び、有家

浜での砂遊びを経験したり、おもちゃ作りの材料の貝殻やシ

ーグラス等を集めたり身近な自然と関わりながら遊ぶことを

通して自然の不思議さや遊びの面白さに気付かせるようにした。 

児童は、夏と秋の２回有家浜に行った。自然の様子や季節の 

  の変化に気づき、身近な自然を取り入れ自分の生活を楽しむこ 

とができた。夏の有家浜では、砂浜で砂遊びを楽しみ、校庭の 

砂場では味わうことの出来ないたくさんの砂や海水の感触を楽 

しみ、穴を掘ったり道を作ったりして海での遊びを満喫した。 

秋には、再び有家浜に行き、おもちゃを作るための貝殻やシー 

グラス、流木などを集めた。大きなビニル袋いっぱい貝殻を拾 

う児童や、地面に顔を近づけてシーグラスや琥珀を探す児童な 

ど、時間いっぱい活動をしていた。拾った物は、きれいに洗いそれぞれの入れ物に入 

れた。休み時間になると、入れ物を机の上に置き貝殻やシーグラスを並べて、大事そ 

うにする児童の姿が見られた。 

その後、学区で採取した木の実も使って地域の豊かな自然環境を生かしたおもちゃ 

作りを行った。自分の取ってきた物を大事に扱いながら様々なおもちゃや楽器を作る 

児童の姿を見ることが出来た。 

  

 

夏の有家浜 

秋の有家浜 
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３ 指導の手立てについて 

① 手立て地域素材を生かした教科等横断的なカリキュラムの作成、見直し 

○児童の実態に合った単元だった。有家浜の豊かな自然に触れ、地域の自然の素晴

らしさを感じることができた。昨年度までは、夏に１回有家浜に行っていたが、

今年は秋にも行き、秋の砂浜の様子を観察したり、遊びに使える自然物を自分た

ちで考えさせたり探したり、夏と違った楽しみ方を味わうことができた。 

  ○地域を探検し、自分の見つけた物を各自で入れ物に保管させた。自分の入れ物を 

  うれしそうに見たり並べたり、大切に扱っている児童の姿もあった。山だけでな 

く海の集めた自然物も見て、「なかののたからものだね。」と言ったり、振り返り 

に｢中野は、すてき｣という感想を書いたりする児童もいた。活動を通して、地域 

の自然の素晴らしさに気付いた児童が多くいた。 

 

② 「子どもの問いに基づく授業展開」 

○前年度の１年生が作ったおもちゃの写真や、教師の見本などを見て、遊び道具の

イメージをもたせることができた。おもちゃ作りに必要な紙やテープ、ひもなど

のコーナーを作ったり、自分たちで集めた自然物の材料をそれぞれの机の上に置

いたり、材料を見ながら考えさせたため、作りたいという意欲をもたせることが

できた。 

△児童は、今までのおもちゃの写真や目の前の材料から作りたい気持ちでいっぱい

だったが、作りたい物でグループ分けをして話し合わせた。イメージをもてない

児童のことを考えてグループ分けをしたが、既にそれぞれが作りたい物があり、

早く作りたい気持ちのまま活動させた方が良かった。 

 

③ 「主体的、対話的で深い学びの場の設定および充実」 

○自分の作りたい物を作り、友達と作品を見合い、遊び、さらに面白くなるように 

話し合わせた。一人で作ったり、何人かで一緒に作ったり児童同士でアイディア 

を出し合い、製作することが出来た。 

○２年生を「おもちゃ大会」に招待し、自分達だけ 

が楽しむのではなく、相手が楽しめるように遊び 

方やルールを工夫させた。      

２年生から、改善点や「楽しかった」などの感想 

をたくさんもらうことができた。   

作ったおもちゃで遊ぶ 
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海洋科実践記録 

                         指導者名 花田 栄順 

学年 単元名（時数） 

２年 
ぼく，わたしのお気に入りは○○ 

～洋野町の海・川との触れ合いを通して～（全２２時間） 

実施期日 令和３年７月～１１月 

海洋教育の視点 親しむ   知る   守る   利用する （複数選択可） 

１ 単元のねらい 

・海・川などへ行き，生き物や水，砂などを見たり，触ったりする活動を通して，それ

ぞれの場所の違いや特徴を見付けたり考えたりすることができ，自分たちの住んでい

る地域は豊かな自然が多くあることに気付くとともに，自然や地域への愛着をもつこ

とができる。 

・体験したことを伝え合う活動を通して，それらを伝える相手のことを想像したり，伝

えたいことや伝え方を選んだりすることができ，伝えたいことが相手に伝わるよさや

楽しさが分かるとともに，進んで伝える相手と触れ合い，交流することができる。 

 

２ 学習活動について 

  次年度以降の特別な教科「海洋科」の学習の素地を養うために，海・川など洋野町 

の恵まれた自然を題材として，本単元を設定した。本単元では，海や川へ直接行き， 

生き物や水，砂などを見たり，触ったり，遊んだりすることを通して，海や川の面白 

さや不思議さを感じさせていった。（海に親しむ）（海を利用する） 

また，海や川で見付けた面白さを伝え合う活動を通して，洋野町には恵まれた自然 

が多くあることに気付かせた。（海を知る） 

 単元の終末時には，海や川どちらがお気に入りなのか決めさせ，グループごとに見 

付けた海や川の面白いところを新聞やパンフレットにまとめ，１年生や３年生へ伝え 

る活動を行った。 

本単元を行う前は，海の面白いところは生き物だけであると子どもたちは考えてい

た。また，自然に対する愛着をもつこともなかった。 

しかし，実際に海へ行き，面白いところを見付けることにより，砂・漂着物・風な

ど，海について考える視点の広がりが見られた。 

また，海とつながっている川へ行き，面白いところを見付けることにより，海とは

異なった川について考える視点の広がりが見られた。洋野町の海や川を題材とするこ

とにより，海が好き，川が好き，洋野町が好きという気持ちを高めることができた。 

さらに，本単元で海や川について考える視点が広がったことにより，次年度以降の

特別な教科「海洋科」での探究学習の素地を養うことができた。（考える視点づくり） 
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３ 指導の手立てについて 

① 手立て１「地域素材を生かした教科等横断的なカリキュラムの作成，見直し」 

  ○海や川など，洋野町の恵まれた自然を題材にして，新たな単元を開発することによ

り，海や川などを考える視点の広がりが見られたり，海や川など自然への愛着をも

ったりするなど，次年度以降の特別な教科「海洋科」の学習の素地を養うことがで

きた。 

  △単元の学習を進めていくと，再度海や川へ行きたいという思いをもつ子どもが多く

見られた。設定するねらいによっては，海や川へそれぞれ２回行くという単元計画

も考えられる。 

② 手立て２「子どもの問いに基づく授業展開」 

  ○海や川などへ直接行き，水や砂など様々な視点を見付けることにより，面白い，不

思議など，様々な思いをもつことができた。 

  △毎時間の振り返りは，どんなことを振り返らせるのか，具体的に視点を与えると，

海や川，洋野町の自然など，学びのつながりができると考えられる。 

                       （例 海や川について思ったこと等） 

③ 手立て３「主体的，対話的で深い学びの場の設定および充実」 

  ○海や川へ行く前に，どんなことをしたいのか，どんな面白いところがありそうか考

えさせることにより，行きたい，遊びたいなどの強い思いをもつことができた。 

△海や川での体験活動の時間をしっかり確保する必要がある。それにより，多くの気

付きが得られ，面白いところを伝えたいという主体的，対話的で深い学びにつなが

ると考えられる。 

  △単元の終末時の異学年への発表方法は多々あることを教え，選ばせ，表現させるこ

とが次年度以降の特別な教科「海洋科」や総合的な学習の時間の学習へつながると

考えられる。（例 劇 ポスターなど） 

 

【単元終末時の表現場面】 【見付けた面白いところを伝える場面】 【海と直接関わる場面】 

153



海洋科実践記録 

                         指導者名 野田 健友 

学年 単元名（時数） 

３年 潮風トレイルを歩いて見つけた海の不思議を調べよう（全３０時間） 

実施期日 令和３年４月～１２月 

海洋教育の視点 親しむ   知る   守る   利用する （複数選択可） 

１ 単元のねらい 

・潮風トレイルを散策する活動を通して，地域の海が豊かな自然環境に支えられている

ことや自分たちの生活と大きな関わりがあることに気付き，見つけた課題について探

究するとともに，地域の海に誇りと愛情をもって大切にしようと考えることができる。 

・潮風トレイルで見つけた課題について，自分なりの方法で調べ，必要な情報を選び，

整理してまとめることができる。 

 

２ 学習活動について 

潮風トレイルを散策し，波の様子や砂浜にいる

生き物を見たり，風や砂浜の様子を感じたり，砂

浜に落ちている物や流れ着いた物について考えた

りすることで，海について不思議に思うことを見

つけられるようにした。（親しむ，知る） 

見つけた不思議を全体で共有し，特に興味を

もったものについて，同じ課題ごとにグループ

分けし，図書室・インターネット・詳しい人に聞

く（自分で調べる体験を重視したため行わず）・潮

風トレイルにもう一度行く（必要がなかったため

行わず）など，調べる活動を体験した。（知る） 

集めた情報から，まとめるために必要な情報を

精選し，グループ毎に模造紙にまとめ，２年生と

４年生に発表した。まとめる際に，調べた内容や知った事について，自分や自分の生

活との関わりについて考えさせ，地域の海を大切にしていこうとする心情を持つこと

ができるようにした。 

子どもたちは，「海の不思議を探す」という意

識をもって潮風トレイルを散策したことで，海

が地域にはあるものの，知らないことがたくさ

んあるという事に気付き，多くの不思議を見つ

【落ちているゴミが気になる子ども達】 

【海の不思議を見つけてメモを取る子ども達】 

【児童が作成した海の不思議のまとめ】 
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けることができた。 

調べたことを伝える対象について，調べ学習をする前は，「家族や前担任に．成

長した姿をみせたい。」という意見が多かったが、調べ学習後は，「４年生は，去年は

違うテーマだったから，今年の自分たちの調べたことを伝えたい。」や「来年３年生

になる２年生に，海洋の学習のことを教えたい。」という考えに変わっていた。 

２年生と４年生に発表し，質問されたことについて答えられないことがあり，「も

っと詳しく調べたい」と，海洋科の学習に対して意欲を持つ

ことができた。 

 見つけた不思議から課題を設定する活動時は，「砂浜にはな

ぜ足跡ができるのか。」や「波はなぜ起きるのか。」など，素

朴な疑問からのスタートだった。その後，調べ学習を進める

中で，新たな知識や発見を得て，さらに調べる内容を広げ意

欲的に取り組んだ。 

 ６年生の発表の様子を観ることで，自分たちの発表について具体的にイメージをも

つことができ，見てわかるまとめ方を，グループで話し合いながら考えた。 

 

３ 指導の手立てについて 

 ① 手立て１「地域素材を生かした教科等横断的なカリキュラムの作成，見直し」 

  ○潮風トレイル散策では，「風，波，砂，生き物」など多くの海の不思議を見つけるこ

とができた半面，「生き物」だけに課題を設定することは難しかったため，見つけた

不思議をそのまま調べ学習の課題とした。 

  △有家浜の生き物調べは，必要性がなくなったため行わなかったが，調べ学習の途中

や後で，もう一度潮風トレイルに行くなど，体験学習をさせたいと感じた。 

 ② 手立て２「子どもの問いに基づく授業展開」 

  ○潮風トレイル散策で，見つけた海の不思議を，そのまま調べ学習の課題としたこと

で，意欲的に調べ，まとめ，発表することができた。 

  △図書室とインターネット以外の調べ学習も取り入れて体験させるとよかった。 

 ③ 手立て３「主体的，対話的で深い学びの場の設定および充実」 

  ○学習前の課題設定と活動の進み具合の確認，振り返りと次の時間にすることの確認

を行うことで，必要性をもって活動できた。 

  ○活動のゴールを設定し，グループで活動したことで，より良い物を作るために多く

の話し合いが行われた。 

  △それぞれの課題に沿ってグループに分けたことで，一人の負担が大きいグループが

できてしまった。 

【２年生と４年生に発表】 
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海洋科実践記録 

                         指導者名 日影 知子 

学年 単元名（時数） 

４年 水の旅～山から川へ，そして海へ～（全 30時間） 

実施期日 令和３年４月～１２月 

海洋教育の視点 親しむ   知る   守る   利用する （複数選択可） 

１ 単元のねらい 

・山・川・海のつながりを調べることで，洋野町で海産物が豊富にとれる理由を考える

ことができる。 

・地域の豊かな自然環境に誇りと愛情をもち，それらを守るために自分にできることを

具体的に考えることができる。 

２ 学習活動について 

４年生では，山から川，海へと流れる水の循環の視点で学習を進めた。そのために，

最初に，社会科「水はどこから」の単元で，水が水源となる山の森林から川，海へつ

ながっていることや，人々の生活用水に利用されていることを学んだ。そこから，児

童は，３年生の時に有家の海でいろいろな種類の生き物を見つけたことと，その海に

流れ込む川の水とに何か関連があるかもしれないとの問いをもった。 

そこで，有家川の水質調査をした。その結果、有家川の水質は「とてもきれい」だ

ということがわかった。児童は「水が透明に見えるから，きれいなのではないか。」と

予想していたので喜んでいたが，川岸にはペットボトルや空き缶等が落ちていたこと

から，水質に影響が出ないかと心配する声も上がった。（海を知る）（海を守る） 

次に，「どうして有家川の水はきれいなのだろう」という問いをもち，洋野町主催の

植林活動と川の水との関連について，予想した。児童は，「木の根がゴミをろ過するの

ではないか」等と考え，詳しくは体験活動で学習する予定だったが中止となったので，

ゲストティーチャー阿部俊夫さんに講義をしてもらい，海や川にとっての栄養を作る

という植林の意義，森と海の距離が近くて海に栄養が届きやすい洋野の地形の良さ等

を教わった。さらに，海や川にとって良い水質になるには，ゴミが混じっていないこ

とだけでなく，栄養が豊富であることも大切だと学ぶことができた。（海を知る） 

その後，洋野町で獲れるウニやサケの海産資源の量の多さについて調べ，改めて恵

まれた自然環境にあることに気付き，山・川・海のつながりについてわかったことを

ポスター形式にまとめて，３年生に発表した。 

そして，自然環境を守るために，自分達でできることとして，有家川のゴミ拾いを

考えて実行することができた。以前も拾ってきれいにした場所に，またゴミが落ちて

いることに驚き，ゴミ捨てが無くなる方法を考えようとする児童もいた。（海を守る） 
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【有家川の水生生物調査】 

【有家川そうじ ２回目】 

３ 指導の手立てについて 

 ① 手立て１「地域素材を生かした教科等横断的なカリキュラムの作成，見直し」 

 〇社会科「水はどこから」の単元で学んだ水が水源となる山の森林から川，海へつな

がっていることを，本単元の水の循環の視点の

学習に関連させながら，学習することができた。 

〇有家川の水生生物調査を単元の最初に位置付け

ることで，児童の川に対する興味関心を引き起

こすことができた。有家川は橋の上から見える

身近な川ではあるが，実際に川岸まで下りて行

ったことのある児童は１０名中１名だけであっ

た。 

△洋野町主催の植林体験は，残念ながら中止となってしまったため，児童は植林活動

のイメージを前年度の画像から得るだけとなってしまった。ゲストティーチャーの

阿部俊夫さんに，図解入りでわかりやすく教えていただいたが，「広葉樹」「腐葉

土」「地下水」「わき水」等の言葉を真に理解するためには、やはり実際に現地で見

たり触ったりすることが有効であると思われる。 

 

② 手立て２「子どもの問いに基づく授業展開」 

〇洋野町や町以外の海の海産物について，積極的に調べ学習をし，洋野町は恵まれた

自然環境であることとそれを守るための人々の努力について実感することができた。 

△有家川の水質調査をして「とてもきれいな水質である」とわかった後に、「他の川

の水質はどうなのだろう」という問いをもった子がいた。時間的な余裕があれば，

その問いを取り上げ，他の学校とも協力して自然保護に取り組もうという思いを育

てることができたのではないか。 

 

③ 手立て３「主体的，対話的で深い学びの場の設定および充実」 

〇水生生物調査やゲストティーチャーから学ぶ場面

では，事前に調べたいことや学習したいことにつ

いて，個々に考えてから臨むことで，意欲を持っ

て参加することができた。 

△学習が進むにつれて「きれいな川の水」という言

葉が児童の思考を迷わせる場面があった。「きれい

＝ゴミがないこと・見た目が透明」だけではなく，

「生き物にとって住みやすい環境」という要素の付け

加えが必要であった。 
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海洋科実践記録 

                         指導者名 石澤 牧子 

学年 単元名（時数） 

５年 ぼくたち・わたしたちの海のひみつを探ろう（全３０時間） 

実施期日 令和３年４月～１２月 

海洋教育の視点 親しむ   知る   守る   利用する （複数選択可） 

１ 単元のねらい 

・ウニ・サケについて問いをもち，探究的な活動を通して，ウニ・サケの成長を支える

環境や関わる人々の工夫や努力に気付くことができる。 

・ウニ・サケについて，自ら課題を見つけ，疑問の解決のために情報を収集，分析・整

理して，まとめることができる。 

２ 学習活動について 

本単元を行う前の児童は，４年生の海洋科で，水を視点とした山・川・海のつなが

りについて調べ，洋野町で海産物が豊富にとれる理由について学んできた。そして，

自分たちの生活と関わりのある自然環境を守りたいという思いをもち，自分にできる

ことを考え実践してきており，洋野町の自然環境について興味・関心を抱いていた。 

そこで，本単元では，洋野町の特産物であるウニやサケに焦点を絞り，学習を進め

た。ウニやサケについて生態を学び，なぜ多くのウニやサケが洋野町で獲れるのか，

なぜ美味しいのか等，ウニやサケのひみつについて問いをもち，探究する活動を行っ

た。特に，洋野町の良い面に目を向けて探究することで，次年度の洋野町の水産業が

抱える問題や課題から洋野町の未来を考える学習へとつなげられるようにした。 

まず，ウニ栽培センターやさけます孵化場でウニやサケが育っている様子を見学し，

実際の体験からウニやサケについて問いをもたせた。（海を知る） 

そして，なぜ洋野町でウニを育てたり，サケの稚魚の放流を行ったりしているのか

に触れ，漁獲状況を他の地域と比較することで，洋野町ならではのウニやサケの生育

環境や人々の努力について気づかせた。（海を知る）（海を守る） 

また，実際に見学へ行く際には，ウニやサケを取り巻く環境について予想し，見学

の視点をもつことで，課題解決に必要な情報を，見通しをもって集められるようにし

た。（海を知る）（海を守る） 

ウニ栽培センター，宿戸増殖溝，八木漁港，有家鮭鱒孵化場の見学で，洋野町の水

産業に関わる仕事や環境を実際に体験することで，ウニ・サケの成長を支える環境や

関わる人々の工夫や努力に気付くことができた。また，洋野町の特産物であるウニや

サケに焦点を絞り，探究したことで，ウニやサケの良いところを知り，洋野町の良い

面として捉えることができた。 
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３ 指導の手立てについて 

 ① 手立て１「地域素材を生かした教科等横断的なカリキュラムの作成，見直し」 

  ○ウニ栽培センター，宿戸増殖溝，八木漁港，有家鮭鱒孵化場の見学を単元の中に位

置付け，洋野町の特産物であるウニ・サケについて，社会科等と関連させて学習を

進めることができた。 

  △ウニについての小単元の「探究」の場面で，個人の課題の解決のために，宿戸増殖

溝見学を位置付けたが，実際に見学にいくと児童の興味関心は様々な方向に向かい，

課題解決のための見学とはならなかった。見学の位置づけは「体験」の場面の方が

効果的である。 

  △ウニとサケの両方の題材の学習に取り組むため，深い探究ができる時数を確保する

ことができなかった。どちらかに絞る，または，ウニ・サケの両方の探究を同時に

進めることで，深い探究ができる時数を確保できるのではないかと考える。 

 

 ② 手立て２「子どもの問いに基づく授業展開」 

  ○ウニ栽培センター，八木漁港，有家鮭鱒孵化場の見学を，ウニ，サケそれぞれの小

単元の「体験」に位置付けることで，児童の実感をともなった課題設定をすること

ができた。 

  △ウニ，サケそれぞれの小単元のまとめから，さらに疑問を見出した児童がいたが，

新たな疑問を解決するための時間を確保することができなかった。 

 

 ③ 手立て３「主体的，対話的で深い学びの場の設定および充実」 

  ○イメージマップ，クラゲチャート等の思考ツールを使って考えを整理することで，

児童は自分の考えを広げたり，焦点化したりすることができ，個人の思いをもった

課題設定につながった。 

  △ウニ，サケそれぞれの小単元での探究を，全体のまとめへとつなげるための手立て

が不十分で，ウニの小単元，サケの小単元，全体のまとめと，児童の思考が途切れ

てしまった。児童の振り返りを次の活動に活かすことが必要だった。 

 

 

 

 

 

 

【体験の場面（ウニ栽培センター）】 【個人の課題設定の場面】 【小単元のまとめとしての新聞】 
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海洋科実践記録 

                         指導者名 小暮 美麻 

学年 単元名（時数） 

６年 
洋野町の未来を考えよう～洋野の海やサケを守るためにできること～  

（全３０時間） 

実施期日 令和 3年 5月～12月 

海洋教育の視点 親しむ   知る   守る   利用する （複数選択可） 

１ 単元のねらい 

・洋野町の水産業が抱えている問題やこれから起こりうるであろう課題に気付き，その

原因を考えたり，調べたりすることができる。 

 ・進んで地域と関わりながら課題解決し，地域の特産であるサケや洋野の海を守るため

に自分ができそうなことを考え・表現し，実践することができる。 

 

２ 学習活動について 

本単元では，洋野町において多くの漁獲量を誇るサケを中心として扱い，５年次よ

り継続した学習を行ってきた。自分たちが住む地域にサケますふ化場があることで漁

獲量を確保していることや採卵体験や稚魚飼育・放流を通してサケの生態についても

深く学んできた。今年度はサケの学習を通して，洋野町の漁獲量全体が減少している

ことを知り，様々な原因について考察しながら洋野の町や特産を守ることについて考

えた。中でも環境問題や，洋野町はウニのほうが有名でサケの知名度が低いことにつ

いて重点を絞り，2つのグループに分かれて活動した。 

地域の環境問題を調べるグループは，有家浜のごみ拾いを計３回企画し，浜にある

ごみの種類を中心にまとめた。プラスチック製品や外国製品が多いことに気付くとと

もに，自分たちの努力だけでは全てのごみを拾うことに限界があると感じたことから，

町に対して提案を考えた。この提案はひろの子ども議会で町長に提案を行った。 

サケの知名度を高めるグループは，サケの栄養や洋野町でよくとれるということと，

浜のごみ拾いの結果や自分たちにできる４R の取り組みについての２種類のポスター

を作製した。そのポスターを地域の店や施設に貼ってもらい，広める活動を行った。

また，サケを育てる人たちについても知ってもらいたいという思いから，漁業に携わ

る方々にアンケートを依頼し，仕事のやりがいや未来の漁業に対する思いなどについ

てまとめた。他にも，魚食普及活動で講師を招き，サケハンバーグなど自分たちにも

作ることのできるサケ料理を教わり，自分たち自身もサケを身近に感じることができ

た。 

これらの活動を動画にまとめ，海洋サミットで全国に向けて発信した。自分たちの

住む地域や特産を守るために自分たちにできることや協力してほしいことについて深

く考え，伝えることができた。 
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３ 指導の手立てについて 

 ① 手立て１「地域素材を生かした教科等横断的なカリキュラムの作成，見直し」 

  ○サケますふ化場で働く澤尻さんにお話を聞いた

り，魚食普及活動で実際のサケを扱ったりして

地元のサケとふれ合うことで，「知りたい」「守

りたい」という思いを高めることができた。 

  △５年生でサケますふ化場に見学に行っているた

め，今年度は見学に行かなかった。５年生での

学びを振り返る場面からの導入になるが，体験

活動は検討が必要。 

 

 ② 手立て２「子どもの問いに基づく授業展開」 

  ○漁業に携わる方々に聞いたことから，漁獲量の減少や後継者不足，環境問題など

様々な点で衝撃を受け，「どうにかしなければいけない」という思いをもつことがで

きた。また，ごみ拾いやポスター作り，町へ

の提案など子ども達自身で考え，学習を進め

ることができた。 

  △調べる時間が少なく，情報が少ない段階で子

ども達の思考に入ってしまった。考えのヒン

トやより深い話し合いとなるよう，新聞記事

やインターネットを活用して他地域での取り

組みの紹介をしてから話し合いを深めていく

展開も可能だった。 

 

 ③ 手立て３「主体的，対話的で深い学びの場の設定および充実」 

  ○ジグソー型の話し合いを取り入れ，基本のグループ活動のほかに，他グループの状

況を適宜交流して意見を取り入れたことで，客観的な意見をもとにさまざまな視点

で話し合いを深めることができた。 

  △グループ内で主体的，対話的な話し合いをす

る児童が数名に固定されてしまう場面があり，

全員に広められなかった部分があった。ジグ

ソー型のメンバー構成やさらに小グループを

作るなど，工夫した場面設定が必要だった。 

 

 

 

【有家浜のごみ拾い】 

【魚食普及活動でサケ料理を作る】 

【グループでの話し合いの様子】 
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月 ひろの学（海洋教育） 時数 クラスタイム 時数 復興教育 時数 合計

４月

オリエンテーション
・３年生から学ぶ「ひろの学」につ
いて学ぶ。
・大野の農業、酪農について

3
パソコンと仲良くなろう
・パソコンの基本操作を学習
する。

1 避難経路を知ろう 1 5

５月

〇大野大好き
・大野の雑穀（大豆、そば、あわ、
ひえ、キビ…）を知る。
・課題を発見する。

3
パソコンと仲良くなろう
・パソコンの基本操作を学習
する。

2

副読本
「しぜんとともに」
「思いやりの心」

2 7

６月

　大豆を栽培しよう。
・ゲストティーチャーから学ぶ。
（大豆の種類、植え方、管理方法）
・成長の様子を観察する。
・成長の記録をとる。

4
パソコンと仲良くなろう
・インターネットをやってみ
よう。

2
副読本
「地震のしくみとひがい」

1 7

７月

　大豆を栽培しよう。
・黄豆、青豆、黒豆の特徴や豆料理
を調べる。
・成長の様子を観察する。
・成長の記録をとる。

3
パソコンと仲良くなろう
・プログラミングをやってみ
よう。

1
副読本
「岩手の主な災害」
「津波のしくみとひがい」

2 6

８月

〇大野の魅力発見
・疑問発見
・課題設定
・なにゃどやら、パークゴルフ、駒
踊り、パークゴルフ等

2 地震時の避難の仕方 1 3

９月

　大野の魅力発見
・課題追究

4

社会科見学の計画
社会科見学
・もぐらんぴあ見学
・まとめ

3 7

１０月
　大豆収穫しよう
・大豆料理の計画を立てる。
・役割分担を話し合う。

4
パソコンと仲良くなろう
・プログラミングをやってみ
よう。

2
副読本
「つらいとき、かなしいと
き、どうする？」

1 7

１１月

　大豆料理を作ろう
・大豆料理（豆腐、豆しとぎ等）を
作る。
・これまでの活動をまとめる。

4
パソコンと仲良くなろう
・プログラミングをやってみ
よう。

2 火災時の避難の仕方 1 7

１２月
まとめよう
・発表会に向けて資料を作る。
・発表会をする。

2
あたまの中の地図を作ろう
・マインドマップ

2
副読本
地域の方へ感謝しよう

2 6

１月

〇大野の魅力発見
・まとめ
・発表会に向けて資料を作る。

2
あたまの中の地図を作ろう
・マインドマップ

1
副読本
「かえってきた、いらっしゃ
ませ」

1 4

２月

　大野の魅力発見
・発表会

3
あたまの中の地図を作ろう
・マインドマップ

1

副読本
「ひさいした犬をセラピー
ドッグに育てる」
「今度は自分たちが」
「四つの教え」

3 7

３月 　来年度に向けて 1
あたまの中の地図を作ろう
・マインドマップ

1

副読本
「みんなでぼうさい力を高め
よう」
３．１１集会

2 4

合計 35 15 20 70

３年 総合的な学習 単元計画       ７０時間
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月 ひろの学（海洋教育） 時数 クラスタイム 時数 復興教育 時数 合計

４月

オリエンテーション

〇大野川探検隊
・大野川について知っていることを
話し合う。

2
タブレットに記録を残そう
・基本操作や写真などの記
録の残し方を学ぶ。

2 避難経路を知ろう(避難訓練） 1 5

５月
大野川探検隊
・大野川（明寿橋付近）を観察し、
記録や感想を整理する。

4
タブレットに記録を残そう
・写真等の整理の仕方を学
ぶ。

1
副読本⑮
副読本⑨ 2 7

６月

大野川探検隊
・大野川（給食センター付近）　を
観察し、記録や感想を整理する。
・大野川源流を観察する。

7 7

７月
大野川探検隊
・水生生物等を調べ、記録や感想を
まとめる。

5 副読本⑱ 1 6

８月
大野川探検隊
・記録や感想をまとめる。

1
タブレットに記録を残そう
・記録を整理する。

2
地震時の避難の仕方(避難訓
練）

1 4

９月
バリアフリー調査隊
・パラリンピックについて調
べる。

5
地震時の避難の仕方(避難訓
練）
副読本①

1 6

１０月
大野川探検隊
・鮭について調べたことや放流体験
について記録をまとめる。

6 副読本㊳ 1 7

１１月
大野川探検隊
・大野川探検についてまとめる

2
バリアフリー調査隊
・久慈平荘慰問

3
副読本
火災時の避難の仕方(避難訓
練）

2 7

１２月
大野川探検隊
・報告会
・振り返り

3
副読本
地域の方へ感謝しよう

2 5

１月
バリアフリー調査隊
・瀧音さんのお話を聞く会
・お礼の手紙を書く。

3 副読本㉔ 1 4

２月

バリアフリー調査隊
・キャップハンディ体験
・体験をまとめる。
・お礼の手紙を書く。

6 副読本⑩ 1 7

３月
バリアフリー調査隊
・感想交流
・振り返り

3
副読本③
３．１１集会

2 5

合計 30 25 15 70

４年 総合的な学習 単元計画       ７０時間
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月 ひろの学（海洋教育） 時数 クラスタイム 時数 復興教育 時数 合計

４月

オリエンテーション

《ふるさと大野大発見》
◯一人一芸の村に生まれてⅠ
・１年間の見通しをもとう

2

パソコンやタブレットを活用
しよう
・パソコンを使って情報を集
めてみる

2 避難経路を知ろう(避難訓練) 1 5

５月

・「一人一芸の村」について課題を
確かめる
・予想する
・調べるための計画を立てる

4
パソコンやタブレットを活用
しよう

2
副読本⑤

1 7

６月

・「一人一芸の村」について調べる
　ア　昔の広報を読む
　イ　インターネットで調べる
　ウ　当時を知る方から聞く
　エ　ヤマセについて調べる

4
パソコンやタブレットを活用
しよう

2 副読本④ 1 7

７月

・調べたことを深める
　ア　当時を知る方との交流会
　イ　大野木工のルーツを調べる
　ウ　調べたことをまとめる

5 副読本⑦ 1 6

８月

・発表会をする。

2
地震時の避難の仕方(避難訓
練）

1 3

９月

◯「一人一芸」な人を探そう
・「一人一芸」について課題をもつ
・調べる見通しをもつ
・大野に住む「一芸」をもつ方々をリ
ストアップする

6 副読本㉚ 1 7

１０月

・「一芸」をもつ方々を分類する
・調査結果をまとめる
・交流（発表）のための準備をする
・調べたことを交流する

6 副読本㉜ 1 7

１１月

◯産業博士になろう
・大野の産業について調べる計画
・見学の計画を立てよう
・見学

5
副読本
火災時の避難の仕方(避難訓
練）

2 7

１２月

・見学のまとめをしよう
・学んだことを交流しよう

3
副読本
地域の方へ感謝しよう

2 5

１月

◯これがわたしの生きる道
・職業の種類について予想する
・職業調べの計画

3 副読本㉕ 1 4

２月

・インターネットや図書で調べる
・調べたことをまとめる

6 副読本㉔ 1 7

３月

・発表の準備をする
・調べたことを交流する

3
副読本⑧
３．１１集会

2 5

合計 49 6 15 70

5年 総合的な学習 単元計画       ７０時間
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月 ひろの学（海洋教育） 時数 クラスタイム 時数 復興教育 時数 合計

４月

オリエンテーション
〇一人一芸の村に生まれてⅡ
・前年度に学習したことを振り返
り、さらに深めたいことについて考
える。

4

パソコンやタブレットを活用しよ
う
・タブレットのカメラ機能を使っ
て調べたことの記録を残したり、
パソコンに取り入れて活用したり
する方法を知る。

2 避難経路を知ろう(避難訓練） 1 7

５月

一人一芸の村に生まれて
・さらなる課題を追究する。（洋野
町と修学旅行地仙台を比べる等）
・まとめ、発表準備をする。

4

パソコンやタブレットを活用しよ
う
・タブレットのカメラ機能を使っ
て調べたことの記録を残したり、
パソコンに取り入れて活用したり
する方法を知る。

2
副読本㊲

1 7

６月

一人一芸の村に生まれて
・さらなる課題を追究する。（洋野
町と修学旅行地仙台を比べる等）
・まとめ、発表準備をする。

4

パソコンやタブレットを活用しよ
う
・タブレットのカメラ機能を使っ
て調べたことの記録を残したり、
パソコンに取り入れて活用したり
する方法を知る。

3 副読本⑥ 1 8

７月
一人一芸の村に生まれて
・発表をする。

4 副読本㉖ 1 5

８月
一人一芸の村に生まれて
・振り返る。

4
地震時の避難の仕方(避難訓
練）

1 5

９月
一人一芸の村に生まれて
・まとめる。

5 副読本⑳ 1 6

１０月
これが私の生きる道
・自分の歩みについて、課題
を設定する。

6 副読本⑲ 1 7

１１月
これが私の生きる道
・自分の過去について振り返
り、まとめる。

5
副読本⑭
火災時の避難の仕方(避難訓
練）

2 7

１２月
これが私の生きる道
・自分の過去について振り返
り、まとめる。

4
副読本
地域の方へ感謝しよう

2 6

１月

これが私の生きる道
・自分の将来について考え、
就きたい職業やそれに至るま
での道のりを調べ、まとめ
る。

5 副読本㉙ 1 6

２月

これが私の生きる道
・発表をして、まとめをす
る。

3 副読本㉔ 1 4

３月
副読本㉓
３．１１集会

2 2

合計 25 30 15 70

6年 総合的な学習 単元計画       ７０時間
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第５学年 海洋科学習指導案 

日 時 令和３年度１１月１８日（木）５校時 

児 童 男子１０名 女子７名 計１７名 

指導者 工藤 美波 

 

１ 単元名 「一人一芸の村に生まれてⅠ」 

 

２ 単元について 

（１）教材について 

   ５年生は、「一人一芸の村に生まれてⅠ」というテーマで海洋教育に取り組んでいる。本教材は、

大野の人々がやませの影響でどんな暮らしをしていたのかという大野の歴史について学習し、一人

一芸の村づくりについて秋岡芳夫さんや時松辰夫さんの苦労や努力、願いを受け継いでいこうとい

う気持ちをもたせ、自己の生き方を考えることをねらいとしている。 

（２）児童について 

５学年の児童は、「一人一芸の村に生まれてⅠ」というテーマのもと、一人一芸の村づくりについ

て学習を進めている。これまで、大野にはどんな産業があるのか見学し、現在の産業が栄えるまでに

どんな大野の歴史があるか、一人一芸の村づくりでどんな苦労や努力、想いがあったのかをゲストテ

ィーチャーに話を聞きながら学習を進めてきた。指導を通して、児童は学んだことから新たな問いを

見い出す力が課題として挙げられる。 

（３）指導について 

   指導にあたっては、「ふるさと大野大発見～一人一芸の村づくりの創造～」というテーマを設け、

新しい一人一芸の村づくりを目指して、大野の地域資源を使って自分のよさや得意なことや好きな

ことを生かして何ができるか考えていく。本単元では、一人一芸の村づくりについて見つめ直し、自

分たちにできることはないか考え、実践していく。 

 

３ 単元の指導計画 

（１）単元の目標 

 ・大野の一人一芸の村づくりについて調べる活動を通して、地域の特徴やよさに気付き、それらが人々

の努力や工夫によって支えられていることを知り、一人一芸の村づくりを受け継いでいこうとする

気持ちもつことができる。 

 ・一人一芸の村づくりについて考え、自分たちにできることを考え、実践することができる。 

（２）単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 一人一芸の村づくりについて

詳しく知り、自分たちとの生活

に関わりあることに気付いてい

る。 

情報を整理し自分の考えをも

つとともに、一人一芸の村づく

りで実行可能な方法を考えてい

る。 

 主体的・協働的に学習活動に

取り組み、大野の未来のために、

考えたり行動したりしている。 
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（３）単元計画 

時数 主な学習活動 ・指導上の留意点 

２ オリエンテーション 

《ふるさと大野大発見》 

○一人一芸の村に生まれてⅠ 

・１年間の見通しをもとう 

・前年度の学習を想起させ、学習計画

を立てる。 

２ ・「一人一芸の村」について課題を確かめる 

・予想する 

・調べるための計画を立てる 

・「一人一芸の村」づくりの歴史につい

て、課題意識をもたせる。 

６ ・「一人一芸の村」について調べる 

ア 昔の広報を読む 

イ インターネットで調べる 

ウ 当時を知る方から聞く 

エ ヤマセについて調べる 

・大野の歴史、昔の暮らしとやませと

の関わり、秋岡芳夫さんについてな

ど、視点をもって調べさせる。 

８ ・調べたことを深める 

ア 当時を知る方との交流会 

イ 大野木工のルーツを調べる 

ウ 調べたことをまとめる 

・ＧＴから一人一芸の村について学ば

せる。（大野の歴史、昔の暮らしとや

ませとの関わり、一人一芸の村につ

いてなど） 

２ ○産業博士になろう 

・大野の産業について調べる計画を立てる 

・見学の計画を立てる 

・目的意識をもって学習させる。 

９ ・見学 

・調べたことをまとめる 

・大野の産業について学習したことを

整理させる。 

３ 

本時 

○「一人一芸の村」づくりについて考えよう 

・自分たちにできることを考え、まとめる。 

 

・これまでの学習を振り返り、一人一

芸の村づくりのためにこれから自分

たちができることを考えさせる。 

８ ・「一人一芸の村」づくりで計画したことを実践する ・地域の人に手伝ってもらったりアド

バイスをしてもらったりしながら実

践させる。 

５ ・まとめたことを交流する ・実践したことを模造紙にまとめ、発

表させる。 

２ ○海洋サミットへの参加 ・他校との交流で学習を深めたり広げ

たりさせる。 

２ ・発表会をする。 ・ＧＴに向けて、学習したことを発表

させる。 
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４ 本時の学習 

（１）本時の目標 

  一人一芸の村づくりで自分たちにできることの提案について友達と意見交換をし、考えを深めるこ

とができる。 

（２）展開案 

学習内容 ○発問 ・主な子どもの反応 ◇指導上の留意点 ◆評価規準＜観点＞［方法］ 

１ 既習を振り返り、学習の見通しをもつ。 

○大野の産業をしている人たちの願いや思いはどんなことで

したか。 

・大野の産業を受け継いでほしい。 

・小学生のうちにたくさん経験してほしい。 

○一人一芸の村づくりについて、大野のまちをよりよくする

ために自分たちにできることはないか考えていきましょ

う。 

一人一芸の村づくりの提案について意見交換をしよう。 

 

２ 自分が考えた案についてグループで意見交換をする。 

〈付箋〉 

よいところ アドバイス 疑問 

・たくさんの人が

座れるのがいい。 

・背もたれをつけ

た方がよい。 

・どこに設置する

のか。 

〈模造紙〉 

よいところ アドバイス 疑問 

   

 

３ グループでのおすすめを決め、全体で発表する。 

 

 

 

４ 本時の振り返りをする。 

○今日の学習を振り返りましょう。 

◇一人一芸の村づくりで大野の地域資源を生かして自

分たちにできることは何かを考えさせ、一人一人が

一芸の村づくりについて自分事として捉えて学習し

ていくことを確認する。 

・大野の産業で働いている人の願いや思いを想起させ

ることで一人一芸の村づくりについて意欲をもたせ

る。 

 

 

 

◇友達との対話を通して、自分と比べながら考えを広

げたり深めたりする。 

・グループで意見交換をした後、各グループのオスス

メを選ぶ。 

・友達の考えのよいところ、もっとこうしたらよいと

ころを付箋にまとめて伝える。 

・模造紙にまとめるときは、項目をつけるようにする。 

 

◆友達が考えた案について自分の考えを付箋にまと

め、伝えている。 

＜思考・判断・表現＞［記述・発言］ 

 

 

 

 

◇全体で交流し、考えを共有する。 

・さらによいアドバイスや疑問点を全体で考える。 

・本時で取り上げなかった提案も次時で扱うことを伝

える。 

◇友達との意見交換を通して考えたことや思ったこと

を振り返らせ、次時の学習の意欲をもたせる。 

 

形 

 

大きさ 

 

色 

 

安全 

 

場所 

 

個数 
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「大野魅力発見～パークゴルフ～」計画書 

洋野町立大野小学校 ３学年 

 

１ 目 的    

大野で行われているパークゴルフの由来やプレーの仕方を学んだり，実際にやってみ

たりしながら，大野の文化の魅力を知り，大切にしようとする心を育む。 

 

２ 対象者  大野小学校 3年生 男子４名 女子８名 計１２名 

 

３ ゲストティーチャー  

大野畜産公社     岩山 義明さん 

学習支援ボランティア 松橋 栄さん 

           佐々木 祥吉さん  

           佐々木 智子さん 

           舘 サツさん 

 

４ 担 任  教諭 少路 綾子 

 

５ 学習計画 

日 時 学習内容 ゲストティーチャー 

５月下旬 大野の魅力について考える。  

６月上旬 

事前学習 

・パークゴルフについて知っていることを話し

合う。 

・パークゴルフをする際のルールやきまりを学

ぶ。 

 

６月 30 日（水） 

９：30～11：30 

 

「パークゴルフ」体験 

・「パークゴルフの由来と発祥について」のお話

を聞く。 

・５つのグループに分かれて，パークゴルフを体

験する。 

・パークゴルフの魅力やルールについて学ぶ。 

岩山 義明さん 

松橋 栄さん 

佐々木 祥吉さん  

佐々木 智子さん 

舘 サツさん 

７月上旬 

学習のまとめ 

・グループごとにパークゴルフの魅力について

ポスターにまとめる。 

 

７月中旬 
学習の発表 

・報告会を行う。 
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大野魅力発見～パークゴルフ～体験 

 

１ ねらい   

大野で行われているパークゴルフの由来やプレーの仕方を学んだり，実際にやってみ

たりしながら，大野の文化の魅力を知り，大切にしようとする心を育む。 

 

２ 日  時  令和３年６月 30 日（水） 【雨天時後日，日程調整】 

３ 場  所  おおのキャンパス内 大野パークゴルフ場 

４ 対 象 者  大野小学校 3年生 男子４名 女子８名   計１２名 

５ ゲストティーチャ―   

大野畜産公社     岩山 義明さん 

学習支援ボランティア 松橋 栄さん 

           佐々木 祥吉さん  

           佐々木 智子さん 

           舘 サツさん 

６引 率 者  教諭    少路 綾子 

       支援員   澤山 早苗 

       支援員   関向 麻美 

       現地案内：地域コーディネーター 関口 ミエ子 

７ 活動内容 

時  間 活 動 内 容 

９：２０ 学校出発（スクールバス） 

９：２５ 大野パークゴルフ場 到着 

・パークゴルフのルール説明 

・グループに分かれてパークゴルフ体験 

１０：４０ 休憩 

１１：１５ 大野パークゴルフ場 出発 

１１：２０ 学校到着（スクールバス） 

８ 持 ち 物  汚れてもよい動きやすい服装（靴）、帽子、タオル、水筒、着替え 

９ 参加者送迎 スクールバス使用 

10 その他  連絡先：大野小学校 洋野町大野９－１  ℡７７－２１２２  
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令和３年度 ４学年総合的な学習の時間 

 「森の恵み～源流から海への旅～」計画書 

洋野町立大野小学校 ４学年 

１ 学習のねらい   

（１）源流を探検したり、森の恵みや地域の川に住む水生生物の調査をしたりすることによって、

自分たちが住む大野の自然を大切にしようとする心を育む。 

（２）川の流れは山から海にむかって姿をかえていくことに気付き、そこから自然環境と私たち

のくらしについて考えを深める。 

２ 学習の計画 

日 時 学習内容 
ゲストティーチ

ャー等 

～６月１８日（金） 

 

 

 

 

事前学習 

・川の水や生き物の様子、川について

の関心を高め、疑問をもつ。  

・自分たちが住む大野の森や川、海、

そして人びとのくらしや自然環境に

ついて考える。 

 

６月２１日（月） 

８：４５ 学校発 

９：００ 向田川源流付近着 

     源流見学～ 

久慈平岳登山 

１０：４５ 源流発 

１１：００ 大野浄化センター着 

      見学 

１１：４５ 大野浄化センター発 

１２：００ 学校着 

【予備日６月２３日（水）】 

向田川源流の森探検 

・私たちの身近な場所にある川はどこ

から始まり、どのように海へとつな

がっていくのかを知る。 

○源流→久慈平岳山頂 

 

〇大野浄化センター 

 

 

 

 

大野の自然を守る会 

佐々木祥吉さん 

松橋栄さん 

野田松男さん 

 他会員の皆さん 

 

大野浄化センタ

ーの皆さん 

 

７月 ２日（金） 

８：４０ 学校発 

９：００ 現地着 

１１：３０ 現地発           

１１：５０ 学校着 

【予備日７月５日（月）】 

大野川探検  

・場所：大野川 上川原地区 

・大野川に住む水生生物を調べる。 

 

大野の自然を守る会 

佐々木祥吉さん 

松橋栄さん 

野田松男さん 

 

７月中旬 

学習のまとめをする。 

・これまで学習や見学、体験したこと

を写真や絵などを用いて模造紙等に

まとめる。 
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     10 月 11 日（月） 

  ※雨天決行 

８：４０ 学校発 

      ～中野 

     （途中下車あり） 

９：４０ サケのふ化場着 

１０：２０ サケのふ化場発 

      有家の海岸 

１０：４５ 有家発 

１１：１５ 学校着 

川の流れ（大野～中野（太平洋））に

ついて知る。 

・川の合流地点等の見学 

（明戸、林郷、中野 有家） 

・河口見学 

・サケの遡上の様子の見学 

・サケのふ化場見学 

 

大野の自然を守る会 

佐々木祥吉さん 

松 橋 栄 さ ん 

野田松男さん 

 

サケのふ化場 

学習のまとめ「ありがとうの会」 

2 月 22 日（火） 

→延期 3 月 

9：30～10：15 

大野小学校 食堂 

 

 

学んだことを発表・実践する 

・まとめたものを、学習でお世話にな

った方々に発表する。 

・大野川の学習を通して学んだ、自分

たちにできることに実際に取り組

む。→看板づくり、設置等 

 

大野の自然を守る会 

佐々木祥吉さん 

松橋栄さん 

野田松男さん 

 

ふ化場場長 

 澤尻幸男さん 

 

環境アドバイザー 

 松尾 亨さん 

 

  

３ 源流の森探検・大野川探検（6 月・７月）について 

（１） 見学児童  

４学年 男子８人 女子６人 計１４人  

（２） 引 率 者   

副校長  要永 道昭   

教諭   大沢 菜摘     

現地案内 地域コーディネーター 関口 ミエ子 

（３） ゲストティーチャー  

      大野の自然を守る会 

（４） 交通手段   

スクールバス、徒歩等 

４ その他 

    活動の内容等の詳細につきましては、実施計画に基づき随時連絡調整をしながらご指導い

ただきたくご理解ご協力をお願いいたします。 
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洋野町立林郷小学校 
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令和 3年度 海洋教育 年間指導計画 

洋野町立林郷小学校 

 

１ 目標 

   海の豊かな自然と親しむ活動や身近な地域社会の中で海とのつながりを感じることができる

ような体験活動、海や地域について調べる活動、その保全活動などの体験を通して、海や地域

に対する関心を高めるとともに、海洋環境、水産資源、船舶運輸など海洋と人間の関係及び海

を通した世界の人々との結びつきについて理解させ、社会の形成者としての資質・能力を養う。 

 

２ 4 つの視点 

 （１）海に親しむ・・海の自然に親しみ、海に進んで関わる 

 （２）海を知る・・・海に関わる自然、人、社会に関心をもち、進んで調べようとする。 

 （３）海を守る・・・調べる活動や体験活動を通して、海や地域の環境保全に関わろうとする。 

 （４）海を利用する・運輸や世界の人々との結びつきを理解し、持続的に利用することの大切さ 

を理解し､考えをもつ。 

 

２ 学年ごとの指導計画 

【全校】 「海に行こう」 全校遠足（体験的行事 ５時間） 

       ・海が林郷の近くにあることを感じる 

       ・海は楽しい所だと実感を伴う体験をする 

       ・美しい海を守らなければいけないという思いをもつ（高学年） 

 

 【低学年】「海は楽しいところだね」 

学年 教科等 単元名 学習内容 

１年生 生活科 海となかよくなろう 

（なつがやってきた） 

・海岸や海辺で遊ぶ 

・海で宝物を見つける 

・海で遊んだことをお友達に話す 

２年生 生活科 海の思い出を残そう 

（どきどきわくわくま

ちたんけん） 

・1年生と海で遊ぶ 

・お気に入りの場所を見つける 

・海での思い出を絵に表そう 

・拾ってきた物で宝物をつくる 
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令和３年度 

【中学年】【高学年】 

単元名 洋野の海を知ろう 

時数 １２時間 

ねらい 自分が住んでいる洋野町の海の素晴らしさを知る 

時期 ６月～７月 

段階 学習内容（○主な内容 ・具体的な活動や配慮事項） 時数 

課題把握 〇洋野の海を見に行く（学校行事の海遠足） 

〇洋野の海の素晴らしさを見学・体験する（ヒーローの旅） 

・ウニ、コンブなど 

２時間 

追究 〇洋野の海の素晴らしさについて調べる 

・海産物 ・景観 など視点を明確にする 

３時間 

まとめる 〇ポスター等にまとめて発表をする 

・洋野の海に来たことがない人が来たくなるようなポスターや

パンフレットを作成するという視点で取り組ませる 

２時間 

ふりかえり 〇洋野の海の素晴らしさについて学習してきたことを振り返り、

自慢できるものだという実感を持たせる 

１時間 

  

【中学年】 

単元名 有家川の自然を調べよう 

時数 １８時間 

ねらい 学校の近くを流れる有家川の様子や源流を探索することをとおして、川のは

たらきと暮らしに与える環境について理解する。 

時期 ７月～１０月 

段階 学習内容（○主な内容 ・具体的な活動や配慮事項） 時数 

課題把握 ○有家川の様子を観察しにいく。 

 ・地図に絵を描くなどしてメモをとる 

 ・川の中の様子を観察する（生き物がいるのはきれいな水なの

だと気づかせる） 

〇大野の川を中心とした自然のお話を聞く。 

 ・有家川を中心とした大野の川が、昔からどのように人々の生

活に結びついていたかを聞く。 

 ※講師招聘 大野の自然を守る会 松橋栄さん 

○川と人々との生活について、調べたい課題を見つける 

 ・まとめてきた絵地図を見ながら、自分が調べたいテーマを見

つけさせる。（児童が課題解決できるテーマになるように配

慮する） 

  

 

 

 

２時間 

追求 〇有家川にいた生き物をまとめる。（４時間）  
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 ・実際に有家川に入り、生き物を採集して水質を調べる。 

〇源流、大野ダム、旧水沢小学校の見学に行く。（２時間） 

 ※スクールバス利用 ※講師招聘 大野の自然を守る 

会 松橋栄さん 佐々木祥吉さん 

 ・大野の川の水が農業用水として使われていることを知る。 

 ・旧水沢小学校で土器を見学し、川と昔の人々の生活のつなが

りを知る。 

〇サケの生態について事前に調べる。（２時間） 

〇有家の海岸とサケの養殖場に行き、有家川からつながっている 

ことと、サケの一生を知る。（３時間） 

 ・太平洋と海のつながりを実感する。 

 

 

１１時間 

まとめる 〇調べたことをまとめる。 

・個人新聞にまとめる。 

４時間 

ふりかえり 〇わかったことをまとめて、ミニ発表会を開く。 １時間 

  

【高学年】 

単元名 有家川と海をつなげよう 

時数 １８時間 

ねらい ・山、川の海に与える影響を知る 

・海に起きている問題から自分の生活に関連づけて考える 

時期 ８月～１２月 

段階 学習内容（○主な内容 ・具体的な活動や配慮事項） 時数 

課題把握 〇海遠足、ヒーローの旅からの気付き 

〇有家川について調べる（地図、インターネット）（２時間） 

２時間 

追求 〇有家川の源流見学（上流）で川の様子を調べる。（３時間） 

 ※スクールバス利用 

〇水生生物調査（中流）で水質や川の様子を調べる。（４時間） 

〇有家川サケマスふ化場見学（下流）でサケのふ化の様子を知り 

 働いている人の願いや苦労を知る。（３時間） 

※スクールバス利用  

〇環境問題や海洋ゴミについて調べる。（１時間） 

〇地球規模の視点、SDGｓの視点から考えさせる。 

１１時間 

まとめる ○調べたことをまとめる（４時間） 

 ・ポスター、新聞にまとめる 

※地域カンファレンスや海洋サミットを見据えたまとめにする 

４時間 

ふりかえり ○１年間の海洋教育で学んだことをふりかえる。 １時間 
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令和３年度全校海遠足実施計画 

 

 

１ ねらい 

  （１）海の豊かな自然に触れあうことで、海に対する関心や海に進んで親しむ態度を育てる。 

  （２）望ましい集団行動のあり方とともに公共の施設を利用する望ましい態度を身に付けさせる。 

 

２ 期日  令和３年６月９日（水） ※予備日なし 

 

３ 場所  種市海浜公園 

 

４ 実施学年 全児童２６名 

 

５ 引率者     校⾧  （統導⾧）      田村  （児童指導 ３班） 

 副校⾧ （渉外、緊急車両）  小保内 （保健安全指導） 

 高橋  （児童指導 ２班）  松浦  （児童指導 ５班） 

 向明戸 （児童指導 ４班） 

 佐藤  （全体指導、児童指導 １班） 

 

６ 教科時数    学校行事５時間 

 

７ 日 程 

    出発        ９：００ 

    到着        ９：４０ 

    （全体での指示・日程の確認後） 

    学級での活動    ９：５０～１１：４０ 

     ※例→砂浜遊び、シーグラス・貝がら拾い、磯や河口付近での生き物観察等 

    （全体指示の後） 

    昼食（縦割り班ごと）１１：５０～１２：３０ 

    縦割り班で遊ぶ   １２：４０～１３；３０ 

    出発        １３：４０ 

    到着        １４：２０ 

    下校 １年生    １４；３０ 

       ２～６年生  １５：３０ 
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８ 持ち物  

    お弁当 水筒（水かお茶） 雨具（カッパが望ましい） タオル 敷き物 

ビーチサンダル（脱げにくいサンダルまたは靴でも可） おやつ（２１６円以内）  

ハンカチ ちり紙 ビニール袋   （※靴下、下着等の着替え）  

 

９ 服装  林郷小ジャージ 

 

１０ 利用交通機関等 

   １号車 向田スクールバス １、２年生  校⾧ 高橋 向明戸 小保内    １３名 

   ２号車 帯島スクールバス ３、４年生 ５、６年生 佐藤 田村 松浦    ２０名 

 

１１ その他 

  ・天候が悪い場合は当日の朝に中止・日程変更等校⾧、副校⾧、教務で判断をする。また、途中で悪

化した場合は予定を切り上げて、帰ることもあり得る。 

  ・学級での活動で使用する場合、持ち物を加えてもよい。 

185



（別紙）海遠足活動計画  ※合計８０分 

 

内 容 場 所 時 間 

１
，
２
年 

ひ
ま
わ
り
学
級 

① 海を眺める。トイレの場所を確かめ

る。 

② 砂遊び 

③ 休憩をはさんで砂に絵を描く。 

④ 遊びながら貝殻などを集める。 

⑤ 後かたずけをする。 

見晴台 

砂浜 

トイレ 

① １０分 

② ２５分 

③ ２５分 

④ １０分 

⑤ １０分 

３
，
４
年 

①シーグラス、貝がら拾い 

 

②トイレ休憩 

 

③河口付近の生き物探し 

・砂浜 

 

・トイレ付近 

 

・河口付近 

①３０分 

 

②１０分 

 

③４０分 

５
，
６
年 

①漂流物、生き物探し 

（タブレットで記録） 

②休憩 

③磯場で生き物探し 

・砂浜 

 

・トイレ 

・右側の磯場 

①３０分 

 

②１０分 

③４０分 
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令和３年度「ヒーローの旅」（体験学習）の実施計画 

 

１ ねらい 

 （１）体験を中心とした学びを通して、各教科や、総合的な学習の時間など学校におけ 

    る日常の学習活動の充実発展の場とする。 

 （２）実際に海に関わる仕事を体験することを通して、今後の洋野町の海洋教育「ひろ

の学」の学習に生かす。 

（３）集団活動を通して公衆道徳を学ぶ機会とする。また、多くの方とのふれあいを通

してコミュニケーションを育成する場とする。 

 

２ 内 容 

 （１）実施日 

      令和３年６月２４日（木）と２５日（金） 

 （２）主な活動場所  

洋野町種市地区 

 （３）利用交通機関  

      洋野町バス 

 （４）具体的内容（日程） 

    【６月２４日（木） １日目】 

     ８：１５  普通登校 

     ８：４５  出発式（学校） 

     ９：００  バス乗車 出発 

     ９：４０  増殖溝の見学 

    １２：００  移動、昼食（ひろの水産会館ウニーク） 

    １３：００  移動、岩手県水産技術センターで施設見学 

    １３：３０  北三陸ファクトリー工場見学 

    １４：００  ウニの殻むき体験 

    １５：３０  学校へ向けて出発 

    １６：００  学校到着、下校 

 

 

    【６月２５日（金） ２日目】 

     ８：１５  普通登校 

     ８：３０  出発 

     ９：３０  県立種市高校で震災学習・海洋学習・南部潜りに関する学習 

    １２：３０  昼食（マリンサイドスパ種市） 

    １３：３０  シーサイドアクセサリー作り 

    １５：３０  学校へ向けて出発 

    １６：００  解散式 

１６：１０  学校到着、下校 
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３ 参加人員 

   第３学年  ３人（男子２人、女子１人） 

   第４学年  ７人（男子３人、女子４名） 

   第５学年  ２人（男子１人、女子１人） 

   第６学年  ５人（男子２人、女子３人） 

 

４ 引率者の職・氏名・事務分担 

校  長  今 西 顕 隆（引率責任者） 

教  諭  佐 藤 裕 希（総務・児童指導） 

教  諭  田 村 真 弓（児童指導） 

養護教諭  小保内 智 美（救護・庶務） 

 

５ 実施のための安全計画 

 （１）見学場所や体験学習での安全な行動 

・見学の仕方を指導する。（大きな声を出さない、説明を静かに聞く、触らない） 

・体験の仕方を指導する。（指示通りに体験する） 

・集団での移動の仕方（並んで歩く） 

 （２）食事についての留意点 

・感染症予防の徹底 

（手洗いうがいをする、無言で食べる、距離をおいて食べるなどの徹底） 

・食に関するアレルギーへの配慮 

 （３）事故発生時の対応 

    ・引率長・担任・養護教諭・学校・家庭間の連絡を密にし、素早い対応ができるように

する。 

     

６ 服装 

  ・はき慣れた靴 

  ・紅白帽子（学校で渡します） 

  ・学校指定の運動着 

 

７ 持ち物 

□ナップサック（ナップサックの中に荷物を入れて登校します） 

□健康カード（朝昇降口で提出するピンクのカード） 

 ※必ず検温して記入してから登校させてください。 

□マスク（朝から着用してくる） 

□マスク入れケース（学校で渡します） 

□しおり（学校で渡します） 

□長靴 

□軍手 

□雨具（カッパ） 

□探検バック       

□筆記用具    
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□水筒（暑そうな時は多めに持たせてください） 

□ハンカチ・ちり紙   

□タオル 

  □ビニール袋（ゴミ入れなどに使います） 

  □ジャンパー（気温が上がらないと予想される場合）   

□虫よけスプレー（必要な人）   

□酔い止め薬 

  

８ 支援団体     

  海と高原のまち・ひろの体験交流推進協議会（窓口：大野ふるさと公社 TEL７７－３２０２） 
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洋野町立帯島小学校 
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洋野町立向田小学校 
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令和３年度 ３・４年生 海洋教育「ひろの学」単元計画 

 

１ 単元名「向田の未来を創る私たち」（３０時間） 

 

２ 単元のねらい 

  ・森林の働きや地域の気候の特徴を調べ、向田の自然の美しさを素晴らしさに気付かせる。 

  ・地域の特産品の豆腐づくりや米作りを通して、向田の人や自然の豊かさ、資源と海とのかかわり

に関心をもち、地域のすばらしさと自分たちのくらしとのかかわりについて気付かせる。 

 

３ 単元指導計画 

時 ☆学習課題 

〇主な学習活動 

・指導上の留意点 ◆評価規準＜観点＞［方法］ 

◇教科等の関連 ※ゲストティーチャー 

２ ☆稲の種をまこう 

 〇稲の種まき体験をする。（２） 

 

・稲の苗づくりの様子を知る。 

・丈夫な苗を作るためにどんな工夫や世話が必要

か教わっている。＜主体的に取り組む態度＞

[発言・観察] 

※川原由次郎さん （三本木悠真さんの祖父） 

◇社会５年「未来を支える食料生産」 

２ ☆向田の自然の今を知ろう。 

 〇向田地域に住む私たちは、今どんな自

然に囲まれて生きているのか話し合

う。（１） 

 〇学校周囲の自然を観察する。（１） 

 （森林観察学習） 

 

・動植物、山、川、土、空気、太陽等、視点を与

えて考えさせることで、自然と私たちとの関わ

りについてより深く考えさせる。 

◆どんな自然に囲まれて生活しているのか、主体

的に話し合い活動に取り組んでいる。＜学びに

向かう力＞［発言・観察］ 

※洋野町農林課 

 

２ ☆おいしいお米になるように上手に田植え

をしよう 

 〇苗の植え方を教わり、田植え体験をす

る。（２） 

 

 

 

・地域の方から田植えの仕方を教わり、縦割り団

ごとに協力しながら、上手に苗を植える。 

◆進んで苗を植えているか。教わった通りに最後

まで真剣に田植えを行っているか。＜主体的に

取り組む態度＞［発言・観察］ 

※地域の方々、保護者 

◇社会５年「未来を支える食料生産」 

２ ☆大豆の種まきをしよう 

 〇きれいな大豆を種にするので、選別を

する。（１） 

 〇パラパラと蒔いて、苗を作る。（１） 

 

・前年度収穫した大豆の傷や色の付いていないき

れいな大豆を選別する。 

・小動物に芽が食べられないように苗床に網のト
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ンネルをかける。 

◆丁寧に選別しているか。良い大豆がたくさん収

穫できるように、主体的に苗づくりを行ってい

るか。＜学びに向かう力＞［発言・観察］ 

※坂川スミさん、村田チエさん（豆風鈴さん） 

◇理科５年「植物の成⾧」 

２ ☆大豆の植え替えをしよう 

 〇成⾧した大豆の苗を畑に植え替える。

（２） 

 

・６０㎝くらいの広めの間隔で、2 本ずつ大豆の

苗を畝に植え替える。 

・根を切らないように丁寧に植え替える。 

◆苗の植え方を教わり、丁寧に植え替えている

か。＜主体的に取り組む態度＞［発言・観察］ 

※坂川スミさん、村田チエさん（豆風鈴さん） 

◇理科５年「植物の成⾧」 

（
学
校
行
事
５
） 

 

☆山開きに参加して地域の特徴を知ろう 

 〇久慈平岳の山開きに参加する。 

（学校行事５） 

 

・山開きの意味を知る。森林学習や神事に関心が

持てるようにし、参加意欲を高められるように

する。 

◆久慈平岳やその周辺の自然の様子を観察し、地

域の美しい自然について関心をもつ。 

＜主体的に取り組む態度＞［発言・観察・観察カ

ード］ 

 

２ ☆水生生物を調べよう 

 〇有家川の水生生物を調べる。（２） 

 

・地域に流れる有家川の水生生物を調べることで

関心をもたせる。 

◆有家川の水生生物を進んで調べ、採取した生き

物から水質の様子に気付くとともに、川がきれ

いな理由を森林の働きと関連付けて考える。＜

思考・判断・表現力＞［発言・観察・観察カー

ド］ 

※久慈広域 

 

２ ☆稲刈りをしよう 

 〇育てたお米の稲を刈り収穫体験をす

る。（２） 

  

 

・地域の方から稲の刈り方を教わり、縦割り団ご

とに稲を刈り、藁で結ぶ。 

・安全に作業させる。 

◆進んで稲を刈ったり、教わった刈り方を教え合

ったりしながら、収穫の喜びを感じている。＜

主体的に取り組む態度＞［発言・観察］ 
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※地域の方々、保護者 

 

２ ☆育てた大豆を収穫し、乾燥しよう 

 〇育てた大豆を収穫し、一掴みずつ藁で

束ねて干す。（２） 

 

・大豆の収穫の仕方を教わり、丁寧に土を落とし、

一掴みずつ藁で結び、自転車置き場に張ったロ

ープに干す。 

・作業後、土や葉で汚れたところを掃く。 

◆進んで収穫している。成⾧した大豆の様子に気

付くとともに、収穫の喜びを感じている。＜思

考・判断・表現力＞［発言・観察・観察カード］ 

※坂川スミさん、村田チエさん（豆風鈴さん） 

 

２ ☆大豆の豆うちをしよう 

 〇乾燥した大豆を殻から取る体験をす

る。（２） 

 

 

・大豆の収穫の仕方を教わり、丁寧に大豆を殻か

ら外す。使う道具に関心をもつ。 

◆進んで収穫作業に参加している。使う道具に関

心をもっている。＜主体的に取り組む態度＞

［発言・観察］ 

※坂川スミさん、村田チエさん（豆風鈴さん） 

 

２ ☆豆腐をつくろう 

 〇収穫した大豆を使って、豆腐づくり体

験をする。（２） 

 

 

・豆腐の製造工程を知る。 

・どんな思いを込めて作っているか、工夫や苦労

を聞く。 

◆製造工程に関心をもつとともに、おいしい豆腐

を作るためにどんなこだわりをもっているか

関心をもちながら見学している。＜知識・技能・

主体的に取り組む態度＞［発言・観察］ 

※豆風鈴（坂川スミさん、村田チエさん他） 

 

４ ☆活動のまとめをしよう 

 〇体験したことや調べて分かったことを 

  まとめる。（４） 

 

・これまでの学習を振り返り、学んだことを想起

させる。 

・稲作のまとめのリーフレットを作成する。 

◆課題解決に向けて、工夫してリーフレットを作

っている。＜思考・判断・表現力＞［発言・観

察］ 

１ ☆まとめたことを発表しよう（中間発表会） 

 〇調べてわかったことや感じたことがわ

かりやすく書けているか、発表したり

 

・各自のテーマに沿って、わかったことが見やす

く伝わるか、絵や図などが効果的かお互いに見
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読み合ったりする。（１） 合う。 

◆自分のまとめと比べながら見たり読んだりし

て、主体的に話し合いに参加している。＜主体

的に取り組む態度＞［発言・観察］ 

 

３ ☆活動のまとめをしよう 

 〇活動のまとめを見直し、よりよいリー

フレットになるように修正する。（３） 

 

・出された意見をもとに、発表内容を修正させる。 

◆よりよいまとめになるように工夫している。＜

思考・判断・表現力＞［発言・観察］ 

 

１ ☆発表会をしよう 

 〇わかったことをまとめ、向田の自然の

すばらしさや環境の良さを伝える。

（１） 

 

・米作りの工夫を通し地域の人々の願いや向田の

自然を生かした米作りを知る。 

◆向田の自然や環境の良さに気付いている。＜思

考・判断・表現力＞［発言・観察］ 

 

１ ☆１年間の活動を振り返ろう 

 〇活動のまとめをしよう（１） 

 

・これまでの学習を通して学んだ知識や体験を価

値づけて、これからの学習や生活に生かすよう

に促す。 

◆海洋教育で学んだことを学習や生活に生かそ

うとしている。＜主体的に取り組む態度＞［発

言・観察］ 
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令和３年度 ５・６年生 海洋教育「ひろの学」単元計画 

 

１ 単元名「向田の未来を創る私たち」（３０時間） 

 

２ 単元のねらい 

  ・森林の働きや地域の気候の特徴を調べ，向田の自然の美しさを素晴らしさに気付かせる。 

  ・向田の人や自然，資源と海の関わりについて関心を持ち，進んで調べ，海洋保全について自分た

ちに出来ることは何か考え，実践しようとする児童を育成する。 

 

３ 単元指導計画 

時 

☆学習課題 

〇主な学習活動 

・指導上の留意点 ◆評価規準＜観点＞［方法］ 

◇教科等の関連 ※ゲストティーチャー 

２ 【森林観察学習】 

☆向田の森林の特徴を調べよう 

 〇向田小学校の周りの森林の様子を観察

したり，それらの働きを調べたりする。

（２） 

 

・動植物や山，川，土，空気，太陽など，視点を

与えることで，自然と自分の関わりについて

より深く考えられるようにする。 

◆どんな自然に囲まれて生活しているか，主体

的に話し合い活動に取り組んでいる。〈主体的

に学習に取り組む態度〉[発言・観察] 

◇理科⑤「植物の発芽と成⾧」「花から実へ」 

※洋野町農林課 

２ 【田植え】 

☆おいしいお米ができるように上手に苗を

植えよう。 

 〇向田の主産業である稲作（田植え）活動

の体験をする。（２） 

 

・地域の方々との関わりや縦割り団での活動を

通して，自分の住む地域の中で果たす役割を

感じられるように意識させる。 

◆進んで苗を植えたり，植え方を教わったり教

えたりしている。〈主体的に学習に取り組む態

度〉[発言・観察] 

◇理科⑤「植物の発芽と成⾧」「花から実へ」 

※地域の方々，保護者 

（
学
校
行
事
５
） 

【久慈平岳山開き】 

☆山開きに参加して地域の特徴を知ろう。 

 〇久慈平岳山開きに参加する（学校行事

５）。 

 

・山開きの意味を確かめることで，参加するこ

との意義を理解し，参加意欲を高められるよ

うにする。 

・森林探索や植樹体験を通して，自然を大切に

しようとする意欲を高める。 

◆久慈平岳やその周辺の土地の様子に関心を持

ち，山開きに参加している。〈主体的に学習に

取り組む態度〉[発言・観察] 
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３ 【山の働き】 

☆向田の山の特徴を調べよう。 

 〇向田周辺の様子について調べ，森林や川

などの資源や産業などの様子を理解し

まとめる。（３） 

 

・森と川，海のつながりだけでなく，向田の特

色を生かした産業など，視点を変えて様々な

面から考えられるようにする。 

◆山の働きについて，多面的・多角的に捉え，

その特徴や課題に気付く〈知識・技能〉[観察・

発言・ノート] 

◇社会⑤「未来をつくり出す工業生産」 

※洋野町農林課，三本木恒廣さんなど 

３ 【海の働き】 

☆洋野町の海の特徴を調べよう。 

 〇洋野町の海の様子について調べ，洋野町

の沿岸の様子や海産物，環境問題などの

課題に気付く。（３） 

 

・インタビューやインターネットを活用して，

洋野町の海には豊富な資源があると同時に，

抱えている様々な問題があるということに気

付かせる。 

◆海の働きについて，多面的・多角的に捉え，

その特徴や課題に気付く〈知識・技能〉[観察・

発言・ノート] 

◇社会⑤「未来を支える食糧生産」 

※洋野町水産商工課，漁協組合など 

３ 【山と海のつながり】 

☆洋野町の豊かな自然を守るために出来る

ことを考えよう。 

 〇これまで学習した向田の特徴と海洋の

様子を関連させて，海洋保全のために出

来ることは何か考える。（３） 

 

・自然だけでなく産業や人的資源など，様々な

面から考えられるように視点を変えさせる。 

◆海洋保全のために出来ることは何か，多面的・

多角的に考えている〈思考・判断・表現力〉

[観察・発言・ノート] 

◇社会⑤「未来を支える食糧生産」「未来をつく

り出す工業生産」理科⑥「地球に生きる」 

※洋野町水産商工課，漁協組合など 

２ 【稲刈り】 

☆育てたお米を収穫しよう。 

 〇育てた稲を刈り採り収穫する。（２） 

 

・地域の方々との関わりや縦割り団での活動を

通して，自分の住む地域の中で果たす役割を

感じられるように意識させる。 

◆進んで稲を刈ったり，刈り方を教わったり教

えたりしている。〈主体的に学習に取り組む態

度〉[発言・観察] 

◇理科⑤「植物の発芽と成⾧」「花から実へ」 

※地域の方々，保護者 
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２ 【森は巡る】 

☆植樹体験をしよう。 

 〇植樹を体験し，その必要性について理解

する。（２） 

 

・植樹が森林を守り，海を豊かにすることを意

識させる。 

◆自然を守ろうとする思いをもち，進んで植樹

活動に参加している。〈主体的に学習に取り組

む態度〉[発言・観察] 

◇社会⑤「未来をつくり出す工業生産」 

※洋野町農林課 

２ 【久慈平岳源流探索】 

☆源流探索をしよう。 

 〇久慈平岳の源流を探索し，その様子を確

かめるとともに，山と川，海のつながり

を理解する。（２） 

 

・学校付近の森林や川の様子と源流を比べさせ

て，その違いを意識させる。 

◆源流の様子やその働きについて気付く。〈知

識・技能〉[観察・発言・ノート] 

◇社会⑤「未来をつくり出す工業生産」 

※洋野町農林課，三本木恒廣さんなど 

１ 【中間発表会】 

☆調べたことをまとめて発表しよう 

 〇これまで学習した内容をまとめて発表

する。（１） 

 

・これまでの学習を振り返り，学んだことを想

起させ，サミットで発表する内容をどうする

か考えさせる。 

◆これまでの学習で学んだことを整理し，発表

することができる〈知識・技能〉[観察・発言・

ノート] 

４ 【海洋教育こどもサミットに向けて】 

☆こどもサミットに向けて準備をしよう。 

 〇これまで学習した内容を整理し，発表資

料の作成や発表練習をする（３） 

 〇発表内容を見直し，より良い発表になる

ように修正する（１） 

 

・壁新聞や PowerPoint など，発表する場や形

式に合わせて発表資料の作り方を工夫するよ

うに意識させる。 

・発表を聴く側の立場になって，どのような発

表だと聞きやすいか，どのような質問が来る

か考えさせる。 

◆より良い発表の仕方を考え，工夫して資料を

作っている。〈思考・判断・表現力〉[観察・発

言] 

２ 【海洋教育こどもサミット】 

☆学んだことを発表し，海洋について考えを

深めよう。 

 〇これまで学習した内容を発表したり，他

校の調査や実践を聞いたりする。（２） 

 

・オンラインでの発表の場合は，ネットマナー

を意識させる。 

・他校の発表から分かったことをメモさせる。 

◆自分たちの発表と他校の発表を比べながら進

んで参加している。〈主体的に学習に取り組む

態度〉[発言・観察] 
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３ 【未来を創るわたしたち】 

☆これからの私たちに出来ることは何か考

えよう。 

 〇サミットを通して学んだことを基に，こ

れから自分たちが出来ることは何か考

える。（３） 

 

・サミットで学んだことを基に，自分たちに出

来ることを考え，整理させる。場合によって

は実践する機会を設ける。 

◆これからの生活で実践できることを考え，表

現している。〈思考・判断・表現力〉[観察・発

言・ノート] 

１ 【１年間の活動の振り返り】 

☆海洋教育のまとめをしよう 

 〇１年間で取り組んだ活動や学んだこと

を振り返る。（１） 

 

・これまでの学習を通して学んだ知識や体験を

価値づけて，これからの学習や生活に活かす

よう促す。 

◆海洋教育で学んだことを学習や生活に活かそ

うとしている。〈主体的に学習に取り組む態

度〉[発言・観察] 
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向田小学校 第４学年 ひろの学 学習指導案 

１ 単元名「向田の未来を創る私たち」 

 

２ 本時の指導計画 

（１）目標 

学習してきた情報をもとに、稲作作りのまとめリーフレットに必要な情報を整理・分析することを通

して、向田でおいしいお米を栽培できる理由を考えることができる。 

 

 

（２）展開 

段
階 

学習活動 ・指導上の留意点◆評価規準＜観点＞［方法］ 

◇教科等の関連 ※ゲストティーチャー 

導
入
（
１
０
分
） 

１．前時までの活動を振り返り、本時の学習課

題を設定する。 

メモや写真を整理して、おいしいお米を 

栽培できる理由を考えよう。 

 

〇これまでの活動をメモや写真をもとに振り返

る。 

 

２．見通しをもつ。 

 

 

・これまでの活動を振り返ることで、単元の課

題意識をもって活動を行うことができるよ

うにする。 

 

・メモや写真を整理することが、単元の課題解

決に向けて必要なことだと気づかせる。 

 

 

 

展
開
（
３
０
分
） 

３．情報を観点に沿って整理・分析する。 

〇グループごとにこれまでの活動の情報を観点

に沿って整理する。 

・稲作の育てるにはそれぞれの工程で大変さが

ある。 

・地域の方は田植えをしたあとは水の管理が大

切と言っていた。 

・向田地区には有家川があり、水生生物調査で

きれいな水だということが分かった。 

 

 

・整理する内容を「稲作の育て方」「地域の方

へのインタビュー」「向田の自然」の３観点

に分けることで、児童が思考しやすい状況

をつくる。 
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展
開
（
３
０
分
） 

４．グループで整理した情報を全体で共有する。 

〇グループごとに整理した情報を発表する。 

 

 

５．共有したものをもとに全体で話し合う。 

〇共有した情報から、向田でおいしいお米を栽

培できる理由を話し合う。 

・おいしいお米を作るためには、作る人の大変

さがあるが、その手間がポイントだと思う。 

・向田はきれいな水が流れているから、おいし

いお米ができると思う。 

・向田地区はおいしいお米を栽培する環境が整

っていると思う。 

 

 

６．本時の学習のまとめをする。 

  おいしいお米を栽培できるのは、向田地 

 区の環境と栽培する人の工夫や思いがある 

から。 

 

 

・構造的な板書にすることで、児童が考えを再

構成する際の手がかりとなるようにする。 

 

・事実と考えをつなげたり、友達の考えと比較

したりする発問をすることで、本時の課題解

決に向けた意識をもつことができるようにす

る。 

 

◆収集した情報を比較したり、関連付けたり

しながら稲作作りについて自分の考えを整理

している。＜思考・判断・表現力＞［発言・観

察］ 

 

・おいしいお米を栽培できる理由をまとめて

示すことで、本時の学びを自覚できるよう

にする。 

終
末
（
５
分
） 

７．本時の学習を振り返る。 

〇本時の学習をまとめから、次時からはリーフ

レット作りをしていくことを確認する。 

 

・本時の学びをもとにリーフレット作りをし

ていくことを伝え、次時への活動に期待が

もてるようにする。 
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第 5，6 学年海洋教育「ひろの学」学習指導案 

                      令和３年１０月２９日（金）     

                     指導者 戸舘 美智子 

G T 林野庁久慈支署 石塚 将貴 

テーマ「豊かな海を守る森林づくり」 

１ 本時の主な活動 

 ・自分たちの今までの観察や実験のまとめを発表し、わからなかったことを質問する。 

２ 展開 

 学習内容 留意点 

導

入 

１ あいさつと講師紹介 

 

 

２ 学習課題 

 

・林野庁東北森林管理局 三陸北部森

林管理署 久慈支署の方をお招きし

て、自分たちが調べたことやわからな

いことを質問することを確認する。 

展

開 

３ 調べたことを発表する。 

 

 

４ 林野庁の石塚さんに質問する。 

・植えた後、どんな仕事があるのか。 

・久慈平岳は、誰が整備しているのか。 

・林業に携わっている人は減っているか。 

・林業ではどんな機械を使っている。 

 

 

 ＜ドローンや 360 度 

  カメラを紹介＞ 

・森林の働きについて、源流を探索し

て分かったことや土壌実験について聞

いていただく。 

・調べた過程でわからなかったことな

ど児童が質問し答えていただく。 

 

 

 

 

 

 

＜タブレットの 

 向きで見える 

 所が変わる。山

の様子を点検＞ 

終

末 

４感想発表 

・日光が良く当たるようにたくさんの仕

事があった。 

・わかったことや驚いたことなどを具

体的に発表させる。 

 

 

山に木を植えただけで、森は守ら

れているのだろうか 
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洋野町立種市中学校 
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海洋科 年間計画 
洋野町立種市中学校 

１ ねらい 

  海とともに生きること（海との共生）を大切にし、海洋についてはもちろん、人が自然とともに生きる

ために築き上げてきた知恵について探求する学習を通して、洋野の海とどのように生きていくのか、未

来の洋野を考えさせ、自分たちの生まれ育ってきた地域に喜びと誇りを感じ、たくましく生き抜くこと

ができる生徒の育成を目指す。（「海洋教育『ひろの学』」副読本（案）より引用） 

  

２ 学習テーマ 「海に生き、海とともに生きる」 

〔１学年〕「地域・海を知る」 

・ 講演会、ウニ栽培センターなどの見学、漁業体験（ウニとり、塩ウニづくり）などを通して、講師

の方や地域の方々の話を聞いたり、体験したりして、海について学ぶ。小学校での学習を基に海に

対する理解を深める。 

〔２学年〕「地場産業の良さを知り、働くことの意義を考える」 

・ 職場体験における職場体験や地域の方々との触れ合いを通して、勤労に対する関心意欲を高めると

ともに、洋野町が地域の方々の努力や工夫による産業活動に支えられていることに気づきながら、

自ら進んで地域社会に関わろうとする態度を養う。 

・ 漁業体験（鮭とばづくり）を通して、海についての理解を深めるとともに、地域の課題や良さにつ

いて考える。 

〔３学年〕「地域・自身の未来について考える」 

・ これまでの学習をもとに、地域に対する理解をより深め、自分と地域とのこれからのかかわりにつ

いて考えながら、自己の進路（将来）について考え、適切な進路選択ができるようにする。 

 

３ 年間活動計画 

 ※「復興に思いを寄せる日」毎月１１日、避難訓練（津波想定）６月実施予定 

 

４ 評価の観点  

〇海に関する知識・技能 〇海を通した思考・判断・表現 〇主体的に学習に取り組む態度 

月 第１学年 時 間 第２学年 時 間 第３学年 時 間 

４ オリエンテーション  オリエンテーション  オリエンテーション  

５       

６ 種市高校津波出前授業 1     

 防災・復興講演会 2 防災・復興講演会 2 防災・復興講演会 2 

７ 地域産業見学 6   地域伝統芸能講習 2 

 浜清掃 4 浜清掃 4 浜清掃 4 

 訪問合唱 2 訪問合唱 2 訪問合唱 2 

８ 漁業体験（ウニとり・加工） 15 職場体験計画・学習 18 夏祭りへの参加  

９   宿泊研修計画・学習 18 修学旅行計画・学習 26 

10 まとめ・発表 10 まとめ・発表 10 まとめ・発表 10 

11 海洋サミット 2 漁業体験（鮭とば） 2   

12       

1   漁業体験（鮭とば） 1   

 第１学年合計 42 第 2 学年合計 57 第３学年合計 46 
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令和３年度 種市中学校海洋科「海に生き、海とともに生きる」 

１年「地域・海を知る」 

【実践のねらい】 

・ 講演会、ウニ栽培センターなどの見学、漁業体験（ウニとり、塩ウニづく

り）などを通して、講師の方や地域の方々の話を聞いたり、体験したりし

て、海について学ぶ。小学校での学習を基に海に対する理解を深める。 

 

◯時数 ５月〜１１月（４２時間） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

学

校 

行

事 

等 

紹介式 
始業式 
入学式 
身体測定 
交通安全教室 
生徒会入会式 
生徒大会 
授業参観 

体育祭 
中間テスト 
避難訓練 
全国学調 
新入生学調 
 

壮行式 
地区中総体 
オリンピック
聖火リレー 
復興講演会 
避難訓練 
期末テスト 
県通信陸上 
大野高校体験
入学 

町民芸術劇場 
高校説明会 
県中総体 
期末面談 
終業式 
地区駅伝 
久慈工業、久
慈、種市高校
体験入学 

種市夏祭り 
始業式 
実力テスト 
地区陸上大会 

私の主張 
英語暗唱大会 
町民体育祭 
地区新人戦 
修学旅行 
宿泊研修 
中間テスト 
 

生徒会役員選
挙 
文化祭 
町駅伝大会 
県新人戦 
町文化祭 

授業参観 
卒業生に学ぶ
会 
避難訓練 
町音楽会 
入試説明会 
町教研 
県新人 
期末テスト 
海洋サミット 

総合学力調査 
期末面談 
終業式 

子ども議会 
始業式 
実力テスト 
中１英語確認
調査 
岩手推薦入試 
三送会 
 

新入生説明会 
期末テスト 

岩手入試 
青森入試 
実力テスト 
修了式 
卒業式 
離任式 

活

動

の

流

れ 

            

［主な連携機関と内容］ 

連携機関 内容 

宿戸南漁業協同組合 漁業体験（ウニとり、加工） 

宿戸地区婦人部 漁業体験（ウニ加工） 

種市高等学校海洋開発科 漁業体験（ウニとり）、津波出前授業 

ウニ栽培漁業センター 施設見学、ウニについて 

ひろの屋 施設見学、ウニについて、流通 

町内福祉施設 訪問合唱 

 

種市高校津波出前授業（１時間） 

・津波のメカニズムを知る。 

防災・復興講演会（全校・２時間） 

・講話を通して、震災と復興、地域の

防災について考える。 

地域産業見学（６時間） 

・ウニ栽培漁業センター、ひろの屋を見学し、

ウニについて知る。 

浜清掃（全校・４時間） 

・学校から海岸までのゴミ拾いを通して、地域

や地域の自然を知る。 

・地域の環境保全について考える。 

訪問合唱（全校・２時間） 

・地域貢献について考える。 

漁業体験（１５時間） 

・ウニとり、殻むき、塩ウニづくりを体

験する。 

・体験を通して、地域の自然や産業につ

いて知る。 

・働くことについて考える。 

・地域の方との触れ合いを通して、地域

産業を支える人の思いを知る。 

まとめ・発表（10 時間） 

・学習のまとめをする。 

・学んだことを発信する。 

海洋こどもサミット（２時間） 

・学んだことを発信する。 

・学びを深める。 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 
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令和３年度 種市中学校海洋科「海に生き、海とともに生きる」 

２年「地場産業の良さを知り、働くことの意義を考える」 

【実践のねらい】 

・ 職場体験における職場体験や地域の方々との触れ合いを通して、勤労に対する関心意

欲を高めるとともに、洋野町が地域の方々の努力や工夫による産業活動に支えられて

いることに気づきながら、自ら進んで地域社会に関わろうとする態度を養う。 

・ 漁業体験（鮭とばづくり）を通して、海についての理解を深めるとともに、地域の課

題や良さについて考える 

◯時数 ４月～１月 ５７時間 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

学

校 

行

事 

等 

紹介式 
始業式 
入学式 
身体測定 
交通安全教室 
生徒会入会式 
生徒大会 
授業参観 

体育祭 
中間テスト 
避難訓練 
全国学調 
新入生学調 
 

壮行式 
地区中総体 
オリンピック
聖火リレー 
復興講演会 
避難訓練 
期末テスト 
県通信陸上 
大野高校体験
入学 

町民芸術劇場 
高校説明会 
県中総体 
期末面談 
終業式 
地区駅伝 
久慈工業、久
慈、種市高校
体験入学 

種市夏祭り 
始業式 
実力テスト 
地区陸上大会 

私の主張 
英語暗唱大会 
町民体育祭 
地区新人戦 
修学旅行 
宿泊研修 
中間テスト 
 

生徒会役員選
挙 
文化祭 
町駅伝大会 
県新人戦 
町文化祭 

授業参観 
卒業生に学ぶ
会 
避難訓練 
町音楽会 
入試説明会 
町教研 
県新人 
期末テスト 
海洋サミット 

総合学力調査 
期末面談 
終業式 

子ども議会 
始業式 
実力テスト 
中１英語確認
調査 
岩手推薦入試 
三送会 
 

新入生説明会 
期末テスト 

岩手入試 
青森入試 
実力テスト 
修了式 
卒業式 
離任式 

活

動

の

流

れ 

            

［主な連携機関と内容］ 

連携機関 内容 

宿戸南漁業協同組合 漁業体験（鮭とば） 

町内事業所 職場体験 

岩手大学 海洋講話 

町内福祉施設 訪問合唱 

 

防災・復興講演会（全校・２時間） 

・講話を通して、震災と復興、地域の

防災について考える。 

宿泊研修（１８時間） 

・海洋講座を通して、海や地域について知る。 

浜清掃（全校・４時間） 

・学校から海岸までのゴミ拾いを通して、地域

や地域の自然を知る。 

・地域の環境保全について考える。 

訪問合唱（全校・２時間） 

・地域貢献について考える。 

職場体験（１８時間） 

・体験を通して、地域の自然や産業につ

いて知る。 

・働くことについて考える。 

・地域の方との触れ合いを通して、地域

産業を支える人の思いを知る。 

まとめ・発表（10 時間） 

・学習のまとめをする。 

・学んだことを発信する。 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

漁業体験（３時間） 

・鮭とばづくりの方法を知る。 

・体験を通して、地域の自然や産業につ

いて知る。 

・働くことについて考える。 

・地域の方との触れ合いを通して、地域

産業を支える人の思いを知る。 
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令和３年度 種市中学校海洋科「海に生き、海とともに生きる」 

３年「地域・自身の未来について考える」 

【実践のねらい】 

・これまでの学習をもとに、地域に対する理解をより深め、自分と地域とのこれからのかか

わりについて考えながら、自己の進路（将来）について考え、適切な進路選択ができるよ

うにする。 

◯時数 ４月～１月 ４６時間 

 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

学

校 

行

事 

等 

紹介式 
始業式 
入学式 
身体測定 
交通安全教室 
生徒会入会式 
生徒大会 
授業参観 

体育祭 
中間テスト 
避難訓練 
全国学調 
新入生学調 
 

壮行式 
地区中総体 
オリンピック
聖火リレー 
復興講演会 
避難訓練 
期末テスト 
県通信陸上 
大野高校体験
入学 

町民芸術劇場 
高校説明会 
県中総体 
期末面談 
終業式 
地区駅伝 
久慈工業、久
慈、種市高校
体験入学 

種市夏祭り 
始業式 
実力テスト 
地区陸上大会 

私の主張 
英語暗唱大会 
町民体育祭 
地区新人戦 
修学旅行 
宿泊研修 
中間テスト 
 

生徒会役員選
挙 
文化祭 
町駅伝大会 
県新人戦 
町文化祭 

授業参観 
卒業生に学ぶ
会 
避難訓練 
町音楽会 
入試説明会 
町教研 
県新人 
期末テスト 
海洋サミット 

総合学力調査 
期末面談 
終業式 

子ども議会 
始業式 
実力テスト 
中１英語確認
調査 
岩手推薦入試 
三送会 
 

新入生説明会 
期末テスト 

岩手入試 
青森入試 
実力テスト 
修了式 
卒業式 
離任式 

活

動

の

流

れ 

            

［主な連携機関と内容］ 

連携機関 内容 

平内婦人部 地域伝統芸能講習（ナニャドヤラ） 

町内福祉事業所 訪問合唱 

洋野町役場 夏祭り参加、水質調査 

東京大学 海洋講話 

県北広域振興局 水質調査 

 

防災・復興講演会（全校・２時間） 

・講話を通して、震災と復興、地域の

防災について考える。 

浜清掃（全校・４時間） 

・学校から海岸までのゴミ拾いを通して、地域

や地域の自然を知る。 

・地域の環境保全について考える。 

訪問合唱（全校・２時間） 

・地域貢献について考える。 

地域伝統芸能講習（２時間） 

・地域の伝統芸能（ナニャドヤラ）につ

いて知る。 

・地域の方との触れ合いを通して、地域

伝統芸能を支える人の思いを知る。 

・地域と自分自身のとのかかわりについ

考える。 まとめ・発表（10 時間） 

・学習のまとめをする。 

・学んだことを発信する。 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

修学旅行（２６時間） 

・講習を通して、地域の自然や産業、人

のくらしについて考える。 

・自分と地域とのこれからのかかわりに

ついて考えながら、自己の進路（将来）

について考える。 

夏祭りへの参加 

・地域の方との触れ合いを通して、地域

伝統芸能を支える人の思いを知る。 

・地域と自分自身のとのかかわりについ

考える。 

水生生物による川の水質調査（理科） 

・水質調査を通して、地域の自然環境について知り環境保全について考える。 
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１年【海に親しむ】漁業体験 １５時間 

【単元のねらい】 

⑴ 浜の仕事を体験することで、働くことの楽しさと厳しさを学ぶ。 

⑵ 人間関係の大切さを理解し、コミュニケーション能力を高める。 

⑶ 互いに支え合いながら作業をすることで、協調性を養う。 

⑷ 海洋や漁業活動について学ぶことで、地元を大切にする心を育成し、復興の一助を担う。 

【本時のねらい】 6,7 時間／17時間 

⑴ 増殖溝で育つウニをとる作業を通して、地域の自然・産業について具体的に知る。 

⑵ 漁業・種市高校の方のアドバイスのもと、仲間と協力して安全に作業する。 

学習活動 指導・援助 

 8:15 

 

 

 8:30 

 

 8:45 

 

 

10:45 

 

 

11:30 

 

 

 

１ 集合・整列・移動 

 班ごとに整列し、バスに乗車する。 

 宿戸学区の生徒は、宿戸中に集合。 

２ 始めの会 

 挨拶をする。服装等の準備をする。 

３ 磯観察・ウニ採捕 

 漁業・種市高校海洋開発科の生徒と先生の方の話を

よく聞いて、作業をする。一人 20個程度とる） 

４ 作業終了・片付け 

５ 終わりの会 

 感想発表、お礼の言葉 

６ 学校到着・下校 

 宿戸学区の生徒は、宿戸中で解散。 

 

・安全指導、避難場所の確認を行

う。 

・濡れてもよい靴（サンダル不

可）、軍手、ゴーグル等の準備を

する。 

・切り傷に気を付けさせる。 

 

・相手意識（食べてくれる人、教

えてくれる人）を持って活動させ

る。 

・わからないところは、質問する

ように促す。 

・適宜、休憩・水分補給を行わせ

る。 

・忘れ物、ごみのないように声を

掛ける。 

 

（振り返り用紙への記入を宿題

とする。） 
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令和３年度 種市中学校 1 学年 漁業体験学習について 

１ ねらい 

⑴ 浜の仕事を体験することで、働くことの楽しさと厳しさを学ぼう。 

⑵ 人間関係の大切さを理解し、コミュニケーション能力を高めよう。 

⑶ 互いに支え合いながら作業をすることで、協調性を伸ばそう。 

⑷ 海洋や漁業活動について学ぶことで、地元を大切にする気持ちを持ち、復興について考えよう。 

 

２ 実施場所    宿戸漁協地先等（漁協荷さばき施設、増殖溝、岩盤漁場） 

 

３ 日  時    令和３年７月２５日（日）～２７日（火） ２６・２７日は雨天決行です。 

              ※２５日の雨天中止の場合は、マチコミ等で連絡します。 

 

４ 実施内容    増殖溝ウニ採取、ウニ剥き身作業、塩ウニ作り 

 

５ 指導・引率者  種市南漁協の方々、岩手県立種市高等学校海洋開発科の先生と生徒さん） 

          種市中職員（１学年職員、小森先生、支援員さん） 

 

６ 対  象    種市中学校第１学年（計４８名） 

  

７ 学校で準備するもの  □ 白衣（不織布ツナギ） □ 帽子（不織布） □ ゴム手袋  

 

 

  

 

８ 日程と持ち物  

【１日目】 ７月２５日（日）【海洋２時間】 

時刻 活動内容 場所 留意点 

 種市学区の生徒 宿戸学区の生徒   

８：１５ 種市中学校玄関前

集合・バス乗車 

  ※水着は着てくる・学級ご

とに整列する 

 

※ぬれてもよい靴(サンダルは不

可)、軍手、ゴーグル（持っている人） 

※グループは学級の生活班 

８：３０ 宿戸漁協荷さばき

施設到着 

（お願いの挨拶・始

めの会） 

宿戸漁協荷さばき

施設集合 

 

 

８：４５ 磯観察、増殖溝ウニ採補 

（１名２０個程度） 

漁港隣接増殖溝 

１０：４５ 終了（挨拶、終わりの会）  ※バスに乗る人は着替える 

１１：１５ バス乗車   現地解散   

１１：３０ 学校到着、解散・下校    

※ 持ち物：軍手、水着、ぬれてもよい靴（サンダル以外）、着替え、ある人はゴーグル、飲み物        

このプリントをよく読ん

で、持ち物の忘れ物がない

ようにしましょう！ 

学校で配付したツナギなどは、２６日と２７日に使います。ビニル袋に

入れて忘れずに持参しましょう。（２６日に汚れたら、洗ってくること） 
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【２日目】 ７月２６日（月）【海洋２時間】※城内・角浜の生徒は朝の送迎をお願いします。 

時刻 活動内容 場所 留意点 

 種市・角浜学区の生徒 宿戸学区の生徒   

７：１５ 種市中学校玄関前

集合・バス乗車 

   

 

７：３０ 宿戸漁協荷さばき

施設到着 

（挨拶・始めの会） 

宿戸漁協荷さばき

場集合 

荷物を指定の場

所に置く 

・クラスごとに整列 

７：４５ ウニの剥き身作業 宿戸漁協荷さば

き場 

 

・白衣を着用し、準備する 

・指示に従って作業する 

（４人グループ） 

９：３０ 終了（挨拶、終わりの会） ・お礼の挨拶をする 

９：４５ バス乗車 現地解散   

１０：００ 学校到着、解散・下校    

   ※ 持ち物：軍手、白衣、長靴、飲み物  S.B 下校便 １１：２０ 

（長靴は、履いてきてもいいし、荷さばき場に移動してから履き替えてもよい。） 

【３日目】 ７月２７日（火）【海洋２時間】※全員学校に登校します。 

時刻 活動内容 場所 留意点 

 Ａ 組 Ｂ 組   

８：１５ 種市中学校玄関前

集合・バス乗車 

種市中学校に登校  クラス毎に前半、後半に分

かれて活動する。 

 

 

８：３０ 宿戸漁協荷さばき

施設到着 

（挨拶・始めの会） 

朝の会 

・課題チェック 

・前日までのまと 

め 

 

 

Ａ: 宿戸漁協荷

さばき場 

Ｂ:学校 

８：４５ 

 

 

９：４５ 

塩ウニ瓶詰め作業 

⑴ラベル貼り 

⑵ウニの瓶詰め 

挨拶・終わりの会 

 Ａ組 

・白衣を着用し、準備する 

・指示に従って班毎に作業

する 

１０：２５ 学校着（10:10 発） 学校発 １０：３０ Ａ組降車→Ｂ組乗車 

１０：４５ ・課題チェック 

・前日までのまと

め 

 

宿戸漁協荷さばき

施設到着 

（挨拶・始めの会） 

Ａ:学校 

Ｂ: 宿戸漁協荷

さばき場 

 

Ｂ組 

・白衣を着用し、準備する 

・指示に従って班毎に作業

する １１：００ 

 

 

１２：００ 

塩ウニ瓶詰め作業 

⑴ラベル貼り 

⑵ウニの瓶詰め 

挨拶・終わりの会 

１２：２５ 学校着（12:10 発）  全員揃ったら昼食 

※ 持ち物：軍手、白衣、飲み物（長靴は履いていく）  
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９ 生徒の係分担等について 

 （１）朝の会、移動、帰りの会の分担 

※移動前と移動後の点呼（班長→委員長→担任） 

   ①整列指示 全体（学年執行部：      ） 

   ②健康観察（各学級の保健委員：      ） 

③連絡 

      

（２）開•閉会行事の分担 

【開会業時】   進行（１日目：   ／２日目：   ／ ３日目：Ａ     Ｂ     ） 

①はじめの言葉・あいさつ（進行係が言う） 

②お世話になる方々から 

③連絡 

④あいさつ「よろしくお願いします。」 

漁業体験が終わったら、整列指示は学年執行部が行う 

【閉会行事】   進行（１日目：   ／２日目：   ／ ３日目：Ａ     Ｂ     ） 

①はじめの言葉（進行係が言う） 

②感想発表 ・１日目（１Ａ    ）（１Ｂ     ） 

・２日目（１Ａ    ）（１Ｂ     ） 

・３日目（１Ａ    ）（１Ｂ     ） 

③お世話になった方々から 

④お礼の言葉（１日目：   ／２日目：   ／ ３日目：Ａ     Ｂ     ） 

⑤連絡 

⑥終わりの言葉・あいさつ「ありがとうございました。」（進行係が言う） 

１０ その他 

（１） ２７日（火）については、午後から授業（終業式）があることから、全員学校に集合して荷物を

置いてから移動、クラスごとに前後半に分かれて活動する。 

（２） コロナウイルス感染症拡大防止の指針に従い、参加の有無については事前に保護者に承諾を取る

とともに、作業場では適切な距離をとる。 

（３） マスクの着用、手洗い、うがいを徹底する。作業中は私語をしない。 

（４） 雨天決行。（よっぽど海が荒れない限りは実施） 

（５） ウニ採りがどうしてもできない状況のときは１日目だけ中止となり、学校で授業。 

（６） 地震、津波の際には、資材倉庫に避難する。 

１１ 事後の活動について 

① 活動の振り返り（自己評価、学級反省） 

※個人の振り返りシートは８月５日（木）に担任の先生に提出 

 ② 調べたことや体験したこと、学んだことを班ポスターにしてまとめる。 

【２学期の総合の時間】 

   ③ 塩ウニの販売（参観日で販売予定） 

   ④ 文化祭及び海洋サミットで発表する。 
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２年【地域での交流】漁業体験 3時間 

【単元のねらい】 

(1)地域の特徴やよさについて、小学校での海洋学習や１学年での漁業体験をふまえ、理解を深める。 

(2)漁協の方々との触れ合いを通して、地域を支える活動に取り組む人々が多くいることを知り、自分

自身の生き方を考える。 

【本時のねらい】 2,3 時間／3時間 

(1)衛生面に気をつけて鮭とばを加工する過程を知る。 

(2)漁業の方のアドバイスのもと、仲間と協力して作業する。 

学習活動 指導・援助 

 13:05 

 

 

 13:20 

 

 

 13:30 

 

 

 

 

 

 

 

 

15:00 

 

15:10 

 

15:15 

15:30 

16:15 

１ 集合・整列・移動 

 班ごとに整列し、バスに乗車する。 

  

２ 始めの会 

 挨拶をする。身なりを整える。手指消毒をする。 

 

３ 作業 

 漁協の方の話をよく聞いて、作業をする。 

 怪我に注意して、作業をする。 

〔作業の流れ〕 

①鮭を清潔なタオルの上に置く（タオルのお陰で滑らな

くなり、捌きやすくなる）。 

②鮭を３枚におろす。 

③身を細長く切り、数本をスズランテープでまとめる。 

④学校で干す（帰校後の作業）。 

４ 片付け 

 周りを見て全員で素早く行う。 

５ 終わりの会 

 感想発表、お礼の言葉 

６ 移動 

７ 学校到着  

８ 干す作業後下校 

 

・安全指導、避難場所の確認を行

う。 

・白衣、マスク、手袋、長靴を身

につける。 

・衛生面に気を付けさせる。 

・道具の使い方を確認する。 

・相手意識（食べてくれる人、教

えてくれる人）を持って活動させ

る。 

・わからないところは、質問する

ように促す。 

・適宜、休憩・水分補給を行わせ

る。 

 

・忘れ物、ごみのないように声を

掛ける。 

 

 

 

（振り返り用紙への記入を宿題

とする。） 
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令和３年度 ２学年漁業体験「鮭とばづくり」オリエンテーション 

R3.11.26 種市中学校 第２学年 

 

１ ねらい 

（１）地域の特徴やよさについて、小学校での海洋学習や１学年での漁業体験をふまえ、 

さらに理解を深める。 

（２）地域の方々との触れ合いを通して、自分たちの生活や地域を支える活動に取り組む

方々が多くいることを知り、自分自身の生き方を考える。 

 

２ 期 日  令和 3年 11 月 29 日（月） 

 

３ 参加者  種市中学校 ２学年 55 名 

        引率  種市中学校２学年職員（大矢、佐藤、谷藤、荒木田、工藤） 

 

４ 内 容  鮭をさばく、名札付け、干し方作業（鮭トバのみ、新巻はなし） 

 

５ 会 場  宿戸漁港  新荷さばき場 

 

６ 指導者  宿戸漁業研究会、県北広域振興局、種市南漁協、種市南漁協宿戸女性部の方々 
 
７ 服装・持ち物  
 

〇服装………マスク着用、運動着、防寒着 
 
〇持ち物……長靴、長靴を入れるビニル袋、タオル２枚(手拭き用、鮭拭き用) 

   ※鮭用タオルは、鮭を直接拭くタオルである。食品用なので、きれいなものを準備する。 

ただし、血だらけになるので、捨てることになる。 

   〇学校で用意するもの……カッパ、不織布帽子、軍手、ビニル手袋、ビニル袋２枚、 

ひも２本、名札（ガムテープ２枚） 

８ 移動   スクールバス   

 
                                    
９ 当日の日程 
 １～４校時 午前短縮授業（４校時：道具準備、帰りの会、準備ができ次第早めに給食準備） 

 ５～６校時 総合的な学習の時間 

        １３：０５  宿戸漁港へバス移動  宿戸の生徒は帰る準備をして 

        １３：２０  開会行事／作業手順説明（鮭についての説明含む） 

作業開始……生の鮭を、マキリ（カッター）で３枚におろす 

        １５：００  道具、作業台を洗う、片づけを行う 

                      ＜集合写真・クラスごと＞ 

        １５：１０  閉会行事   

        １５：１５  バス移動  宿戸の生徒は現地で解散 

１５：３０  学校着   駐輪場で干し竿につるし、網をかける 

                 ※学校に戻った生徒で協力して干す（駐車場に網の準備をしてあります） 

        １６：００  下校 （部活動なし・ＳＢあり） 
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 １０ 開・閉会行事  司会進行（学年委員会） 

    ＜開会行事＞             ＜閉会行事＞ 

   １ はじめのことば            １ はじめのことば 

  ２ 学年委員長から            ２ 感想発表（各学級から１人ずつ） 

   ３ 学年の先生から            ３ 学年の先生から 

   ４ 指導者の方から            ４ 指導者の方々から 

５ 指導者の方々にあいさつ        ５ お礼のあいさつ 

   ６ 連絡                 ６ 連絡 

   ７ おわりのことば            ７ おわりのことば 

 

１１ 注意事項 

  ◎ 体験活動のねらいをよく理解し、真剣に活動すること。 

  ◎ 多くの地域の方の協力を得て行う活動です。感謝の気持ちを忘れず、 

『返事やあいさつをしっかりする』・『話をしっかり聞く』・『指示されたとおりに動

く』・『私語や勝手な行動をしない』を徹底すること。 

※当日は刃物を使っての作業なので、全神経を集中してケガのないように気をつける！ 

  ◎ 作った鮭トバ（荒巻鮭）は、商品としてお客様の手に渡ります。衛生面に気をつけるこ

とはもちろん、心を込めて丁寧に作ろう。 

◎帰宅後、『振り返りシート』を書き、３０日（火）の朝、担任の先生に提出。 

 

１２ 作業後の予定   

  ・１１月２９日（月）～１２月中旬  鮭の乾燥 

    日直２名（Ａ組 1名、Ｂ組 1名）が、毎日交代で干してある鮭トバをくっつかないよ

うにはがし、写真を撮って『鮭トバ日誌』を書く（PC で）。 

  

  ・３学期（２月ごろ？） 午後２ｈ総合（教務と後日相談）：とばの袋詰め→冷凍 

      ①調理室チーム１０名（切るチーム）・・・Ａ組・Ｂ組の各班から 1名ずつ 

      ②コモンスペースチーム他４５名（袋詰めチーム）・・・重さを図って袋詰め 

   ③作業日までに、ラベルの作成 

 

  ・Ｒ４ 参観日またはバザーで販売 
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令和３年度洋野町立種市中学校文化祭 

【種中海鳴太鼓】練習会実施要項 
１ 目的 

（１）種市中学校文化祭で種市に伝わる伝統芸能“種市海鳴太鼓”を盛大に演奏し、文化祭を盛り上げるとと

もに、地域に根ざした学校を目指そう。 

（２）太鼓の音で『心』を伝えることを目指し、観る人、聴く人に感動してもらう演奏を創り上げよう。また、

生徒会スローガン「繋唱」のもと、先が見通せない社会状況ですが種中生の元気や思いを地域や保護者の

方々に届けよう。 

（３）一瞬の感動のために努力を惜しまない姿勢を身につけ、仲間と共に一つの作品を創り上げることの達成

感と自信を味わおう。 

２ 練習会場 種市武道館＊宣言解除まで種市中学校コモンスペース 

３ 指導者 岩手県太鼓連盟副会長 種市海鳴太鼓会 中里 利則 様 

４ 参加生徒 別紙参照 

  

５ 練習までの流れ 

  ９月 13 日（月）：太鼓希望者打ち合わせ 昼 多目的室   

９月 16 日（木）：練習開始 ＊１５日太鼓搬入予定  

６ 持参品 タオル、飲み物 その他練習に必要と思われるもの 

 

７ 服装 種市中学校指定ジャージ 

８ 練習にあたって 

（１） 太鼓奏者に応募するための一番の条件は、「挑戦してみたい・人を感動させてみたい」という熱い思

いを持った人です。加えて、日常生活・学習など、自分で計画的に取り組むことができる人です。 

（２） 練習が始まったならば当番制で「太鼓ノート」を記入し、みんなで課題の確認や次回の目標など

を話し合い、当番が反省や感想を記入します。太鼓ノートは配布します。 

（３） 現地集合・現地解散とします。生徒の安全を考慮し、平日練習日の終了時には、保護者の皆様の送迎

のご協力をお願い致します。＊学校で行う場合は、三学年の先生に相談すること。 

（４） 都合が悪く欠席する場合は、事前に担当上大澤まで連絡を入れて下さい。 

（５） 先生方は交替で練習を見守る予定です。 

（６） 指導者の中里さんは、皆さんのために時間を割いて指導してくださいます。練習中は太鼓のことに

集中して下さい。 

（７） 指導者の都合で若干日程を変更する場合がございますのでご理解下さい。 

（８） 名のメンバーで最高の演奏を披露し、最高の思い出をつくりましょう。 
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○
○
○

①森と海の関係について知る（海を知る）（５時間） 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
全
体
１
） 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
発
表
準
備
（
海
を
知
る
）(

１)  

有
家
浜
清
掃
（
海
を
守
る
） ④洋野町ＰＲ大作戦（海を知る・利用する） 

（４時間） 

③課題追究（海を知る・海に親しむ・海を利用する）（５時間） 

ナニャドヤラで地域を笑顔に （海を知る） 

⑥特産物のラベル・レシピカード作り

（海を知る・海を利用する）（４時

間） 

②海と山を生かした特産品を作る（海に親しむ・

海を利用する）（２時間） 

⑦（
海
を
知
る
・
海
に
親
し
む
・
海
を
利
用
す

る
・
海
を
守
る
）
（
１
時
間
） 

津
波
防
災
講
座
（
海
を
知
る
） 

⑤学習のまとめ・発表（海を知る・海に親しむ・海を利用する・

海を守る）（７時間） 
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○
○
○

 

 

①キャリアアップ研修（海を知る・利用する）（４時間） 

②洋野町ＰＲ大作戦（海を知る・利用する）（９時間） 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
全
体
１ 

学
級
１
）(

海
を
知
る) 

有
家
浜
清
掃
（
海
を
守
る
） 

④考察・学習のまとめ・発表 

（海を知る・海に親しむ・海を利用する）（１５時間） 

ナニャドヤラで地域を笑顔に （海を知る） 

③キャリアアップ研修振り返り（海を知る・海に親

しむ・海を利用する）（２時間） 

⑤
一
年
間
の
活
動
と
自

己
の
成
長
を
振
り
返
る

（
海
を
知
る
・
海
に
親
し

む
・
海
を
利
用
す
る
・
海

を
守
る
）
（
１
時
間
） 

⑥修学旅行に向けた準備（海に親しむ・海を利

用する）（７時間） 

津
波
防
災
講
座
（
海
を
知
る
） 

海洋サミット 

気仙沼 

洋野町海洋教育 

カンファレンス参加 
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②海に関わる施設見学（海を知る・海に親し

む・海を守る・利用する）（５時間） 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（

(

海
を
知
る) 

③「洋野発信プロジェクト」・学習のまとめ・プレゼン（海を知る・海に親しむ・

海を利用する）（３０時間） 

ナニャドヤラで地域を笑顔に（海を知る）

①洋野の魅力をヒロノジンから

学ぼう（海を知る・海に親し

む・海を守る・海を利用する）

（２時間） 
・洋野町移住者の方の講
演を聞き，今まで知らなか
った洋野町について知る。 
・洋野の遺跡・復興跡を訪
ね、伝承されてきた歴史を
学ぶ。 

④

（海を知る・海に親し

む・海を利用する・海を

守る）（１時間） 
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令和３年度 洋野町立中野中学校 海洋科学習指導案 

日 時  令和３年６月４日（金）５校時 

学 級  １年 A組（男子１４名、女子７名 計２１名） 

場 所  １年 A組教室 

授業者  平賀純(T１) 高橋沙季(T２) 

 

１ 単元名  地域を知ろう ～海と山の関係と地域産業から見える洋野町の課題～ 

 

２ 教材名  「ヒロノジンを知ろう」〜自然と歴史から身近な地域の特色を知る〜 

 

３ 単元設定の理由 

（１）教材について 

   学習指導要領「第 4章総合的な学習の時間 第 1目標」には、「探究的な見方・考え方を働かせ、

横断的・総合的な学習を行うことを通して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくた

めの資質・能力を次のとおり育成することを目指す。⑴ 探究的な学習の過程において、課題の解

決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、探究的な学習のよさを理解する

ようにする。」とある。 

   また、洋野町の海洋教育「ひろの学」の目標は「洋野町の魅力を実感するとともに、進んで海や

地域に関わり、海洋の機能と役割、海の歴史や民族、産業に関心を持ち、自分なりに分析したり解

釈したりして表現することを通して、生態系のバランスや海洋環境保全などについて考え、直面し

ている危機を回避し、持続的・発展的に未来に向かって、地域や社会とともに取り組もうとする態

度を育てる。」、さらに、小中学校 9年間のうち「小学校の学習を基礎に地域を考える」ことが、中

学校 1年生の探求テーマ【種市地区】となっている。 

   中学 1年生の海洋学習において、身近な地域の魅力や課題を題材に、小学校での学習を基礎にし

てより深く掘り下げて学習していくことは、持続的・発展的に未来に向かって、地域や社会ととも

に取り組もうとする態度を育てることや、探求的な学習のよさを理解することにつなげることがで

きる教材である。 

 

（２）生徒の実態から 

   生徒は、小学校の海洋科学習で「～私たちの教室は『洋野の自然と世界一の太平洋～』というテ

ーマのもと、一人ひとりが個人テーマを設定して追究し、卒業論文を作成し発表している。また、

海洋教育サミットでの発表では、「洋野のウニが危ない～洋野の宝と恵みを守るために～」と題し

て、洋野町のウニに関わる課題と解決方法について発表するなど、海洋科学習に対する興味関心や、

海洋に関する基礎知識は高いものと考えられる。しかし、生徒のアンケート結果からは、郷土に対

して深い愛情を持っているとは感じがたいのが現状である。 

   小学校の学習を基礎とし、洋野町の魅力を実感できる学習をすることによって、郷土に誇りと愛

着を持ち、持続的・発展的に未来に向かって、地域や社会とともに取り組みを実行しようと態度を

育みたいと考える。 

 

（３）指導観 

   生徒は洋野町に住んでいながらも、洋野町や身近な地域の魅力については、まだまだ知らないこ

とが多く、魅力が少ないと感じている生徒も少なくない。そこで、特色ある自然や産業をもつ洋野

町中野・有家だからこそできる体験学習を行い、身近な地域には豊かな自然と誇れる産業が多くあ

ることを実感させ、郷土に誇りと愛着を持たせたい。 

   まずは中学 1年生の海洋科学習の導入として、洋野町中野・有家にある自分たちがまだ知らない

特色ある豊かな自然や産業等の魅力を知りたいという気持ちを持たせたい。そのために、多くの資
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料の提示や資料提示方法の工夫をするなどして、生徒の興味関心を高めたい。 

 

４ 単元目標（単元で育成したい資質や能力及び態度） 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等 

①身近な地域の魅力について、

効率的に調べることができ

る。 

 

②身近な地域には魅力ある自然

や産業があることを理解でき

る。 

③身近な地域の発展の在り方を

自分なりに考えたり判断した

り表現できる。 

 

④身近な地域の魅力を理解し、

身近な地域の良さや発展の在

り方を自分なりに考えようと

している。 

 

⑤身近な地域に、誇りと愛着を

持つことができる。 

 

５ 単元の評価規準                    

 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 主体的に学習に取り組む態度 

評
価
規
準 

①身近な地域の魅力につい

て、効率的に調べることが

できている。 

 

②身近な地域の魅力や課題を

理解している。 

③身近な地域の発展の在り方

を自分なりに考えたり判断

したり表現したりしてい

る。 

④身近な地域の魅力を理解

し、身近な地域の良さや発

展の在り方を自分なりに考

えようとしている。 

 

⑤身近な地域に、誇りと愛着

を持って活動しようとして

いる。 

 

６ 主体的・対話的で深い学びに向けた実現に向けて 

第一次 ICT 等の工夫した資料提示により、身近な地域にある自然や産業への興味・関心を高め

る。 

第二次 ICT の活用や周囲と関わり合いを通して、身近な地域の魅力について効果的に調べさせ

る。 

第三次 身近な地域への思いや学びたいこと、体験したいことなどを共有し、海洋科学習への興

味・関心を高めると同時に、身近な地域への誇りと愛着を深める。 

 

７ 単元の指導と評価の計画（オリエンテーション）    

時

間 

○◎主な学習活動と■学習課題 

※学習活動を複数記述した場合 

重点◎，それ以外○ 

□小学校の社会的事象の見方・考

え方を働かせている姿 

指導上の留意点 

【評価の観点】 

・評価規準 

〔評価方法〕 

１ 

■海洋学習全校オリエンテー

ションのねらいと流れを確認

しよう。 

◎小学校での個人研究発表資

料を再確認し、リハーサルを行

う。□ 

・伝え方に留意し、より相手に

伝わりやすくするためにはど

うしたら良いか考えさせる。 

【思考力・判断力・表現力等】 

③身近な地域の発展の在り方

を自分なりに考えたり判断し

たり表現したりしている。 

〔観察〕 
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２ 

■海洋科学習全校オリエンテ

ーションで、聞く人に伝わりや

すく、小学校での個人研究成果

発表をしよう。 

◎小学校での個人研究を、より

分かりやすく発表する。□ 

・より伝わりやすい伝え方を意

識させる。 

・上級生の発表を聞き、中学校

の海洋科学習の概要をつかま

せる。 

【思考力・判断力・表現力等】 

③身近な地域の発展の在り方

を自分なりに考えたり判断し

たり表現したりしている。 

〔観察〕 

３ 

■海洋科アンケートに答えな

がら、身近な地域の特色につい

て考えてみよう。 

◎海洋科アンケートに回答し

ながら、身近な地域の魅力と課

題について考える。 

・身近な地域の魅力や課題を、

自分なりに考えさせる。 

【思考力・判断力・表現力等】 

③身近な地域の魅力や課題に

ついて、自分の考えをまとめる

ことができている。 

〔観察・アンケート用紙〕 

４ 

本

時 

■海洋科では、どのようなこと

を学習するのだろう。 

 

○自分が身近な地域について

どれくらい知っているかを知

る。□ 

 

◎海洋科学習の一人ひとりの

目標を共有する。 

・身近な地域の魅力を理解させ

た上で、さらに新たな魅力に触

れたいという意欲付けを図る。 

 

・まなびポケットの活用 

 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

④身近な地域の魅力を理解し、

身近な地域の発展の在り方

を自分なりに考えようとし

ている。 

〔観察・ワークシート〕 

 

７ 本時の指導 

（１）本時の目標 

  ①身近な地域には特色ある自然や産業があることを理解し、海洋科学習に主体的に取り組もうとす

る意識を持つことができるようにする。【学びに向かう力・人間性等】 

 

（２）本時の評価規準 

 身に付けさせたい 

資質や能力 
評価規準 支援を要する生徒への手だて 

身近な地域の特色ある自

然や産業を新たに知り、

さらに深く探ろうとする

意欲を持つ。 

身近な地域の特色ある自然や産業

を新たに知り、さらに深く探ろう

とする意欲を持つことができてい

る。 

興味のある分野から、身近な地

域の特色ある自然や産業に関連

づけられるよう支援を行う。 
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（３）展開案 

段

階 
学習内容 学習活動 

指導上の留意点と評価の工夫 

☆留意点 ◎評価 

導

入

５

分 

１．小学校での学習

を振り返る。 

・おおまかに小学校での海洋科学習

の内容を確認する。 

☆まなびポケット 

展

開

４

０

分 

 

２．事前アンケート

結果を共有する。 

 

 

３．「ヒロノジン検

定」を行う。 

 

 

４．答え合わせをす

る。 

 

 

 

５．海洋科で学習し

たいことを考える。 

 

 

 

 

６．学習したいこと

を共有する。 

 

・身近な地域にはもっと多くの魅力

があるのではないか問う。 

 

 

・班隊形(対面しない)になり「ヒロ

ノジン検定」問題を解く。 

 

 

・解説を聞きながら、身近な地域の

魅力について知らないことが多かっ

たと実感させる。 

 

 

・「自分がまだ見たりしていない所が

あるので行ったり、見てみたい。」 

・「身近な地域に多くの魅力があるこ

とが分かったので、詳しく調べてい

きたい。」 

 

 

 

☆プレゼンテーション 

 

 

 

◎①班員と協力し、効率的に

調べることができている。

〔観察〕 

 

◎②身近な地域の魅力や課題

を理解している。〔ワークシ

ート〕 

☆プレゼンテーション 

 

☆まなびポケット 

◎身近な地域の特色ある自然

や産業を新たに知り、さら

に深く探ろうとする意欲を

持つことができている。 

〔観察・まなびポケット〕 

 

☆発表・画面共有 

終

末

５

分 

７．海洋科学習の主

な内容について示

す。 

 

 

・学習したいことが今後の学習内容

と繋がっていることを確認し、学

習意欲を高める。 

 

・感想用紙に記入する。 

☆プレゼンテーション 

 

 

 

 

（４） 板書計画（案） 

海洋科６／４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前アンケート 

結果 

ヒロノジン 

検定 

海洋科ではどんなことを学習するのだろう？ 

海洋科 

学習計画 

海洋科ではどのようなことを学習するのだろう 

【テレビ】 

海洋科学習で 

学びたいこと 
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令和３年度 ２学年キャリアアップ研修実施要項（最終決定） 

１ ねらい 

 ・他地域と洋野のそれぞれの特性を生かした産業、環境、住、食、産業などについて比較することで、洋野

の魅力や課題点を発見し、課題解決の糸口を見つける機会とする。 

 ・企業訪問を通して、流通・販売のキャリア教育を学ぶ 

 ・集団行動を通して、互いに協力し合いながら主体的に行動できる生徒を育成する。 

 

２ 日時     令和３年 7 月７日（水）・８日（木） 

３ 参加者    中野中学校 2 学年  男子５名  女子１０名 計 1５名 

 

４ 引率者 

       校   長    佐々木英幸   統導長 

       教   諭    村松 康司   全体計画  交渉  

       教   諭    髙橋 年和   生徒指導 

       養護教諭    岩崎 翔華   保健安全指導 

５ 研修場所・宿泊場所 

<研修場所> 岩手大学 杭田教授 （人文社会科学部 三陸水産復興・地域貢献人材の育成など）  

                南教授（理工学部・街づくりや防災、復興についてなど） 

         マリオス展望台 

盛岡卸売中央市場 （鮮魚・青果の流通の仕組み） 

いわて生協ベルフ牧野林店（流通や生産されたものが消費者に届くまで） 

 

 <宿泊場所> 一般財団法人 岩手県青少年会館  

                    盛岡市みたけ三丁目３８－２０  （019）641－4550 

           10 人部屋に５名宿泊（男子１部屋、女子２部屋） 

６ 日程      

1 日目 

学校集合             7:00 

学校出発                 7:20 

岩手大学（杭田教授講話）  10:30～12:00 

昼食（岩手大学） 

岩手大学（南教授講話）   13:00～14:30 

盛岡オリエンテーリング 

出発地 盛岡城跡公園  15:00～17:30 

マリオス展望台            ～18:00 

夕食               18:30～19:30          

班長会議・入浴        20:00～21:00         

一日のまとめ          21:30～22:00 

就寝               22:00 

  2 日目 

起床               6:00～ 

朝食               7:00～7:30 

出発               8:00 

盛岡卸売中央市場      9：00～11:00 

昼食（市場食堂） 

232



いわて生協ベルフ牧野林店 13：00～14：00 

盛岡発              14：30 

中野中学校着         17：00 

解団式          

解散予定            17：30 

 

７ 交通手段      AKB バス（運転手シルバー人材センター竹居さん） 

 

８  

 持ち物・服装 

<服装> 制服 

<持ち物>身分証明書、しおり、筆記用具、二日分の着替え、洗面道具、運動着、マスク、 

      テレホンカード（公衆電話用の１０円数枚）、雨具（折りたたみ傘、カッパ） 

      研修の時の交通費・昼食費（3,000 円）、セカンドバック（研修時貴重品やバインダー） 

      必要な人は常備薬 デジカメ（班 1 台） 帽子 長くつ 

 

１０ 実施のための安全計画 

（１） バスの乗降時に十分注意させる 

（２） 研修場所や公共の場で、その場にふさわしく、落ち着いた行動をするよう指導する。 

（３） 学校と常に連絡がとれるように体制をととのえておく。 

 

１１ その他 

保険証について 

万一、病気や怪我などが発生したときのために、保険証の持参をお願いします。 
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令和３年度 洋野町立中野中学校３学年海洋科学習（追 Q）について 

 

１．３学年海洋科テーマ 「洋野の未来を考えよう～洋野町の発信・将来の創造～」 

 

２．ねらい 

（１）洋野の良さを生かし、洋野の未来を考え発信することを通して、洋野の魅力について、

自分たちの言葉で語ることのできる力を培う。〔海に親しむ・海を利用する〕 

（２）身近な地域の魅力に触れることで郷土への愛情と、故郷の発展に貢献しようとする人

材を育成する。〔海を知る・海を守る〕 

（３）情報手段を効果的に活用して新たな知識や情報などの創造・発信や問題の解決につな

げていく能力を育成する。 

 

３．内 容 

（１）テーマ  

洋野の魅力を実感し、発信しよう！ → 「洋野やってみた動画」作成  

①観光・・・洋野の〇〇（レジャー施設とか）を体験してみた。。。 

② 食 ・・・洋野の〇〇（特産品）で〇〇を作って食べてみた。。。 

③環境・・・洋野の〇〇（自然、観光名所とか）を清掃してみた。。。 

 

（２）動画完成後（ゴールは…） 

文化祭で流す、福祉施設で見てらう、観光協会や役場ホームページに載せてもらう？ 

 

（３）動画作成・配信までの流れ 

 ①動画の内容・構成を考える（６月中） 

・どんな場所で、何を利用して、何をやってみるのか。 

・どんなことが伝わってほしいのか。 

   ②撮影の準備（６月中） 

    ・撮影計画 ・必要なものの準備  

   ③撮 影（７月～８月） 

    ・観光  ／ （ ） 
    ・食   ／ （ ） 
    ・環境  ／ （ ） 

   ④編 集（９月中） 

 ※実際にやってみて、心から楽しんでいる、心から感動している姿を発信したい。 

さらに、洋野町の情報や魅力をしっかり伝えたい！  

 

４．その他 

  修学旅行… 
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海洋教育全体計画 
１ 実践の概要・ねらい 

 洋野町内陸部にある大野地区は太古において三陸の海底にあり、現在、その平坦な地形を活用し、林業・

酪農・畑作などを中心に地域の人々の生活が営まれている。海成段丘を利用した牧草地、海から吹いてくる

やませの影響で夏でも冷涼な気候であることから盛んとなった椎茸栽培やほうれん草栽培など海との関係

は深く、水産資源の利用を含め海から受けている恩恵は大きい。しかし、日常生活の中で海を目にすること

はないため、海について学んだり考えたりする機会は少ない。そこで、この海洋学習を通し、海に親しみ、

海に関わる産業について学ぶ意義は大きく、海の影響で成り立っているこの地場産業を通して、地域の人々

の願いや想いを学ばせ、海のすばらしさや良さを体感させたい。   

また、「海と人との共生」を考える上で、重要な観点である「防災」についても、震災・復興学習を通し

て、海のもたらす恐怖・災害の可能性を考え合わせ、生徒の地域における防災・減災の意識を高めさせたい。

地域を愛し、地域に貢献できる人材の育成と将来の持続可能な海洋利用に向け、復興・発展を支える人材育

成を目指したい。 

 

２ 実践計画 

大テーマ「海と人との共生」 

 1 学年 2 学年 3 学年 

① 

テ
ー
マ 

○震災・復興・防災・海洋につい

て考え学んだことを伝える。 

○地域の産業を知る。 

○海に関わる産業を通して働く

ことの意義について考える。 

○海や人との関わりを通して生

き方を考える。 

② 
概 

要 

【震災・復興・防災学習】 

三陸鉄道震災学習列車や宮古市

田老地区での「学ぶ防災プログ

ラム」での学習を通して、将来

にわたる防災意識を高める。 

【大野地区産業体験】 

実際に大野地区の地場産業を体

験し、地域の人たちの思いや願

い、海との関わりを学ぶ。 

【海洋関連施設訪問学習】 

地域の様々な施設と連携を取り

ながら、地域と海との関わりに

ついて考える。 

【大野地区地域学習】 

海成段丘を利用した地域で盛ん

に行われていいるスポーツ・パ

ークゴルフ体験を通し、地域の

特性を知る。 

【防災学習】 

海からの恩恵と自分たちの生活

の関わりを考え、大きな災害か

ら身を守る方法と海との共生を

考える。 

【高校体験学習】 

種市高等学校海洋科の学習の様

子を見学し、自分の将来や働く

ことの意義を考える。 

③ 

評 

価 

・自ら課題を見つけ、課題解決に

対して意欲的に活動できたか。 

・防災の知識を深め、自分の生活

に役立てようとする意識を高め

たか。 

・海に関わる職業についての知

識を深め、自分の将来の職業に

ついて考えることができたか。 

・持続可能な海洋利用について

意識できたか。 

・海に親しみ、海とともに生き

ていこうとする意識を高めるこ

とができたか。 

・地域を愛し、地域に貢献しよ

うとする態度を育てることがで

きたか。 
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①大野と海の関係について知る 
津
波
防
災
講
座
（
八
木
防
災
セ
ン
タ
ー
） 

大
野
木
工
製
作
見
学
（
地
域
を
知
る
） 

②地域の産業を知る。 

③洋野町をＰＲしよう！（大野を利用する） 

④学習のまとめ・発表 

⑤年間の活動と自己の成長を振り返る 
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全
体
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

（
１
時
間
） 

大野を含む三陸ジオパ

ークの事前学習 

（１時間）

三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
野
外
巡
検
（
５
時
間
） 

職場体験の事

前学習② 

（３時間） 

体験のまとめ・発表 

（３時間）

１年間の活動

の振り返り 

（１時間）

体
験
の
ま
と
め
（
１
時
間
） 

職
場
体
験
学
習 

（
１
２
時
間
） 

職場体験の事前学習① 

（３時間）
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① 都市と地方の比較 

②
地
域
の
方
か
ら
学
ぶ
講
座

 

③様々な方とふれあい、地

域の良さ・課題を体感する 

④地域マップを提案する 

⑤学習の成果を発表・まとめる 
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「復興・海洋教育」体験学習実施計画 

洋野町立大野中学校 １学年 

１ ねらい 

(1) 東日本大震災の被災地を訪れ、震災の状況や復興の状況を学習するとともに、防災・復興への

意識を高める。 

(2) 現在の被災地の様子や復興への道筋を現場の方々から聞いたり、自分たちの目で確かめたりす

ることを通し、今後の自己の生き方を考える機会とする。 

(3) 洋野町内の水産業について学び、地域に誇りを持ちたくましく生き抜く力を育成する。 

(4) 集団生活のルールやマナーを身につけ、自分自身の行動に対しての責任を果たそうとする態度

を育成する。 

 

２ 期 日   令和 3年 7月 7日（水）・８日（木） 

 

３ 参加生徒  １学年生徒 男子２０人 女子１７人 計３７人 

 

４ 引率教員  学年主任  筒井 久美  Ａ組担任 旭  紘太  

Ｅ組担任   伊藤 瞭     副 担 任  村上 信明 

支 援 員  佐々木千穂子 （8日のみ） 

地域コーディネーター 柏木 翔吾（8日午後のみ） 

５ 学習内容 

 (1)  三陸鉄道北リアス線久慈駅〜田野畑駅間「震災学習列車」乗車しての震災・復興学習 

 (2)  北山崎断崖クルーズ遊覧船による海洋学習 

(3)  浄土ヶ浜散策による震災・海洋学習 

（4） 宮古市立田老第一中学校震災資料展示室「ボイジャー」見学による震災学習 

（5） 宮古市田老地区での「学ぶ防災」プログラムによる復興・防災学習 

 (6)  洋野町八木防災センター見学による震災学習 

 (7)  洋野町北三陸ファクトリー見学による海洋学習 

 

６ 主な日程 

＜1日目＞   貸切バス（県北バス）・・・  鉄道−−−  徒歩 ＝ 

 

 

 

 

 

＜２日目＞   スクールバス（２台）・・・   

 

 

 

 

 

 

 

学校出発・・・久慈駅着〜久地駅発<震災学習列車>−−−田野畑駅着・・・北山崎断崖クルーズ遊覧船 

 8:00        8:40        9:00                   10:10          10:30  ～ 11:20 

・・浄土ヶ浜着＜レストランで昼食＞浄土ヶ浜発・・田老一中着・田老一中見学 ＝道の駅着・学ぶ防災  ＝ 

  12:20              13:20       13:40  13:50～14:20     14:30 ～15:30    

田老道の駅発・・・田野畑道の駅（休憩）・・・・大野中着・解散 

15:45       16:10            17:30 

学校出発・・・八木防災センター着（センター見学・防波堤見学）・・・北三陸ファクトリー着 

 8:30        9:00        9:00  ～ 10:30                11:00 

＜養殖場・ウニ牧場見学＞ ＜ウニむき体験＞ ＜昼食・休憩＞ ＜講 話＞ 

11:00  〜11:30        12:00〜12:30    12:30～13:30    13:30〜14:20 

北三陸ファクトリー発・・・大野中着・解散 

14:30                   15:00 
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7 職員の役割分担 

    

８  服装・持ち物 

  (1) 服装：大野中学校指定のジャージ（指定の半袖・ハーフパンツを中に着用する。） 

  (2) 持ち物 

    □ザック                □しおり      

□筆記用具                             □腕時計（班で一つ。持っている人） 

□雨具（カッパ又は折り畳み傘）      □帽子 

□ゴミ袋(１〜２)                        □ハンカチ・ティッシュ   

    □汗拭き用タオル            □酔い止め（必要な人のみ）        

□マスク                □消毒用品（全体でも用意します） 

□２日目の昼食（むいたウニと食べます） □中ズック（1日目のみ） 

□飲み物（ペットボトル又は水筒。中身は水かお茶。水筒には記名する)   

□小さめのバック・ナップサックなど（バスから降りるときに使います。しおり（A5 サイズ）・筆

記用具・水筒やペットボトルなどが入るくらいのもので、ザックに入るもの） 

 

９ 安全上の注意 

  事前に以下の事項を指導し、安全に研修を行わせる。 

 (1) 教師や講師の指示をよく聞き勝手な行動を取らない。 

 (2) バスや列車など、乗り物から手などを出すなど危険な行為をしない。 

 (3) 朝に必ず検温し、感染対策をとり、見学地においても手洗いや手指消毒につとめること。 

（4）見学地では落ち着いた行動を心がけ、不慮の事故や怪我のないようにする。 

 (5) 見学地では、許可された以外の場所に立ち入ったり、許可なく展示物等を触ったりしない。 

 (6) 雨天決行とするが、豪雨などの天候状況や緊急事態により安全に研修を継続できない場合は、協議の

上予定の変更を考える。 

 

10 費用 

 (1) 研修にかかる費用は、学年集金と補助金から支出。 

 (2) 保険は１年間有効の保険に加入予定。 

 

11 予算について 

支出項目 費   用 

貸切バス代金 133,408 円 （県北バス・ガイドさんつき） 

震災学習列車 35,300 円  

北山崎クルーズ 46,250 円 （(船 1,050 円＋カモメパン 200 円)×37） 

学ぶ防災 4,000 円  

ウニむき体験 18,500 円 (北三陸ファクトリー500 円×37) 

1 日目昼食 55,500 円     （浄土ヶ浜・瓶ドン定食 1,500 円×37） 

1 日目飲み物代 5,180 円 (140 円×37) 

予備費 6,862 円  

合計 310,000 円  

 

役 割 担当者 主な活動内容 

総務 筒井 全体指導・全体の行動調整・渉外・計画・生活のきまり 

生活指導 伊藤・旭 学年執行部指導・行動訓練・生徒指導 

学習指導 旭 ・村上 しおり作成・事前学習・研修中の学習・事後のまとめ 

会計 筒井・旭 予算立案・会計処理 
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